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第 1章 インストール 

1章では、EXTRA for Windows Version 5.1のアンストール方法について解説します。点字プリンタを

使用する場合には、EXTRA for Windows Version 5.1のアンストール後、点字プリンタドラアバのアン

ストールも行う必要があります。それぞれ後述の解説を参考にしてアンストールを行ってください。  

1.1 EXTRA for Windows Version 5.1動作環境 

EXTRA for Windows Version 5.1の動作環境は次の通りです。  

1.1.1 ハードウェア 

CPUはクロック周波数 1GHz以上、メモリは 256MB以上、ハードデァスクの空き容量は約 40MBが必

要です。なお、Windows Vistaの場合には動作条件としてメモリ 512MB以上、Windows 7の場合 に

はメモリ 1GB以上が必須です。 

自動変換機能を快適に使用するには、高速 CPU と十分なメモリを搭載したパソコン(クロック周波数

2GHz以上、メモリ 1GB以上)をお勧めします。  

1.1.2 対象 OS 

EXTRA for Windows Version 5.1は Windows 7, Windows Vista, Windows XP, Windows 2000の各ウ

デァションの OSで動作します。 EXTRA for Windows Version 5.1は Windows 7, Windows Vistaの

64ビット版でも動作します。 

Windows 2000はサービスパック 3(SP3)以上が適用されている必要があります。  

Windows 95, Windows 98, Windows Meについてはサポート対象外です。  
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1.1.3 スクリーンリーダ対応 

EXTRA for Windows Version 5.1は MSAA 2.0(注)に対応したソフトイゥ゠です。MSAA(Microsoft 

Active Accessibility)は、Windows上で動作する一般のソフトイゥ゠から、スクリーンリーダなどの支援

技術ソフトイゥ゠に情報を伝達するしくみです。MSAAに対応したスクリーンリーダから、EXTRA for 

Windows Version 5.1の編集イァンドイ内の情報に゠クセスして、音声読み上げや点字デァスプレアへ

の編集内容表示ができます。 

本製品発売時点では次のスクリーンリーダが EXTRA for Windows Version 5.1に対応しています。  

  JAWS for Windows Version 8.0, 9.0  

  PC-Talker XP Version 3.0  

  PC-Talker Vista Version 1.0  

 

※注： Windows XP と Vistaには標準で MSAA 2.0が組み込まれています。Windows 2000でスク

リーンリーダーをお使いの場合は、RDK 2.0 と呼ばれる MSAA 2.0の配布パッケージをアンス

トールする必要があります。ただし、RDK 2.0はスクリーンリーダとともにアンストールされるの

が普通です。詳しくはお使いのスクリーンリーダーの製造元にお問い合わせください。 
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1.2 EXTRA for Windows Version 5.1のインストール 

ここでは EXTRA for Windows Version 5.1のアンストール方法について解説します。  

※注： 特に断りの無い場合を除き、本節の画面アメージは Windows Vistaの画面です。 

EXTRA for Windows Version 5.1 をアンストールするには以下の手順で作業を行って下さい。なお、

アンストール作業を行うには管理者権限を持つユーザとしてログアンする必要があります。個人所有

のパソコンでは、通常管理者権限のあるユーザとしてログアンするので問題はありませんが、職場や

学校等では管理者権限のないユーザでログアンする設定になっている可能性があります。その場合

はシステム管理者にアンストール作業を依頼してください。  

1.2.1 インストーラの起動 

EXTRA for Windows Version 5.1の CD-ROMを挿入すると、[Windows アンストーラ]というダア゠ログ

に「アンストールの準備中」というメッセージが表示されます。 

 

1.2.1.1 ユーザアカウント制御（Windows 7 / Windows Vistaのみ） 

 

パソコンの OSが Windows 7 および Windows Vistaの場合には、アンストーラが起動する直前に

[ユーザ ゠ォイント制御]という画面が表示されることがあります。[続行]を選択してアンストーラの実行

を続行してください。なお、OSが Windows XP, 2000の場合にはこの画面は表示されません。 
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1.2.1.2 Windows インストーラ 3.1のインストール（Windows 2000, XP） 

Windows 2000, XPに「Windows アンストーラ 3.1」がアンストールされていない場合には、EXTRA for 

Windows Version 5.1本体のアンストールに先立って Windows アンストーラ 3.1のアンストールが行わ

れます。この場合には、次の画面が表示されるので、[同意する]のボタンを押して、Windows アンス

トーラ 3.1のアンストールを開始してください。  

 

Windows アンストーラ 3.1のアンストールが終わると「続行する前に再起動してください。今すぐ再起

動するには[はい]を選択してください。後から手動で再起動するには[いいえ]を選択してください。」と

いうメッセージが表示されます。[はい]のボタンを押して OSを再起動してください。  

 

OSを再起動すると、EXTRA for Windows Version 5 セット゠ップ イァザードが起動するので、残りの

アンストール作業を継続してください。  
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1.2.1.3 インストーラが起動しない場合 

CD-ROMのプログラムを自動起動しないようにセカュリテァ設定されている場合には、アンストーラが

起動しないことがあります。このような場合には、次の手順に従ってアンストーラを手動で起動してくだ

さい。  

Windows 7/ Windows Vistaの場合 

[スタート]メニューから[コンピュータ]を選択してウクスプローラを起動します。[スタート]メニューをクラ

シックのスタアルに指定している場合には、デスクトップの[コンピュータ]の゠アコンをダブルクリックし

て開きます。ウクスプローラの中から CD-ROMあるいは DVD-ROM ドラアブを選択します。フゟアル

一覧から setup という゠プリケーションを開くとアンストーラが起動します。  

Windows XPの場合 

[スタート]メニューから[マア コンピュータ]を選択してウクスプローラを起動します。[スタート]メニュー

をクラシックのスタアルに指定している場合には、デスクトップの[マア コンピュータ]の゠アコンをダブ

ルクリックして開きます。ウクスプローラの中から CD-ROM あるいは DVD-ROM ドラアブを選択します。

フゟアル一覧から setup という゠プリケーションを開くとアンストーラが起動します。  

Windows 2000の場合 

デスクトップの[マア コンピュータ]をダブルクリックして開きます。ウクスプローラの中から CD-ROMあ

るいは DVD-ROM ドラアブを選択します。フゟアル一覧から setup という゠プリケーションを開くとアン

ストーラが起動します。  
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1.2.1.4 セットアップウィザード 

 

[EXTRA for Windows Version 5 セット゠ップ イァザード]が表示されたら、[次へ]ボタンを押します。 
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1.2.2 [インストール フォルダの選択] 

 

表示されているアンストール先でよければそのまま[次へ]ボタンを押してください。表示されている場

所以外にアンストールしたい場合には、[参照]ボタンを押して希望のフェルダを指定した後、[次へ]ボ

タンを押してください。 

EXTRA for Windows Version 5.1 をアンストールするパソコンのすべてのユーザー用にアンストールす

る場合には[すべてのユーザー]を選択し、現在、アンストールするのに使用しているユーザ゠ォイント

に限定してアンストールするには、[このユーザーのみ]を選んでください。 
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1.2.3 [インストールの確認] 

 

次に「アンストールの確認」のダア゠ログが表示されます。[次へ]ボタンを押してアンストールを開始し

ます。 
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1.2.4 ファイルのコピー 

 

アンストール中を示すダア゠ログが表示されフゟアルのコピーやレジストリの設定などのアンストール作

業が始まります。バーが最後まで進めばアンストールは完了です。 
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1.2.5 インストールが完了しました 

 

フゟアルのコピーが終了すると[アンストールが完了しました。]というメッセージが表示されます。これで、

EXTRA for Windows Version 5.1のアンストールは完了ですので、[閉じる]ボタンを押してアンストーラ

を終了してください。スタートメニューに EXTRA for Windows Version 5.1の゠アコンが追加されてい

ます。 

点字プリンタを使用するには、続いて点字プリンタのドラアバをアンストールします。点字プリンタを使

用しない場合には、点字プリンタドラアバのアンストール作業は不要です。 

点字プリンタのアンストール方法は OSの種類や点字プリンタとの接続方法によって異なります。後述

の、該当する Windowsの点字プリンタドラアバのアンストール方法を参照してアンストールを行ってく

ださい。 
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1.2.6 USB認証キー 

EXTRA for Windows Version 5.1 を実行するには USB認証カー(ドングル)がパソコンに接続されてい

る必要があります。USB認証カーは、EXTRA for Windows Version 5.1を正規に購入した利用者であ

ることを証明するためのものです。EXTRA for Windows Version 5.1 を実行する前に製品に同梱され

ている USB認証カーをパソコンの USB コネクタに挿してください。 

 

USB認証カーを挿さずに EXTRA for Windows Version 5.1 を実行すると、ソフトイゥ゠が起動できず、

次の画面が表示されます。この画面が表示された場合には、USB認証カーを挿してから EXTRA for 

Windows Version 5.1を起動し直してください。 
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1.2.7 startup.exe - DLLが見つかりません 

Windows 2000の場合、EXTRA for Windows Version 5.1 を起動する際に、次のような「startup.exe - 

DLLが見つかりません」というタアトルのウラーメッセージが表示されることがあります。このメッセージ

は Windows 2000に EXTRA for Windows Version 5.1の実行に必要な MSVCP60.DLL というフゟアル

がアンストールされていない時に表示されます。  

 

このウラーメッセージが表示されて EXTRA for Windows Version 5.1が起動できない場合には、次の

方法で不足している MSVCP60.DLLのアンストールを行います。  

デスクトップの[マア コンピュータ]の゠アコンをダブルクリックします。ウクスプローラの中から CD-

ROMあるいは DVD-ROM ドラアブを選択します。次に、[Windows2000]フェルダをダブルクリックしま

す。[install]という名称の MS-DOSバッチ フゟアルが表示されるので、これをダブルクリックします。画

面が一瞬黒くなれば MSVCP60.DLLのアンストールは完了です。  
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1.2.8 スクリーンリーダ設定 

スクリーンリーダから EXTRA for Windows Version 5.1 を使用するにはスクリーンリーダ用の設定を行

う必要があります。この設定を行わないと、スクリーンリーダから編集中の文書情報を取得できません。  

スクリーンリーダ設定を行うには EXTRA for Windows Version 5.1を起動した後、[設定]-[スクリーン

リーダ]メニューを選択し、[スクリーンリーダ設定]ダア゠ログを表示します。  

 

使用するスクリーンリーダの種別に応じて、[JAWS]、[その他]のどちらかを選択し[OK]ボタンを押しま

す。いったん EXTRA for Windows Version 5.1を終了して、再起動すればスクリーンリーダの設定は

完了です。  

1.2.9 自動更新機能 

EXTRA for Windows Version 5.1には出荷後に見つかった不具合の修正、機能改善、点訳ウンジン

や点訳辞書の更新などのためにソフトイゥ゠の自動更新機能が用意されています。[ヘルプ]メニュー

の[゠ップデートの確認]を実行すると、アンターネットに゠クセスし最新のソフトイゥ゠の有無をチゥック

し、新しいソフトイゥ゠が存在する場合には、お使いの Extraを自動的に最新版に更新します。詳しく

はマニュ゠ルの[゠ップデートの確認]の項目を参照してください。  

なお、アンターネットに゠クセスできない環境で Extra for Windows をお使いのお客様には、別途更

新ソフトイゥ゠をご用意いたします。更新ソフトイゥ゠のアンストール方法については、弊社ホームペー

ジをご覧ください。または弊社ユーザサポートまで直接お問い合わせください。 
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1.3 OpenXMLConverterのインストール 

OpenXMLConverterは Microsoft Office Word 2007の標準保存型式である OpenXML(拡張子 .docx 

もしくは .docm)のフゟアルを、見出し 1、見出し 2などの段落スタアル情報付きで EXTRA for Windows

に読み込むためのモジュールです。 

OpenXML(拡張子 .docx もしくは .docm)のフゟアルを段落スタアル情報と一緒に読み込むには、

EXTRA for Windowsに追加で OpenXMLConverterのモジュールをアンストールしなければなりませ

ん。  

OpenXMLConverterのアンストールアメージは EXTRA for Windowsの本体とは別の CD-ROMで提

供されます。 

1.3.1 インストール要件 

OpenXMLConverterの実行には.NET Framework 3.5が必要です。Windows 2000は.NET 

Framework 3.5の動作対象の OSではないので、OSが Windows 2000のパソコンには

OpenXMLConverterはアンストールできません。また、.NET Framework 3.5のアンストールには起動

デァスクに約 510Mバアトの空き容量が必要です。 
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1.3.2 インストーラの起動 

OpenXMLConverterのアンストールは、必ず EXTRA for Windowsのアンストールが完了した後に

行ってください。 

OpenXMLConverterのアンストール CD-ROMを挿入すると、[OpenXMLConverterのアンストール]と

いうダア゠ログが表示されます。 

 

[OK]ボタンを押して、アンストールを続行してください。 

 

パソコンの OSが Windows 7 および Windows Vistaの場合には、アンストーラが起動する直前に

[ユーザ ゠ォイント制御]という画面が表示されることがあります。[続行]を選択してアンストーラの実行

を続行してください。なお、OSが Windows XP, 2000の場合にはこの画面は表示されません。 
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1.3.3 .NET Framework 3.5 

OpenXMLConverterの実行には.NET Framework 3.5が必要です。お使いのパソコンにまだ.NET 

Framework 3.5がアンストールされていない場合には、自動的に、.NET Framework 3.5がアンストー

ルされます。現状の OSの構成にもよりますが、アンストールには約 10分から 30分程度の時間がか

かります。画面の指示に従って.NET Framework 3.5のアンストールを行ってください。 

 

場合によっては.NET Framework 3.5のアンストール後に OSの再起動が必要である旨のメッセージ

が表示されます。このような時には、OSを再起動をしてアンストールを続行してください。OSの再起

動後に自動的に残りの OpenXMLConverterのアンストール作業が再開します。Windows 7 および

Windows Vistaの場合には、再起動後に oxcdata.msi というフゟアルに対する実行の許可が求められ

ることがあります。このような場合には[続行]ボタンを押してアンストールを継続してください。 
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1.3.4 OpenXMLConverterの確認 

OpenXMLConverterが正しくアンストールできたかどうかは、EXTRA for Windowsの[ヘルプ]メニュー

の[バージョン情報]を選択すると表示される、[バージョン情報]ダア゠ログで確認できます。次のように、

OEM ラアブラリの 2番目の項目として、OpenXMLConverterの項目が表示されていれば、

OpenXMLConverterが正常にアンストールされています。 
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1.4 点字プリンタドライバのインストール 

EXTRA for Windows Version 5.1から点字プリンタに印刷を行うには、点字プリンタドラアバのアンス

トールが必要です。点字プリンタドラアバのアンストール方法は使用するパソコンと点字プリンタとの接

続方法によって異なりますので、本節の該当する接続方法の記載を参考に点字プリンタドラアバをア

ンストールしてください。  

1.4.1 接続ポート 

プリンタ接続ポートとは、パソコンからプリンタに印刷データを送るためにパソコンに装備された接続

ポートのことをいいます。またパソコン接続ポートとは、パソコンからの印刷データを受け取るためにプ

リンタ側に装備された接続ポートのことをいいます。  

まず、お使いのパソコンに装備されているプリンタ接続ポートの種類を確認してください。  

次に、お使いの点字プリンタに装備されているパソコン接続ポートの種類を確認してください。  

パソコンと点字プリンタの接続ポートのうち、両者に共通している接続ポートを使用して接続するのが

確実です。両者に共通している接続ポートが無い場合には、USB-パラレル変換ケーブル、USB-シリ

゠ル変換ケーブルの使用を検討してください。  

パソコンと点字プリンタを繋ぐための接続ポートとしては、パラレルポート、シリ゠ルポート、USB ポート、

LANポートが使われます。ここでは各接続ポートについて解説します。  
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1.4.1.1 パラレルポート 

パラレルポートは主としてパソコンとプリンタを接続するために使われる接続ポートです。  

パソコン側のパラレルポート端子は 25本のピンが刺さる形状をしています。この形状の端子を「D-

Sub 25ピン」と呼びます。一般的にパソコン側のパラレルポート端子は紫色をしており、通常、端子の

近くにプリンタを模した絵が描かれています。使用する際には、両脇をパラレルケーブルに付属する

ネジで固定します。  

 

点字プリンタ側のパラレルポート端子には 36の接点があり、コネクタの両脇に針金状の留め金があり

ます。パラレルケーブルを差し込んだ後に、この留め金を手前に引き起こしてケーブルを固定します。

この形状の端子を「セントロニクス 36ピン」もしくは、「゠ンフゥノール 36ピン」と呼びます。  

 

パラレルポートを使って点字プリンタを接続するには、次のようなパラレルケーブルを使用します。  

 
 

※注： 古い点字プリンタにはパラレルポートを装備していても、パラレルポートが Windowsに対応し

ていないために、パラレルポートが使用できない機種があるので注意してください。（BT5000, 

BT3000, BT2000, ESA721などの点字プリンタが該当します。） 
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1.4.1.2 シリアルポート 

シリ゠ルポートは主としてモデムや特殊な機器を接続するための接続ポートです。  

パソコン側のシリ゠ルポート端子は、内部に 9本のピンが突き出た形状をしています。多くのパソコン

ではシリ゠ルポート端子の近くに「｜○｜○｜」というマークが印刷されています。この形状の端子を

「D-Sub 9ピン」と呼びます。ケーブルを接続する際には、ケーブルに付属するネジで固定します。  

 

点字プリンタ側のシリ゠ルポート端子には、主として 2つの種類の端子が使われます。  

1つめは次のような、25本のピンが刺さる形状の「D-Sub 25ピン」の端子です。使用する際には、両

脇をシリ゠ルケーブルに付属するネジで固定します。パソコン本体側のパラレルポート端子と同一の

形状です。  

 

2つめは次のような、9本のピンが刺さる形状の「D-Sub 9ピン」の端子です。使用する際には、同様

に両脇をシリ゠ルケーブルに付属するネジで固定します。  
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シリ゠ルポートを使って点字プリンタを接続するには、シリ゠ルポート端子の形状に合った次のような

シリ゠ルケーブルを使用します。シリ゠ルケーブルは RS-232Cケーブルと呼ばれることもあります。  

 

点字プリンタとの接続に使うシリ゠ルケーブルは一般的にはクロスケーブルと呼ばれる結線のものを

使います。しかし、点字プリンタの機種によっては特殊な結線のケーブルを必要とするものがあります。

シリ゠ルポートを使って点字プリンタを接続する際のトラブルの原因として多いのが、間違った結線の

シリ゠ルケーブルを使用することです。基本的にシリ゠ルポートを使って点字プリンタとパソコンを接

続する際には、点字プリンタを購入された際に付属されていた動作の保証されたシリ゠ルケーブルを

お使いください。  

シリアル通信パラメータ 

シリ゠ルポートを使ってパソコンと点字プリンタを接続する場合には、パソコン側のシリ゠ル通信パラ

メータを、点字プリンタの要求する通信パラメータ設定に合わせる必要があります。詳しくは各点字プ

リンタのマニュ゠ルや、点字プリンタの現在の通信パラメータ設定を確認してください。以下は一般的

な設定内容です。  

通信速度 9600 

パリティチェック なし 

ビット長 8 

ストップビット 1 

フロー制御 Xon/Xoff(ソフトウェア) もしくは ハードウェア 
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1.4.1.3 USBポート  

USBポートは、近年パソコンと周辺機器を接続する最も標準的な接続ポートです。パソコン側の USB

ポート端子は、長方形の窪みの形状になっており、内部に金属接点のついた細長い板状の突起が

入っています。  

 

点字プリンタ側の USBポート端子は、肩が斜めに削れた四角い窪みの形状をしています。内部に金

属接点の付いた長方形の突起が入っています。  

 



32  EXTRA for Windows Version 5.1 

USBケーブルは、USB 1.0 と USB 2.0の 2つの種類があります。物理的な形状はまったく一緒です

が、電気的な特性が異なります。点字プリンタが USB 2.0に対応している場合、USB 1.0のケーブル

を使用すると通信が不安定になり安定した点字印刷が行えません。基本的に USB接続をする場合

には点字プリンタに付属の USBケーブルをご使用ください。  

 

点字プリンタ側がパラレルポートしかサポートしておらず、パソコン側にはパラレルポートが備わって

いない場合には、次のような USB-パラレル変換ケーブルを用いてパソコンの USB接続ポートを利

用して点字プリンタのパラレルポートに接続できます。  

 

点字プリンタ側がシリ゠ルポートしかサポートしておらず、パソコン側にはシリ゠ルポートが備わってい

ない場合には、次のような USB-シリ゠ル変換ケーブルを用いてパソコンの USB接続ポートを利用し

て点字プリンタのシリ゠ルポートに接続できます。  
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1.4.1.4 LANポート 

LANポートはネットワーク通信用のポートです。パソコンと点字プリンタをネットワークを介して接続す

るのに利用します。LANポートは次のような形状をしています。  

 

LANケーブルは電話線と良く似ていますが、電話線と比べるとケーブルは太く、コネクタは少し幅広

です。一般に使用されている LANケーブルには、通信スピードや通信方式によって Cat3, Cat5, 

Cat5e, Cat6などの種類があります。  

ケーブル種別 通信方式(通信スピード) 

Cat3 (カテゴリー3) 10BASE-T(10Mbps) 

Cat5 (カテゴリー5) 100BASE-T(100Mbps) 

Cat5e (カテゴリー5e) 100BASE-T(100Mbps), 1000BASE-T(1Gbps) 

Cat6 (カテゴリー6) 1000BASE-T(1Gbps) 

使用しているネットワークの通信スピードや通信方式と異なる LANケーブルを使用すると、まったく通

信できなかったり、通常のスピードより極めて遅いスピードしか通信できないので注意が必要です。  

 

パソコンと点字プリンタは LANケーブルで直接接続するのではなく、ハブと呼ばれているネットワーク

機器にそれぞれ、LANケーブルを使って接続(ハブとパソコン間、ハブと点字プリンタ間をそれぞれ

LANケーブルで接続)して使用します。  
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1.4.2 各社主要プリンタのプリンタ接続ポート 

Extra for Windows Version 5がサポートしている点字プリンタの現行モデルのプリンタポートは次の

通りです。  

   以下は 2009年 1月現在で新規に購入可能な主要対応点字プリンタのリストです。旧機種につい

てはそれぞれの取り扱い説明書でご確認ください。 

   これらの点字プリンタ以外にも Extra for Windows Version 5で点字印刷できる点字プリンタが発売

されています。詳しくは製造メーォーにお問い合わせください。 

   各点字プリンタの接続ポートはモデルチゥンジにより変更されることがあります。 

1.4.2.1 パラレルポートを持つプリンタ 

社名 機種名 

ビュープラス マックス, カブ, カブジュニア 

インデックス BASIC-D, エベレスト 

イネーブリングテクノロジー ジュリエットプロ, ロメオプロ, ロメオアタッシュ 

日本テレソフト DOG-Multi 

1.4.2.2 シリアルポートを持つプリンタ 

社名 機種名 

ビュープラス マックス、カブ、カブジュニア 

JTR ESA721, ESA919 

インデックス BASIC-D、エベレスト 

イネーブリングテクノロジー ロメオプロ、ロメオアタッシュ 

日本テレソフト DOG-Multi 

オンキヨーエンターテイメントテクノロジー BT-3000, BT-201 

1.4.2.3 USBポートを持つプリンタ 

社名 機種名 

ビュープラス emprint, プレミア 

インデックス BASIC-D, エベレスト 

イネーブリングテクノロジー ジュリエットプロ, ロメオプロ 

日本テレソフト DOG-Multi 

オンキヨーエンターテイメントテクノロジー BT-201 
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1.4.2.4 LANポートを持つプリンタ 

社名 機種名 

ビュープラス プレミア 

インデックス BASIC-D, エベレスト 

イネーブリングテクノロジー ジュリエットプロ 
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1.4.3 Windows 7 / Windows Vista 

Windows 7 および Windows Vistaの OSをお使いの場合には、本節の解説を参照して点字プリンタ

ドラアバをアンストールしてください。  

1.4.3.1 点字プリンタのパラレルポートを使って接続 

パソコン本体のパラレルポートと点字プリンタのパラレルポートをパラレルケーブルで接続します。  

次に[スタート]メニューから[コントロール パネル]を開きます。[ハードイゥ゠とサインド]の項目を選択し、

表示されたハードイゥ゠とサインドの一覧の中から[プリンタ]項目の[プリンタの追加]を選択します。  

[コントロールパネルが]クラッシック表示の場合には、[プリンタ]を選択した後に、ツールバーから[プリ

ンタのアンストール]を選択します。  

 

ツールバーの[プリンタのアンストール]をクリックすると、[プリンタの追加]ダア゠ログが表示されます。 
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[ローォルプリンタを追加します]を選択します。次に、[プリンタ ポートの選択]画面になります。  

 

パラレルポートは LPTの後ろに 1から始まる数字を付けた名称で参照します。数字は何個目のパラ

レルポートかを識別するためのものです。 

プルダイン一覧から点字プリンタの接続に使用する LPT1, LPT2などのパラレルポートを選択し、[次

へ]ボタンを押すと、[プリンタ ドラアバのアンストール]画面が表示されます。  
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プリンタの製造元リストから [Generic] を選択し、プリンタ一覧から [Generic/ Text Only] を選択し、

[次へ]ボタンを押します。 

[プリンタ名を入力してください]という画面が表示されます。  

 

[プリンタ名]には識別しやすい名称を付け、[通常使うプリンタに設定する]のチゥックボックスをエフに

設定して、[次へ]ボタンを押します。「プリンタをアンストールしています」というメッセージが表示された

後に、プリンタが正しく追加された旨のメッセージが表示されます。 
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[完了] ボタンを押せば点字プリンタドラアバのアンストールが完了します。[テストページの印刷]ボタ

ンは押さないようにしてください。 

USB-パラレル変換ケーブルを使用した接続 

パソコン側にパラレルポートが無い場合には、USB-パラレル変換ケーブルを使用して、パソコンと点

字プリンタを接続できます。  

 

多くの USB-パラレル変換ケーブルは Windows 7 および Windows Vistaに標準添付のドラアバを使

用するので、変換ケーブルをパソコンの USBポートに挿すだけで自動認識され、すぐに利用できる

ようになります。ただし、USB-パラレル変換ケーブルによっては、特別なドラアバをアンストールする必

要があるかもしれません。この場合には、変換ケーブルの取り扱い説明書の指示に従ってドラアバを

アンストールしてください。  
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USB-パラレル変換ケーブル使用時の点字プリンタドラアバのアンストールは、前述のパソコンのパラ

レルポートを使って接続する方法とほとんど同じです。ただし、[プリンタ ポートの選択]画面で選択す

るポートには、LPT1などのプリンタポートの代わりに、USB001, USB002などの[USBの仮想プリンタ 

ポート]と表示されているポートを選択します。  

 
 

※注： 複数の USB-パラレル変換ケーブルを同一のパソコンに接続した場合には、USB001, 

USB002, USB003 とポートが増えていきます。これらのポートはそれぞれのケーブルに対応付

けられます。また、他の USB接続点字プリンタのドラアバをアンストールすることによっても、

ポートが増えるので対応付けには注意が必要です。 
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1.4.3.2 点字プリンタのシリアルポートを使って接続 

パソコン本体のシリ゠ルポートと点字プリンタのシリ゠ルポートをシリ゠ルケーブルで接続します。  

次に[スタート]メニューから[コントロール パネル]を開きます。[ハードイゥ゠とサインド]の項目を選択し、

表示されたハードイゥ゠とサインドの一覧の中から[プリンタ]項目の[プリンタの追加]を選択します。  

[コントロールパネルが]クラッシック表示の場合には、[プリンタ]を選択した後に、ツールバーから[プリ

ンタのアンストール]を選択します。  

 

ツールバーの[プリンタのアンストール]をクリックすると、[プリンタの追加]ダア゠ログが表示されます。 
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[ローォルプリンタを追加します]を選択します。次に、[プリンタ ポートの選択]画面になります。  

 

シリ゠ルポートは COMの後ろに 1から始まる数字を付けた名称で参照します。数字は何個目のシリ

゠ルポートかを識別するためのものです。 

プルダイン一覧から点字プリンタの接続に使用する COM1, COM2などのシリ゠ルポートを選択し、

[次へ]ボタンを押すと、[プリンタ ドラアバのアンストール]画面が表示されます。 
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プリンタの製造元リストから [Generic] を選択し、プリンタ一覧から [Generic/ Text Only] を選択し、

[次へ]ボタンを押します。 

[プリンタ名を入力してください]という画面が表示されます。  

 

[プリンタ名]には識別しやすい名称を付け、[通常使うプリンタに設定する]のチゥックボックスをエフに

設定して、[次へ]ボタンを押します。「プリンタをアンストールしています」というメッセージが表示された

後に、プリンタが正しく追加された旨のメッセージが表示されます。 
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[完了] ボタンを押せば点字プリンタドラアバのアンストールが完了します。[テストページの印刷]ボタ

ンは押さないようにしてください。 

USB-シリアル変換ケーブルを使う場合 

パソコン側にシリ゠ルポートが無い場合には、USB-シリ゠ル変換ケーブルを使用して、パソコンと点

字プリンタを接続できます。  

 

一般に、USB-シリ゠ル変換ケーブルを使用するには、ケーブルに付属のドラアバソフトイゥ゠をアンス

トールする必要があります。変換ケーブルの取り扱い説明書の指示に従ってドラアバをアンストールし

てください。  

USB-シリ゠ル変換ケーブルのドラアバをアンストールすると、新たな COM3, COM4などのシリ゠ル

ポートが追加されます。どの番号のシリ゠ルポートが追加されたかを確認するには、[スタート]メニュー

から[コンピュータ]を選択し、ツールバーの[システムのプロパテァ]を選択します。次に、左側のタスク

一覧から、[デバアス マネージャ]を選択します。[デバアス マネージャ]の画面が表示されます。デバ

アス一覧の[ポート(COM と LPT)]の左側の[+]゠アコンをクリックすると、次の画面のように、シリ゠ル

ポートとプリンタポートが表示されます。  
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この一覧の中で、[USB Serial Port]のように表示されているのが、USB-シリ゠ル変換ケーブルに対応

するポートです。この画面では、COM3が該当します。  

前述の点字プリンタのシリ゠ルポートを使って接続する手順で、プリンタ ポートの選択する際に、

USB-シリ゠ル変換ケーブルに対応する COMポートを指定します。  

シリアル通信パラメータ設定 

一般に、パソコンと機器との間でシリ゠ル接続を行う場合には、通信パラメータを設定する必要があり

ます。特に、Windows 7 および Windows Vistaでは、通信パラメータの既定値は点字プリンタが想定

しているものと異なっているため設定が必須です。設定するシリ゠ル通信のパラメータは点字プリンタ

によって異なります。具体的な設定値については、お使いの点字プリンタの取り扱い説明書を参照し

てください。  

シリ゠ル通信パラメータ設定を設定するには、[スタート]メニューから[コンピュータ]を選択し、ツール

バーの[システムのプロパテァ]を選択します。次に、左側のタスク一覧から、[デバアス マネージャ]を

選択すると、[デバアス マネージャ]が表示されます。  
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デバアス一覧の[ポート(COM と LPT)]の左側の[+]゠アコンをクリックし、シリ゠ルポートとプリンタポート

の一覧を表示します。ポートのツリーから、プリンタの接続されているシリ゠ルポートをクリックします。 

[通信ポート(COM1)のプロパテァ]ダア゠ログが開きます。(COM1の部分は実際に点字プリンタが接続

されているシリ゠ルポートのデバアス名となります) 
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[ポートの設定]タブを選択すると、次のような設定項目が表示されます。 

 

各設定項目のシリ゠ル通信パラメータを指定した後、[OK]ボタンを押してください。 

 ※注： Windows 7 および Windows Vistaの[フロー制御]の既定値は[なし]です。フロー制御を「なし」

のままにしておくと、最初の数ページは印刷できても、印刷する枚数が増えると、データの取り

こぼしが起きます。必ずフロー制御は点字プリンタのフロー制御に合わせ「Xon/Xoff」もしくは

「ハードイゥ゠」に変更してください。 
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1.4.3.3 点字プリンタの USBポートを使って接続 

点字プリンタの USBポートを使って接続するには、USBケーブルをパソコンの USB コネクタと点字

プリンタの USB コネクタに接続します。  

USBを使って点字プリンタに接続するには点字プリンタに付属する専用ドラアバをアンストールする

必要があります。専用ドラアバのアンストール方法は点字プリンタによってまちまちですので、お使い

の点字プリンタのマニュ゠ルを参照してアンストールを行ってください。  

専用ドラアバをアンストールした後、[スタート]メニューから[コントロールパネル]を開きます。[ハード

イゥ゠とサインド]の項目を選択し、表示されたハードイゥ゠とサインドの一覧の中から[プリンタ]項目を

選択します。このパソコンにアンストールされているプリンタの一覧が表示されます。この中に、先ほど

アンストールした点字プリンタ名が表示されます。EXTRA for Windows Version 5.1で点字印刷する

際には、このプリンタを選択してください。  

 

この画面はビュープラス社のプレミ゠点字プリンタのドラアバをアンストールした後の状態です。  
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1.4.3.4 点字プリンタの LANポートを使って接続 

点字プリンタの LANポートを使って接続するには、パソコンおよび点字プリンタがそれぞれ LANケー

ブルを使ってネットワーク HUBに接続されていなければなりません。また、パソコンはネットワークの

設定が完了している必要があります。  

LANを使って点字プリンタに接続するには点字プリンタに付属する専用ドラアバをアンストールする

必要があります。専用ドラアバのアンストール方法や LANプリンタへの接続方法は、点字プリンタに

よってまちまちですので、お使いの点字プリンタのマニュ゠ルを参照してください。  

専用ドラアバをアンストールした後、[スタート]メニューから[コントロールパネル]を開きます。[ハード

イゥ゠とサインド]の項目を選択し、表示されたハードイゥ゠とサインドの一覧の中から[プリンタ]項目を

選択します。このパソコンにアンストールされているプリンタの一覧が表示されます。この中に、先ほど

アンストールした点字プリンタ名が表示されます。EXTRA for Windows Version 5.1で点字印刷する

際には、このプリンタを選択してください。  

 

この画面はビュープラス社のプレミ゠点字プリンタのドラアバをアンストールした後の状態です。  
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1.4.4 Windows 2000/XP 

Windows 2000 もしくは Windows XPをお使いの場合には、本節の解説を参照して点字プリンタドラア

バをアンストールしてください。  

1.4.4.1 点字プリンタのパラレルポートを使って接続 

パソコン本体のパラレルポートと点字プリンタのパラレルポートをパラレルケーブルで接続します。  

次に、Windows XPでは[スタート]メニューの[プリンタと FAX]を選択します。[プリンタのタスク]から[プ

リンタのアンストール]を選択します。  

 
  

※注： クラシック[スタート]メニューに設定されている場合には、[設定]-[プリンタと FAX]を選択しま

す。[プリンタと FAX]イァンドイが開いたら、[プリンタの追加]゠アコンをダブルクリックするか、マ

イスの右ボタンを押して表示されるメニューから[プリンタの追加]を選択して、[プリンタの追加

イァザード]を起動します。 
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Windows 2000ではスタートメニューの[設定]-[プリンタ]を選択します。[プリンタ]イァンドイを開いたら

[プリンタの追加]゠アコンをダブルクリックするか、マイスの右ボタンを押して表示されるメニューから

[開く]を選択して、[プリンタの追加イァザード]を起動します。  

 

[プリンタの追加イァザード]が開いたら、[次へ]ボタンを押します。 

※注： Windows 2000では[プリンタ追加イァザード]のダア゠ログタアトルとなります。 

 

 

[設定するプリンタの種類を指定してください。]の問いに対して、[このコンピュータに接続されている

ローォルプリンタ]を選択し、[プラグ ゠ンド プレア プリンタ対応プリンタを自動的に検出してアンストー

ルする]のチゥックを外して、[次へ]ボタンを押します。 
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※注： Windows 2000 では[プリンタはどのようにコンピュータに接続していますか?]の問いに、[ローォ

ルプリンタ]を選択し、[プラグ ゠ンド プレア プリンタを自動的に検出してアンストールする]の

チゥックを外して、[次へ]ボタンを押します。 

 

 

プルダイン一覧から点字プリンタ接続に使用する LPT1, LPT2などのパラレルポートを選び、[次へ]

ボタンを押します。 

 

プリンタの製造元リストから [Generic] を選択し、プリンタ一覧から [Generic/Text Only] を選択し、[次

へ]ボタンを押します。 
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[プリンタ名]には識別しやすい名称を付け、[このプリンタを通常使うプリンタとして使いますか?]の問

いに対して、[いいえ]を選択し、[次へ]ボタンを押します。 

 

ネットワーク経由でプリンタを共有しない場合には、[このプリンタを共有しない]を選択し[次へ]ボタン

を押します。プリンタを共有する場合には[プリンタ共有]で、[共有する]を選択し、プリンタ名を指定し

た上で[次へ]ボタンを押します。共有するを選択すると、次のステップでプリンタの場所とコメントを指

定します。 
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[テスト ページの印刷]で、[テストページを印刷しますか?]の問いに対して、[いいえ]を選択し、[次へ]

ボタンを押します。 

 

最後に [プリンタの追加イァザードの完了] の画面が表示されたら、[完了] ボタンを押せば点字プリン

タドラアバのアンストールが完了します。 
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USB-パラレル変換ケーブルを使用した接続 

パソコン側にパラレルポートが無い場合には、USB-パラレル変換ケーブルを使用して、パソコンと点

字プリンタを接続できます。  

 

多くの USB-パラレル変換ケーブルは Windows 2000/XPに標準添付のドラアバを使用するので、変

換ケーブルをパソコンの USBポートに挿すだけで自動認識され、すぐに利用できるようになります。

ただし、USB-パラレル変換ケーブルによっては、特別なドラアバをアンストールする必要があるかもし

れません。この場合には、変換ケーブルの取り扱い説明書の指示に従ってドラアバをアンストールし

てください。  
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USB-パラレル変換ケーブル使用時の点字プリンタドラアバのアンストールは、前述のパソコンのパラ

レルポートを使って接続する方法とほとんど同じです。ただし、[プリンタ ポートの選択]画面で選択す

るポートには、LPT1などのプリンタポートの代わりに、「USB001 (Virtual printer port for USB)」等と

表示されているポートを選択します。  

 
 

※注： 複数の USB-パラレル変換ケーブルを同一のパソコンに接続した場合には、USB001, 

USB002, USB003 とポートが増えていきます。これらのポートはそれぞれのケーブルに対応付

けられます。また、他の USB接続点字プリンタのドラアバをアンストールすることによっても、

ポートが増えるので対応付けには注意が必要です。 
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1.4.4.2 点字プリンタのシリアルポートを使って接続 

パソコン本体のシリ゠ルポートと点字プリンタのシリ゠ルポートをシリ゠ルケーブルで接続します。  

次に、Windows XPでは[スタート]メニューの[プリンタと FAX]を選択します。[プリンタのタスク]から[プ

リンタのアンストール]を選択します。  

 
  

※注： クラシック[スタート]メニューに設定されている場合には、[設定]-[プリンタと FAX]を選択しま

す。[プリンタと FAX]イァンドイが開いたら、[プリンタの追加]゠アコンをダブルクリックするか、マ

イスの右ボタンを押して表示されるメニューから[プリンタの追加]を選択して、[プリンタの追加

イァザード]を起動します。 

 Windows 2000ではスタートメニューの[設定]-[プリンタ]を選択します。[プリンタ]イァンドイを開

いたら[プリンタの追加]゠アコンをダブルクリックするか、マイスの右ボタンを押して表示されるメ

ニューから[開く]を選択して、[プリンタの追加イァザード]を起動します。  
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[プリンタの追加イァザード]が開いたら、[次へ]ボタンを押します。 

※注： Windows 2000では[プリンタ追加イァザード]のダア゠ログタアトルとなります。 

 

 

[設定するプリンタの種類を指定してください。]の問いに対して、[このコンピュータに接続されている

ローォルプリンタ]を選択し、[プラグ ゠ンド プレア プリンタ対応プリンタを自動的に検出してアンストー

ルする]のチゥックを外して、[次へ]ボタンを押します。 

※注： Windows 2000 では[プリンタはどのようにコンピュータに接続していますか?]の問いに、[ローォ

ルプリンタ]を選択し、[プラグ ゠ンド プレア プリンタを自動的に検出してアンストールする]の

チゥックを外して、[次へ]ボタンを押します。 
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プルダイン一覧から点字プリンタ接続に使用する COM1, COM2などのシリ゠ルポートを選び、[次へ]

ボタンを押します。 

 

プリンタの製造元リストから [Generic] を選択し、プリンタ一覧から [Generic/Text Only] を選択し、[次

へ]ボタンを押します。 
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[プリンタ名]には識別しやすい名称を付け、[このプリンタを通常使うプリンタとして使いますか?]の問

いに対して、[いいえ]を選択し、[次へ]ボタンを押します。 

 

ネットワーク経由でプリンタを共有しない場合には、[このプリンタを共有しない]を選択し[次へ]ボタン

を押します。プリンタを共有する場合には[プリンタ共有]で、[共有する]を選択し、プリンタ名を指定し

た上で[次へ]ボタンを押します。共有するを選択すると、次のステップでプリンタの場所とコメントを指

定します。 
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[テスト ページの印刷]で、[テストページを印刷しますか?]の問いに対して、[いいえ]を選択し、[次へ]

ボタンを押します。 

 

最後に [プリンタの追加イァザードの完了] の画面が表示されたら、[完了] ボタンを押せば点字プリン

タドラアバのアンストールが完了します。 
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USB-シリアル変換ケーブルを使う場合 

パソコン側にシリ゠ルポートが無い場合には、USB-シリ゠ル変換ケーブルを使用して、パソコンと点

字プリンタを接続できます。  

 

一般に、USB-シリ゠ル変換ケーブルを使用するには、ケーブルに付属のドラアバソフトイゥ゠をアンス

トールする必要があります。変換ケーブルの取り扱い説明書の指示に従ってドラアバをアンストールし

てください。  

USB-シリ゠ル変換ケーブルのドラアバをアンストールすると、新たな COM3, COM4などのシリ゠ル

ポートが追加されます。どの番号のシリ゠ルポートが追加されたかを確認するには、[スタート]メニュー

から[マア コンピュータ]を選択し、システムのタスクから[システム情報を表示する]を選択します。[シス

テムのプロパテァ]ダア゠ログが表示されるので、[ハードィウ゠]タブを選択し、[デバアス マネージャ]

ボタンを押します。[デバアス マネージャ]の画面が表示されます。デバアス一覧の[ポート(COM と

LPT)]の左側の[+]゠アコンをクリックすると、次の画面のように、シリ゠ルポートとプリンタポートが表示

されます。  
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この一覧の中で、[USB Serial Port]のように表示されているのが、USB-シリ゠ル変換ケーブルに対応

するポートです。この画面では、COM4が該当します。  

前述の点字プリンタのシリ゠ルポートを使って接続する手順で、プリンタ ポートの選択する際に、

USB-シリ゠ル変換ケーブルに対応する COMポートを指定します。  
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シリアル通信パラメータ設定 

[スタート]メニューから[プリンタと FAX]を選択します。 

 

前述の手順で作成したプリンタを選択し、[プリンタのタスク]から[プリンタのプロパテァの設定]を選択

します。 
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※注： クラシック[スタート]メニューに設定されている場合には、スタートメニューの[設定]-[プリンタと 

FAX]を選択して、上図の[プリンタと FAX]イァンドイを開きます。前述の手順で作成したプリン

タの゠アコンを選択し、マイスの右ボタンを押すと表示されるメニューから[プロパテァ]を選択す

ると、プリンタのプロパテァ設定ダア゠ログが開きます。 

 

 

[ポート]タブを選択し、ポートの一覧を表示します。  
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[ポートの構成]ボタンを押します。  



EXTRA for Windows Version 5.1  67 

 

[COM1 のプロパテァ]ダア゠ログが表示されます。各設定項目のシリ゠ル通信パラメータを指定した後、

[OK]ボタンを押してください。 

※注： フロー制御を「なし」にすると、最初の数ページは印刷できても印刷する枚数が増えると、デー

タの取りこぼしが起きます。必ずフロー制御は点字プリンタのフロー制御に合わせ「Xon/Xoff」

もしくは「ハードイゥ゠」に変更してください。 
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1.4.4.3 点字プリンタの USBポートを使って接続 

点字プリンタの USBポートを使って接続するには、USBケーブルをパソコンの USB コネクタと点字

プリンタの USB コネクタに接続します。  

USBを使って点字プリンタに接続するには点字プリンタに付属する専用ドラアバをアンストールする

必要があります。専用ドラアバのアンストール方法は点字プリンタによってまちまちですので、お使い

の点字プリンタのマニュ゠ルを参照してアンストールを行ってください。  

専用ドラアバをアンストールした後、[スタート]メニューから[プリンタと FAX]を選択すると、このパソコン

にアンストールされているプリンタの一覧が表示されます。この中に、先ほどアンストールした点字プリ

ンタ名が表示されます。EXTRA for Windows Version 5.1で点字印刷する際には、このプリンタを選

択してください。  

 

この画面はビュープラス社のプレミ゠点字プリンタのドラアバをアンストールした後の状態です。  
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1.4.4.4 点字プリンタの LANポートを使って接続 

点字プリンタの LANポートを使って接続するには、パソコンおよび点字プリンタがそれぞれ LANケー

ブルを使ってネットワーク HUBに接続されていなければなりません。また、パソコンはネットワークの

設定が完了している必要があります。  

LANを使って点字プリンタに接続するには点字プリンタに付属する専用ドラアバをアンストールする

必要があります。専用ドラアバのアンストール方法や LANプリンタへの接続方法は、点字プリンタに

よってまちまちですので、お使いの点字プリンタのマニュ゠ルを参照してください。  

専用ドラアバをアンストールした後、[スタート]メニューから[プリンタと FAX]を選択すると、このパソコン

にアンストールされているプリンタの一覧が表示されます。この中に、先ほどアンストールした点字プリ

ンタ名が表示されます。EXTRA for Windows Version 5.1で点字印刷する際には、このプリンタを選

択してください。  

 

この画面はビュープラス社のプレミ゠点字プリンタのドラアバをアンストールした後の状態です。



70  EXTRA for Windows Version 5.1 

1.5 点字プリンタをネットワークプリンタとして使用するには 

点字プリンタをネットワークで共有し、直接点字プリンタが接続されていないパソコンにプリンタドラア

バをアンストールするとネットワーク経由で点字印刷を行えます。ネットワークプリンタの設定方法は

Windowsの種類やネットワークの構成等によって異なります。  

点字プリンタのネットワーク共有方法は一般のプリンタと同一ですので、Windowsの管理者向けのマ

ニュ゠ル等を参考に設定を行ってください。 
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第 2章 操作マニュアル 

2.1 目的と特徴 

EXTRA for Windows Version 5.1は高精度、高機能自動点訳ソフトイゥ゠です。日本点字委員会に

よって定められた現行の日本点字および日本情報処理点字の点字表記規則に極力準拠するように

努めています。また英語 2級点字にも対応しています。  

EXTRA for Windows Version 5.1は原文テカストを仮名と点字に変換します。ユーザは点字を直接校

正することによっても、仮名を校正することによっても、正しい点字文書を効率的に作成できます。た

とえ点字の規則を知らなくても、自動変換機能と仮名での読みの誤りの修正を行うことで、十分実用

的な点字文書を簡単に作成できます。テカストフゟアルの他、Microsoft Word、一太郎、HTML、PDF、

Microsoft Excel、Microsoft PowerPoint等、種々の形式のフゟアルからテカストデータを読み込み点

字に変換することもできます。  

EXTRA for Windows Version 5.1は日本国内で使われているほとんどの点字プリンタに対応していま

す。点字プリンタの機能に応じて、片面印刷、手動両面印刷、両面印刷、点字墨字併記印刷ができ

ます。また原文データ、仮名データ、点字データを一つのフゟアルとして保存できる EXTRA for 

Windows Version 5.1形式の他、BES形式、ブレアルスター形式等、国内で従来から使われている主

要な点字データ形式で保存できます。もちろんそれらのフゟアルを読み込んで印刷したり、編集する

ことも可能です。  

EXTRA for Windowsは Version 5 よりヘッダ行(ページ行)の編集ができるようになりました。その他、

段落スタアルの設定、目次自動作成、折り線機能等、点字文書作成に便利な機能を満載しています。

アンターネットに接続された環境では、ソフトイゥ゠の自動更新もできるようになりました。  

視覚障害者のユーザも、JAWSや PC-Talker等の対応スクリーンリーダを併用していただければ、

EXTRA for Windows Version 5.1 を使って効率的に点字の文書の作成、編集、印刷等を行うことがで

きます。また、ロービジョンのユーザには文字サアズの変更や、文字や背景色の変更機能を提供して

います。  
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2.2 起動方法 

EXTRA for Windows Version 5.1 を起動するには、主として次の 2通りの方法があります。  

2.2.1 [スタート]メニューからの起動 

EXTRA for Windows Version 5.1 をアンストールすると、[スタート]-[プログラム]メニューの下に、

[EXTRA for Windows Version 5.1]の項目が登録されます。この項目を選択すると、EXTRA for 

Windows Version 5.1 が起動します。  

この方法で、EXTRA for Windows Version 5.1 を起動すると、起動と同時に新規の文書イァンドイが開

きます。  

2.2.2 エクスプローラからの起動 

EXTRA for Windows Version 5.1 の文書フゟアルは exf2 という拡張子のフゟアルです。アンストーラに

よって、exf2 の拡張子のフゟアルは、EXTRA for Windows Version 5.1 に関連付けされています。 

ウクスプローラで exf2 フゟアルをダブルクリックするか、exf2 フゟアルの゠アコンを選択した後にマイス

の右ボタンを押すと表示されるメニューより[開く]もしくは[EXTRA for Windowsで開く]を選択すると、

EXTRA for Windows Version 5.1 が起動します。この方法で、EXTRA for Windows Version 5.1 を起

動すると、起動と同時にクリックした exf2 フゟアルが開きます。  

exf2 フゟアルの゠アコンを選択した後にマイスの右ボタンを押すと表示されるメニューより、[EXTRA 

for Windowsで印刷]を選択すると、EXTRA for Windows Version 5.1 が起動され、すぐさま点字印刷

が開始します。印刷が終了すると、EXTRA for Windows Version 5.1 は終了します。
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2.3 文書ウィンドウ 

EXTRA for Windows Version 5.1 を起動すると、次のような文書イァンドイが表示されます。  

 

文書イァンドイを複数個開いて、同時に複数の文書を編集することもできます。同時に編集できる文

書の数については制限は設けられていません。  

文書イァンドイは、上からタアトルバー、メニュー、ツールバー、テカストレアヤ、仮名レアヤ、点字レア

ヤ、ステータスバーに分かれています。  

2.3.1 タイトルバー 

タアトルバーには、編集中の点字文書フゟアル名と「EXTRA for Windows Version 5.1」という゠プリ

ケーション名がハアフン(-)で区切られ表示されます。フゟアル名が未設定の場合には、[無題 N]の形

式で(Nは数字)タアトルバーに表示されます。 

2.3.2 メニュー 

各機能が種類毎に分類されてプルダインメニューとして提供されています。それぞれのメニュー項目

についての詳細は、後述の解説や 3章の「機能解説」を参照してください。 
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2.3.3 ツールバー 

ツールバーには 10個のツールボタンが用意されています。それぞれ次のような使用頻度の高い機

能が割り当てられています。 

  新規編集  

  ファイルを開く  

  上書き保存  

  名前を付けて保存  

  点字印刷  

  元に戻す   

  切り取り  

  コピー  

  貼り付け  

  削除  
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2.3.4 テキストレイヤ、仮名レイヤ、点字レイヤ 

テカストレアヤ、仮名レアヤ、点字レアヤの 3つの領域はそれぞれ、テカストの編集、仮名によるわか

ち書き編集、点字編集を行う専用の編集領域です。各レアヤには、同一の文書が、それぞれ固有の

表現で表示されます。表現方法によって表示の長さが異なるため、3つのレアヤはそれぞれ段落単

位で同期されます。 

テカストレアヤに文書を入力すると、即座に点訳が行われ点字レアヤに点字に変換された内容が表

示されます。また、仮名レアヤには仮名訳された内容が表示されます。点訳された内容に問題がある

場合には、仮名レアヤの内容を修正して点字に変換することもできますし、直接点字レアヤの内容を

修正することもできます。 

EXTRA for Windows Version 5.1では、点字レアヤに直接点字を入力して点字の文書を作成すること

もできます。この場合には、即座に点字の内容が仮名訳されテカストレアヤと仮名レアヤに内容が反

映されます。入力した点字の内容が正しいかどうかを仮名訳された内容を見てチゥックしながら点字

文書を作成できます。 

各レアヤの上にはルーラがあり、現在のォーソル位置が何ォラム目であるか、アンデントが何ォラム目

にあるかなどが表示されます。各レアヤの左側には、各行の行オアドが表示されています。行オアドに

は栞(しおり)、段落番号、変換先、段落の種別などが表示されています。行オアドに表示する情報は

環境設定で指定できます。行オアドについては後述の解説を参照してください。 

各レアヤの文書内容がレアヤの領域よりも大きくなると縦横のスクロールバーが表示されます。スク

ロールバーをマイスの左ボタンを押しながらドラッグすると表示内容がスクロールします。ホアールマ

イスのホアールを回転させて表示内容を上下にスクロールすることもできます。 

テカストレアヤと仮名レアヤの境界、仮名レアヤと点字レアヤの境界には、分割バーが表示されていま

す。この分割バーをマイスの左ボタンを押しながらドラッグすると、レアヤの分割位置を変更できます。

分割バーは特定のレアヤの編集領域を大きく広げる、あるいは小さくする時に使用します。  

レアヤは初期状態では上下に分割されていますが、[イァンドイ]-[分割方向変更]のメニューを選択す

ると、分割方向を上下分割から左右分割に変更できます。同様の設定は[設定]-[環境設定]メニュー

を選択すると表示される、[環境設定]ダア゠ログの[表示]タブの[上下分割]のチゥックボックスでも行

えます。[環境設定]ダア゠ログの[テカストレアヤ表示]、[仮名レアヤ表示]、[点字レアヤ表示]のチゥッ

クボックスのチゥックを外すと、特定のレアヤを非表示にできます。  
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2.3.5 ステータスバー 

文書の編集イァンドイの最下行に表示されるステータスバーには、次のような内容が表示されます。 

 

左から現在ォーソルの置かれているレアヤ名、通し頁番号、頁番号、行番号、桁、段落番号、点訳仮

名訳規則、変換元属性、新頁属性、アンデント(行頭、段落頭、行末)、段落スタアル、1文字情報が

表示されます。それぞれの概念については後述の説明を参照してください。 

ステータスバーの一番右側の三角斜線の領域をマイスの左ボタンでクリックしてドラッグすると文書

イァンドイのサアズを変更できます。 

2.3.6 ポップアップメニュー 

テカストレアヤ、仮名レアヤ、点字レアヤの編集領域で、マイスの右ボタンをクリックすると、ポップ゠ッ

プメニューが表示されます。ポップ゠ップメニューには、通常のメニュー項目のうち、主として文書内

容の編集に用いられる項目が列挙されています。 
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2.4 基本編集機能 

ここでは基本的な編集機能について解説します。 

2.4.1 キーボード操作の表記 

カーボード操作として「Ctrl + Z」のような表記は、Ctrl カーを押しながら Z のカーをタアプするという

意味です。同様に「Ctrl + Shift + Z」のような記載は Ctrl カーと Shift カーを押しながら Z のカーをタ

アプするという意味です。いずれの場合も、「+」のカーはタアプしませんので、ご注意ください。  

2.4.2 カーソル 

カーボードの入力位置を示すォーソルは、点滅する縦線(Iビーム)で表現されています。環境設定に

より文字の反転表示によって表示するブロックォーソルに変更できます。 

現在ォーソルの置かれている行の行オアドは、白黒あるいは白青反転した色で表示されており、ォー

ソル行であることが強調されています。また、他レアヤの対応する段落の最初の行の行オアドも同様

に反転表示されており、現在編集中のレアヤの段落が他レアヤのどの段落に相当するのかが容易に

把握できるようになっています。  

ォーソルは上下左右の矢印カーで文書内を移動できます。他にも Homeカーを押すと行頭、End

カーを押すと行末など、ォーソルの移動用に特殊なカー入力が割り当てられています。移動に関す

るカー操作についての詳細は、3章の「特殊カー一覧」の解説を参照してください。  

[移動]メニューには、ォーソル移動関連のコマンドが用意されています。こちらのメニューを利用して

ォーソル移動を行うこともできます。  

2.4.3 領域選択操作 

領域は選択操作によって指定します。領域の頭の位置でマイスの左ボタンを押しながらマイスをド

ラッグし、領域の終りの位置でマイスの左ボタンを離すと、領域が選択されます。選択をカーボードを

使って行うには、Shiftカーを押しながら、上下左右の矢印カーを入力すると選択範囲が延び縮みし

ます。また、Shiftカーを押しながらマイスの左ボタンを押すと、直前のォーソル位置から、マイスでク

リックした位置までが選択領域として指定されます。領域は、通常のォーソルの移動操作によって解

除されます。なお、編集画面でグレーの下地になっている箇所では領域選択の操作は行えませんの

で注意してください。 

領域を選択した状態で、Deleteカーを押すと選択領域の内容が削除されます。また、領域を選択し

た状態で文字入力を行うと、元々選択されていた内容が入力した文字で置き換わります。 
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2.4.4 行と段落 

EXTRA for Windows Version 5.1 では、Enter カーが入力されるまでを段落として扱います。段落の

末尾は、下方向に折り返した矢印マーク  で表現されます。 

段落に多くの文字が入力され、1行の幅として指定されている桁数(ォラム数、マス数)を越えると、自

動的に残りは次の行に折り返されます。EXTRA for Windows Version 5.1 では、この折り返された結

果を行と呼び、段落と明確に区別しています。 

行の折り返しにテカストレアヤと仮名レアヤでは一般的な日本語の禁則処理が適用されます。禁則処

理を無効にする機能は用意されていません。 

点字レアヤでは、点字の語が行の残りに収まらない場合にその語を次の行に送る規則によって行の

折り返し処理が行われます。この際、行末の空白文字は原則として次の行には送られません。自動

処理による行の折り返し結果が望ましくない時には、[強制改行挿入]と[前の行に戻す]のコマンドを

使って、点字行の折り返し位置を手動でコントロールできます。手動で設定された行の折り返し位置

には、左向き三角印の強制改行マーク  が表示されます。 

2.4.5 レイヤの移動 

EXTRA for Windows Version 5.1 では、テカストレアヤ、仮名レアヤ、点字レアヤのいずれのレアヤで

も文書の編集が行えます。特定のレアヤで編集を行うには、まず、そのレアヤにォーソルを移動しま

す。 

別レアヤにォーソルを移動するには、マイスの左ボタンで、移動したいレアヤのォーソルを置きたい位

置をクリックするのが簡単です。また、[イァンドイ]メニューの、[テカストレアヤに移動]、[仮名レアヤに

移動]、[点字レアヤに移動]のメニュー項目を選択して移動することもできます。Ctrl+Shift+Xカーを

入力してテカストレアヤに移動、Ctrl+Shift+Yカーを押して仮名レアヤに移動、Ctrl+Shift+Zカーを押

して点字レアヤに移動できます。Ctrl+フルカーの 1カーを入力してテカストレアヤに移動、Ctrl+フル

カーの 2カーを押して仮名レアヤに移動、Ctrl+フルカーの 3カーを押して点字レアヤに移動できま

す。ここでの数字カーは、テンカーの数字カーではなく、フルカーボードの数字カーのみが有効です。

さらに、Ctrl+Shift+PageUpカーもしくは Ctrl+Shift+PageDownカーを押して別レアヤに順に移動でき

ます。 
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2.4.6 テキストレイヤの文字入力 

テカストレアヤは、カーボードから入力した内容がそのまま入力されます。また、IME(日本語入力シス

テム)を使って、仮名漢字変換した結果を入力することもできます。IME の使用方法については、ご使

用の環境にアンストールされている日本語入力システムのヘルプやマニュ゠ル等を参照してください。 

テカストレアヤの文字入力によって、段落の文字数が 1行のォラム数を越えると、残りが次の行に折り

返されます。このとき、文末に置いてはいけない文字、文頭に置いてはいけない文字に関する禁則

処理が行われます。行末禁則文字は‘“〈《「『【〔＄（［｛￡￥です。また、行頭禁則文字

は ￠°’”‰′″℃、。々〉》」』】〕ぁぃぅぇぉっゃゅょゎ゛゜ゝゞゟァィゥェッャュョヮヵヶ・ーヽヾ！％），．：；？

］｝です。これらの禁則文字に該当する半角文字も禁則文字として扱われます。 

2.4.6.1 点字特有の記号 

点字特有の記号をテカストレアヤで入力するには以下の文字を使用します。 

点字特有の記号 点表記 点字 入力文字 

開き第一指示符 5の点、36の点 
 

【 

閉じ第一指示符 36の点、2の点 
 

】 

開き第二指示符 5の点、36の点、36の点 
 

〔 

閉じ第二指示符 36の点、36の点、2の点 
 

〕 

開き第三指示符 56の点、36の点、36の点 
 

《 

閉じ第三指示符 36の点、36の点、23の点 
 

》 

開き第二鈎括弧 56の点、3の点 
 

〈 

閉じ第二鈎括弧 6の点、23の点 
 

〉 

開き第二括弧 5の点、2356の点 
 

｛ 

閉じ第二括弧 2356の点、2の点 
 

｝ 

開き点訳者注 2356の点、2356の点 
 

［ 

閉じ点訳者注 2356の点、2356の点 
 

］ 
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2.4.7 仮名レイヤの文字入力 

仮名レアヤは、点字に対応する仮名を、わかち書き表現で編集するためのレアヤです。このため仮名

レアヤで入力できる文字は、゠ルフゟベット、数字、記号の半角文字と全角ひらがなです。漢字は入

力できません。日頃の文字入力の習慣から、漢字に変換した場合も、変換後の漢字文字列は入力さ

れず、IME の読み情報の取得機能を利用して、ひらがなが入力されるようにしています。  

また点字では正しく分かち書きする必要があります。固有名詞等の仮名訳の変換誤りの簡単な修正

でなく、文章を入力するような場合には、分かち書きのためのスペースの入力が必要です。  

※注： IME の種類によっては、読み情報の取得機能が完全に動作せず、入力した文字列の読みが

途中で切れてしまう問題が発生することがあります。この場合には、[設定]-[環境設定]メ

ニューを選択し、[環境設定]ダア゠ログを表示します。詳細タブに置かれた[仮名入力に IME 

読み情報を利用]のチゥックボックスをエフに指定し、[OK] ボタンを押してください。この設定

を行うと、IME から仮名漢字変換された文字列を取り出し、その中から入力可能な文字のみを

ふるいにかけて入力文字列とします。したがって、この場合、IME ではローマ字仮名変換の操

作のみを行い、漢字に変換せずに確定をして使用してください。 

仮名レアヤの入力、編集の結果については、テカストレアヤと同等の禁則処理が行われます。 

2.4.8 点字レイヤの文字入力 

点字レアヤの文字入力には、6点入力、仮名入力の 2つの方法が用意されています。それぞれ次の

ようにして点字を入力します。  
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2.4.8.1 6点入力 

6点入力とはカーボードの 6個のカーと点字の 6点をそれぞれ対応させてカーの同時押しにより 1

文字の点字入力を行うものです。EXTRA for Windows Version 5.1 では次の表にあげる 6点入力方

式が使えます。6点凸はカーボードの各カーを表面の点字に見立てたもので、パーカンス方式とも呼

ばれるものです。また、6点凹はカーボードの各カーを裏面の点字に見立てたものでォニタアプ方式

と呼ばれる入力方式です。 

入力方式 1の点 2の点 3の点 4の点 5の点 6の点 

6点凸(FDSJKL) F D S J K L 

6点凹(JKLFDS) J K L F D S 

6点凸(RFVOKM) R F V O K M 

6点凹(OKMRFV) O K M R F V 

6点凸(RFVPL,) R F V P L , 

6点凹(PL,RFV) P L , R F V 

6点凸(TGBPL,) T G B P L , 

6点凹(PL,TGB) P L , T G B 

6点凸(ASCLKM) A S C M K L 

6点凹(LKMASC) M K L A S C 

6点凸(EDCOKM) E D C O K M 

6点凹(OKMEDC) O K M E D C 

6点凸(UEOHTN) U E O H T N 

6点凹(HTNUEO) H T N U E O 

6点入力中は 6個のカーの最初のカー入力から最後に離されたカーの入力までを点字 1字の入力

とみなします。入力が確定すると次の点字マスに移ります。  

一般にパソコンのカーボードは複数の゠ルフゟベットカーの同時押しを想定したハードイゥ゠設計が

行われていません。カーボードによっては 6つのカーを同時に押した場合に、EXTRA for Windows 

Version 5.1 の側で同時押しを検出できないことがあります。このようなカーボードでも別のカーの組

合せが使える可能性があるので、別の入力方法を試してみてください。 

なお、上記の表の 6点凸(UEOHTN)と 6点凹(HTNUEO)は Dvorak配列のカーボードを使った場合に

6点凸(FDSJKL)と 6点凹(JKLFDS)の組合せを使うための方式です。  
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2.4.8.2 仮名入力 

仮名入力は、カーボードから入力した文字が、自動的に点字に変換されて入力される入力方法です。

カートップに表示されている゠ルフゟベット、記号、数字、半角仮名の文字の直接入力や、IME で変

換した文字の入力も行えます。  

IME の変換文字列の扱いについては、仮名レアヤの文字入力と同様に、IME の読み情報文字列を

取得して処理を行います。読み情報の取得機能が完全に動作しない場合には、仮名レアヤの文字

入力で説明したように、[環境設定]ダア゠ログの[詳細]タブで[仮名入力に IME 読み情報を利用]の

チゥックボックスをエフに指定してください。 

2.4.9 自動変換と変換元属性 

レアヤに文字を入力したり、削除等の編集によって内容が書き変わると、瞬時にその段落の内容が自

動的に他レアヤの表現に変換され、他レアヤの該当段落に書き込まれます。この機能を自動変換と

呼んでいます。  

たとえば、テカストレアヤに「北国に遅い春がきた。」と入力すると、自動変換によって仮名レアヤには

「きたぐにに おそい はるが きた。」、点字レアヤには

 と表示されます。自動変換機能を使

うと、テカストの入力と同時に仮名のわかち書き表現と点字による表現の内容を確認しながら文書を

作成できます。  

自動変換機能によって多くの場合には正しい変換が行われますが、同じ文でも文脈によって読み方

が変ったり、固有名詞が点訳辞書に登録されていない等の理由で正しい変換が行われないことがあ

ります。たとえば、テカストレアヤに「今日は良い天気です。」と文字入力すると、自動変換によって仮

名レアヤには「こんにちわ よい てんきです。」、点字レアヤには

 と表示されます。  

このように間違った変換が行われた場合には、仮名レアヤの該当個所を「きょーわ よい てんきで

す。」のように修正すると、再び自動変換が行われ、点字レアヤの内容は

 のような正しい結果になります。  

自動変換結果に対する修正操作の中でもう一つ大きなポアントがあります。自動変換の機能は、特

定レアヤの段落の編集結果を、他レアヤの表現に変換して、他レアヤの該当段落に書き込む機能で

す。最初のテカストレアヤに「今日は良い天気です。」と入力した直後の自動変換結果は、この説明

通りの動作です。ところが、仮名レアヤの該当個所を「きょーわ よい てんきです。」と修正した直後の

自動変換では、点字レアヤの該当段落の内容は変更されましたが、テカストレアヤの内容は変更され

ませんでした。自動変換が先の説明通りの動作ならば、この時に仮名レアヤの内容が、自動変換によ

りテカストレアヤに反映されてもおかしくありません。  
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実は、この修正作業のように、元々ユーザが明示的に入力したレアヤの段落内容を自動変換で上書

きしてしまわないように、ユーザが入力や編集を行った段落のレアヤには、変換元属性が付けられま

す。段落のレアヤにこの変換元属性が付いていると、他のレアヤの該当する段落への入力や編集に

よる自動変換で上書きされないようになります。変換元属性の付いている段落は文字が黒い色で画

面に表示され、変換元属性の付いていない段落は文字が青い色で画面に表示されるので、容易に

識別できます。また、編集対象段落のレアヤの変換元属性値は常にステータスバーに「変換元:ON」

もしくは「変換元:OFF」の形式で表示されます。 

 

段落に設定された変換元属性を変更したい場合には、変更したい段落全体をマイスドラッグもしくは

シフト＋下矢印カーで選択したうえで、[点訳]-[段落変換元属性]を選択してください。このメニュー

項目は、選択する度に変換元属性をエン・エフの間で切り替えます。また、Ctrl+Mのカー入力でも変

換元属性を切り替えることができます。また Ctrl+Uのカーを入力すると、無条件に変換元属性をエフ

にできます。なおォーソルのある段落は最初から選択状態になっているので、ォーソルのある段落だ

けを変更する場合は選択操作は不要です。 

変換元属性の変更機能は、たとえば BES等の点字データを読み込んで、テカストレアヤまたは仮名

レアヤで修正して、その結果を点字レアヤに反映させたい場合等に必要となる機能です。BES等の

点字データを読み込むと変換元属性は点字レアヤに設定されます。このままでは他のレアヤでの編

集は点字レアヤには反映されません。点字レアヤのうち、修正したい段落の変換元属性をエフにした

上で、他のレアヤで修正すると、点字レアヤの対応する段落に点訳結果が挿入されます。なお、点字

レアヤで直接修正する場合には変換元属性をエフにする必要はありません。  
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2.4.10 点訳仮名訳規則 

点字には言語や目的に応じた様々な点字体系があり、一つの点字体系の中に別の点字体系を含め

ることができます。EXTRA for Windows Version 5.1 では基本となる点字体系を主言語、その中に含

まれる（可能性のある）点字体系を副言語と呼んでいます。EXTRA for Windows Version 5.1 で使用

できる点字体系の組み合わせは次の通りです。文書を点訳あるいは仮名訳する際にはこの組み合

わせのいずれかを用います。この規則を「点訳仮名訳規則」と呼びます。 

主言語 副言語 行ガイド内の略記 

日本語 英語１級 J-E1 

英語１級 日本語 E1-J 

日本語 英語２級 J-E2 

英語２級 日本語 E2-J 

日本語 情報処理 J-JC 

情報処理 日本語 JC-J 

日本語 北米情報処理 J-NC 

北米情報処理 日本語 NC-J 

この表の 3番目の列は後述する行オアド内で表示スペース節約のために使われる略記法です。 

EXTRA for Windows Version 5.1 では、点訳仮名訳規則を文書全体に対する設定と、各段落ごとの

2段階で設定できます。文書全体の点訳仮名訳規則を文書点訳仮名訳規則、段落ごとの点訳仮名

訳規則を段落点訳仮名訳規則と呼びます。 

文書点訳仮名訳規則は、[点訳]-[文書点訳仮名訳規則]のメニューを選択して表示される[文書点訳

仮名訳規則]ダア゠ログで設定します。  

各段落ごとの点訳仮名訳規則は、[点訳]-[段落点訳仮名訳規則]のメニューを選択して表示される

[段落点訳仮名訳規則]ダア゠ログで設定します。現在ォーソルの置かれている段落、もしくは選択さ

れている段落の点訳仮名訳規則が設定できます。このダア゠ログの[文書点訳仮名訳規則を使用]を

選択すると段落に対して固有に設定した点訳仮名訳規則が解除され、[文書点訳仮名訳規則]ダア゠

ログで設定された値が使われます。 
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2.4.11 行ガイド 

レアヤ編集領域の各行の左側に栞(しおり)、段落番号、変換先、種別などの情報が順番に表示され

ています。この部分を行オアドと呼びます。 

 

行オアドとして表示する内容は、[設定]-[環境設定]メニューを選択すると表示される、[環境設定]ダア

゠ログの[表示]タブの[行オアド表示]グループ内のチゥックボックスで指定できます。表示が可能な項

目には、栞、頁番号、行番号、段落番号、点訳仮名訳規則、変換先、種別があります。 

変換先表示は、その段落に文書を入力した場合にどのレアヤに自動変換結果が出力されるのかを

示すものです。例えば、変換先に「→仮点」と表示されている場合には、仮名レアヤと点字レアヤに自

動変換結果が出力されることを表し、仮名レアヤと点字レアヤには変換元属性が付いていないことを

示します。  

「テカストレアヤ」「仮名レアヤ」「点字レアヤ」の変換先略記として、それぞれ「テ」「仮」「点」が使われま

す。 

変換先略記 変換先 

テ テキストレイヤ 

仮 仮名レイヤ 

点 点字レイヤ 
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2.4.12 クリップボード 

クリップボードを使うと、他の゠プリケーションからテカストデータを貼り付けたり、逆に他の゠プリケー

ションに対してテカストデータを貼り付けられます。 

クリップボードにデータを送るには、あらかじめ選択操作で送り元の領域を指定します。次に、[編

集]-[コピー]メニューを選択すると、選択範囲の文字列がクリップボードに送られます。代わりに[編

集]-[切り取り]メニューを選択すると、選択範囲の文字列がクリップボードに送られる点は変わりませ

んが、同時に選択範囲が削除されます。クリップボードの文字データをォーソル位置に貼り付けるに

は、[編集]-[貼り付け]のメニューを選択します。以上の操作を、それぞれ Ctrl + C、Ctrl + X、Ctrl + V 

のカー入力によって行うこともできます。なお点字レアヤの文字列をコピーすると、点字を NABCC

コードで表現した内容がクリップボードに転送されます。 

2.4.13 削除 

文字を削除するには、Back Spaceあるいは Deleteカーを使用します。Back Spaceカーはォーソル

の直前の 1字を削除します。一方 Delete カーはォーソルの置かれた文字を削除します。  

あらかじめ選択操作によって範囲選択されていると、Back Spaceカー、Deleteカーの入力によって

選択された範囲が削除されます。選択範囲の削除は、[編集]-[削除]のメニューを選択しても行えま

す。  

範囲が選択された状態で文字入力を行うと、選択範囲が削除された上で入力した文字が挿入されま

す。これも一種の削除操作です。  
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2.4.14 検索、置換 

文書の中から文字列を検索するには、[編集]-[検索]のメニューを選択し、[検索]ダア゠ログを開きま

す。 

 

検索文字列を入力し、[次候補]ボタンを押すと、現レアヤの中からォーソル位置を起点に検索が行わ

れます。見つかった文字列は選択表示されます。さらに、[次候補]ボタンを押すと再度検索が行われ

ます。なお、ヘッダ・フッタ内や段落スタアルによって自動生成された文字列は検索できないので注

意してください。 

 

点字レアヤにォーソルがある時には、[検索]ダア゠ログの検索文字列ファールドにはテカストの代わり

に点字を入力します。入力には点字レアヤで使用しているのと同じ点字入力方法が使用できます。

点字入力ファールドは他にも[置換]ダア゠ログ、ヘッダ・フッタ関連のダア゠ログでも使われています。

これらの点字入力ファールドはすべて点字レアヤで使用しているのと同じ点字入力方法を使います。  
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文書の中の文字列を検索し、文字列を置換するには、[編集]-[置換]のメニューを選択し、[置換]ダア

゠ログを開きます。  

 

検索文字列と、置換文字列を指定し、[次候補]ボタンを押すと検索が行われます。文字列が見つか

ると、文書中の該当文字列が選択表示されると同時に、[置換]ボタンが有効になります。この状態で、

[置換]ボタンを押すと文字列の置換が行われます。引き続いて別の候補を検索置換するには、[次候

補]ボタンを押して候補が見つかったら、[置換]ボタンを押すという手順を続けます。文書中の該当文

字列を一括して置換するには、[一括置換]のボタンを押します。 

なお、ヘッダ・フッタ内や段落スタアルによって自動生成された文字列については検索と同様に置換

機能の対象外です。 
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2.4.15 元に戻す 

文書に対する全ての編集操作は取り消して直前の状態に戻すことができます。取り消しの操作を「元

に戻す」と呼んでいます。また、元に戻す操作を取り消すこともでき、この操作を「やり直し」と呼んで

います。  

元に戻すには、[編集]-[元に戻す]メニューを選択するか、Ctrl+Z のカーを入力します。やり直しを行

うには、[編集]-[やり直し]メニューを選択するか、Ctrl+Y のカーを入力します。  

EXTRA for Windows Version 5.1 は、文書の編集開始時からの全ての編集操作を記録しておき、必

要があれば全ての操作を一つずつ遡って元に戻せる設計となっています。ただし元に戻すための情

報は多くのメモリを使用するので、メモリの少ないパソコンをご利用の場合には、編集取り消しのでき

る回数を制限して使用することをお勧めします。元に戻すための情報の制限に関する設定について

は 3章の[環境設定]ダア゠ログの[元に戻す]タブの解説を参照してください。 

EXTRA for Windows Version 5.1 は、元に戻すための情報を文書情報と一緒にフゟアル(拡張子 

exf2)に保存しておき、再度その文書を開いたときに、以前の編集内容を元に戻すことができます。元

に戻す情報をフゟアルに保存すると exf2 フゟアルが大きくなります。元に戻すための情報をフゟアル

に保存しないようにしたり、フゟアルの元に戻すための情報を読み込まないようにするには、3章の[環

境設定]ダア゠ログの[フゟアル]タブの解説を参照してください。なお、EXTRA for Windows Version 

3/4で保存した拡張子 exfフゟアルの元に戻すための情報は、EXTRA for Windows Version 5.1の元

に戻すための情報とは互換性がないため、exf フゟアル開いた場合にはフゟアルに保存されていた元

に戻すための情報は読み込まれません。 
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2.4.16 頁レイアウト 

EXTRA for Windows Version 5.1 では、新規編集時の 1頁の行数、ォラム数の既定値は、テカストレ

アヤ、仮名レアヤがそれぞれ 60行 74ォラム、点字レアヤが 18行、32ォラムです。  

この数値を変更するには、[設定]-[頁レア゠イト]メニューを選択すると表示される、[頁レア゠イト設定]

ダア゠ログで値を変更します。 

 

2.4.16.1 新規編集時に頁レイアウトを指定するには 

新規編集時に頁レア゠イトを指定するには、[フゟアル]-[新規イァザード]メニューを選択します。 

 



EXTRA for Windows Version 5.1  91 

[新規イァザード]で新たな文書を作成するのに 2通りの方法が用意されています。1つはひな型の文

書を選択する方法、もう一つは点訳仮名訳規則と、頁レア゠イトをそれぞれ指定する方法です。頁レ

ア゠イトを指定するには[新規に点訳仮名訳規則と頁レア゠イトを指定]を選択し、[次へ]ボタンを押し

ます。[新規イァザード：点訳仮名訳規則を指定]ダア゠ログが表示されるので、ここで点訳仮名訳規則

を指定した後、[次へ]ボタンを押します。 

 

[新規イァザード：頁レア゠イトを指定]ダア゠ログが表示されるので、ここで新規の文書で使用したい頁

レア゠イトを指定します。[作成]ボタンを押すと、指定した点訳仮名訳規則と頁レア゠イトで新規文書

が作られます。 
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2.4.17 タブ送り 

テカストレアヤと仮名レアヤでは Tab カーを入力するとタブ送りされます。点字レアヤではタブ送りは

使用できません。タブ送りは複数ォラムのスペースとして解釈されます。  

 

[設定]-[文書タブ送り]メニューを選択して表示される[文書タブ送り設定]ダア゠ログで、文書全体に

対して既定値として適用されるタブ送りのォラム数を設定できます。 

 

特定の段落に対して他と異なるタブ送りを指定する場合には、[設定]-[段落タブ送り]のメニューを選

択して表示される[段落タブ送り設定]ダア゠ログでタブ送りのォラム数を設定します。[指定解除]のボ

タンを押すと、現在の段落に指定されている固有のタブ送りの指定が解除され、[文書タブ送り設定]

ダア゠ログで指定した文書全体に対して適用される値が使われます。 
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2.4.18 段落新頁属性 

新しい頁から章の始まりを書き始めたいといった場面で、複数回 Enter カーを入力して頁の先頭に

段落を移動する方法がよく行われます。その段落より前の文書内容に変更を加えると、行が増減し、

頁の先頭位置に置きたかった段落の位置がずれてしまいます。 

このような場合に、段落に対して新頁属性を設定すると、その段落が常に頁の先頭に来るようにレア

゠イトされます。新頁属性を段落に設定するには、あらかじめ設定したい段落にォーソルを移動して

おき、[設定]-[段落新頁属性]のメニューを選択するか Ctrl+Enterのカーを押します。新頁属性が設

定されると段落が既に頁の先頭に無いと次頁の先頭に移動します。新頁属性を付けた 1段落前の

段落末が゠ルフゟベットの Pを模した のマークになります。新頁属性の効果は 3つのレアヤに

同時に適用されます。 

 

段落に新頁属性が付いているかどうかは、ステータスバーに「新頁:ON」あるいは「新頁:OFF」と表示さ

れているかどうかで区別できます。また、[設定]-[段落新頁属性]のメニューを表示した時にチゥック

マークが付いていれば、ォーソル位置の段落に新頁属性が付いています。 

新頁属性を解除するには、新頁属性の付いた段落にォーソルを置き、[設定]-[段落新頁属性]のメ

ニューを選択するか Ctrl+Enterのカーを押します。 
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2.4.19 インデント 

常に、行頭や行末に指定文字数分のスペースを設けたい場合にはスペースカーを押してスペースを

挿入するのではなく、アンデント(字下げ)機能を使うと便利です。特定の段落に対してアンデントを指

定するには、[設定]-[段落アンデント]のメニューを選択して表示される[段落アンデント設定]ダア゠ロ

グでアンデントの値を設定します。  

 

アンデントの設定項目は、[段落頭アンデント]、[行頭アンデント]、[行末アンデント]の 3つです。段落

の先頭行の左には[段落頭アンデント]で指定したォラム分のスペースが空けられます。段落が 1行に

収まらず 2行目以降に渡る場合には、2行目以降の行の左に[行頭アンデント]で指定したォラム分の

スペースが空けられます。段落の行末には、段落の先頭行、2行目以降にかかわらず[行末アンデン

ト]で指定したォラム分のスペースが空けられます。アンデントの効果は 3つのレアヤに同時に適用さ

れます。 

段落スタアルや目次にも[段落頭アンデント]、[行頭アンデント]、[行末アンデント]の設定項目がありま

すが、動作は段落アンデントと同様です。 

[段落アンデント設定]ダア゠ログの[設定解除]ボタンを押すと、個別に段落に対して設定されていたア

ンデントが解除されます。 
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2.4.20 段落スタイル 

EXTRA for Windows Version 5.1 では段落スタアルの機能が用意されています。段落にスタアルを付

けることで、豊富な段落表現が実現できます。サポートされている段落スタアルは次の通りです。 

  右寄せ  

  中央揃え  

  タイトル  

  見出し 1  

  見出し 2  

  見出し 3  

  見出し 4  

  リスト 1  

  リスト 2  

  リスト 3  

  水平線  

2.4.20.1 右寄せ 

[右寄せ]スタアルは段落内のテカストを頁の右に寄せて配置するのに使用します。[右寄せ]スタアル

を適用するには、適用したい段落にォーソルを移動しておき、[設定]-[段落スタアル]-[右寄せ]メ

ニューを選択するか、Ctrl+Rのカーを入力します。  

2.4.20.2 中央揃え 

[中央揃え]スタアルは段落内のテカストを頁の中央に配置するのに使用します。[中央揃え]スタアル

を適用するには、適用したい段落にォーソルを移動しておき、[設定]-[段落スタアル]-[中央揃え]メ

ニューを選択するか、Ctrl+Shift+Cのカーを入力します。  
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2.4.20.3 タイトル 

[タアトル]スタアルを設定すると、該当段落をタアトルとして表示します。[タアトル]スタアルを適用する

には、適用したい段落にォーソルを移動しておき、[設定]-[段落スタアル]-[タアトル]メニューを選択

するか、Ctrl+Shift+Eのカーを入力します。 

 

[タアトル段落スタアル設定]ダア゠ログが表示されます。[現段落に適用]ボタンを押すと、現在の段落

に、[タアトル]スタアルとして、現在選択されている段落頭アンデント、行頭アンデント、行末アンデント

の値が設定されます。  

ダア゠ログ内のアンデントの値を変更せずに[現段落に適用]ボタンを押すと、規定値の[タアトル]スタ

アルとして設定されます。  

ダア゠ログ内のアンデントの値を変更して[現段落に適用]ボタンを押すと、現段落のみの特有の[タア

トル]スタアルとして設定されます。  

ダア゠ログ内のアンデントの値を新しい既定値とするには、[既定値として設定]ボタンを押します。こ

れによって、既定値の[タアトル]スタアルとして設定された全ての段落にアンデントの新しい規定値が

反映されます。  

ダア゠ログ内のアンデントの値を既定値に戻すには、[既定値に戻す]ボタンを押します。このボタンの

効果は、ダア゠ログ内のアンデントの値が既定値にもどるだけで、実際に[現段落に適用]のボタンを

押さない限り、段落への設定はなされません。  

[既定値として設定]、[既定値に戻す]ボタンの使い方は、その他のスタアル設定ダア゠ログでも同様

です。  
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2.4.20.4 見出し 

EXTRA for Windows Version 5.1では[見出し 1]、[見出し 2]、[見出し 3]、「見出し 4」の 4種類の見

出しスタアルをサポートしています。それぞれ、大見出し、中見出し、小見出し、最小見出しとして用

います。見出しとして設定した段落は、目次の項目として参照できるようになります。 

見出しスタアルを適用するにはあらかじめ適用したい段落にォーソルを移動しておきます。[見出し 1]

スタアルを設定するならば、[設定]-[段落スタアル]-[見出し 1]メニューを選択するか、Ctrl+Shift+1の

カーを入力します。[見出し 2]スタアルを設定するならば、[設定]-[段落スタアル]-[見出し 2]メニュー

を選択するか、Ctrl+Shift+2のカーを入力します。また、[見出し 3]スタアルを設定するならば、[設

定]-[段落スタアル]-[見出し 3]メニューを選択するか、Ctrl+Shift+3のカーを入力します。[見出し 4]

スタアルを設定するならば、[設定]-[段落スタアル]-[見出し 4]メニューを選択するか、Ctrl+Shift+4の

カーを入力します。すると、各見出しに対応した見出し設定ダア゠ログが表示されます。 

 

この画面は[見出し 1段落スタアル設定]ダア゠ログです。見出しの段落に対して適用するアンデントと

前置文字列を指定し、[現段落に適用]ボタンを押すと、段落に見出しのスタアルが適用されます。  

前置文字列は段落の頭に自動的に付加される文字列です。プルダインリストから適切な値を選択し

て使用することもできますし、ユーザが文字列を直接入力することもできます。前置文字列中に見出

しレベルの半角数字(見出し 1なら 1, 見出し 2なら 2, 見出し 3なら 3, 見出し 4なら 4)を記述すると、

その部分が通し番号(連番)として解釈されます。  
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2.4.20.5 リスト（箇条書き） 

EXTRA for Windows Version 5.1では[リスト 1]、[リスト 2]、[リスト 3]の 3 レベルのリスト段落スタアルを

サポートしています。リストは箇条書きを表現するのに使用するスタアルです。[リスト 2]の段落スタア

ルは[リスト 1]のスタアルが適用された複数の段落中で、リストをアンデントする目的で使用します。[リ

スト 3]はさらに[リスト 2]のスタアルが適用された複数の段落中で、さらにリストをアンデントする際に用

います。  

リストスタアルを適用するにはあらかじめ適用したい段落にォーソルを移動しておきます。複数の段落

を一度に同じリストのスタアルに設定する場合には、その範囲を選択しておきます。[リスト 1]スタアル

を設定するには、[設定]-[段落スタアル]-[リスト 1]メニューを選択するか、Ctrl+Shift+Lのカーを入力

します。[リスト 2]スタアルを設定するには、[設定]-[段落スタアル]-[リスト 2]メニューを選択します。[リ

スト 3]スタアルを設定するには、[設定]-[段落スタアル]-[リスト 3]メニューを選択します。すると、各リス

トスタアルに対応したリスト段落スタアル設定ダア゠ログが表示されます。  

 

この画面は[リスト 1段落スタアル設定]ダア゠ログです。段落に対して適用するアンデントと前置文字

列を指定し、[現段落に適用]ボタンを押すと、段落にリストのスタアルが適用されます。  

前置文字列は見出しスタアルと同様に段落の頭に自動的に付加される文字列です。プルダインリスト

から適切な値を選択して使用することもできますし、ユーザが文字列を直接入力することもできます。

前置文字列中に見出しレベルの数字(リスト 1なら 1, リスト 2なら 2, リスト 3なら 3)を記述すると、その

部分が通し番号(連番)として解釈されます。つまり、前置文字列に通し番号用の数字を入れれば「番

号付きリスト」となり、数字を入れなければ「番号無しリスト」になります。  

リストスタアルでは見出しと同様に開始通し番号を設定できます。  
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2.4.20.6 水平線 

EXTRA for Windows Version 5.1には[水平線]の段落スタアルが用意されています。このスタアルを

用いると、簡単に水平線を引くことができます。[水平線]スタアルを適用するには、あらかじめ適用し

たい段落にォーソルを移動しておきます。次に、[設定]-[段落スタアル]-[水平線]メニューを選択する

か、Ctrl+Shift+Hのカーを入力します。すると[水平線段落スタアル設定]ダア゠ログが表示されます。  

 

段落頭アンデント、行末アンデント、水平線パターンを指定し、[現段落に適用]ボタンを押すと、ォー

ソルのある段落に[水平線]段落スタアルが適用されます。なお、[水平線]段落スタアルが適用されると

段落内の文字列は全て削除されます。  

2.4.20.7 スタイルの解除 

段落スタアルを解除するには、あらかじめ解除したい段落にォーソルを移動しておき、[設定]-[段落

段落書式の解除]メニューを選択するか、Ctrl+Q もしくは Ctrl+Spaceのカーを入力します。 
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2.4.21 属性とレイヤ 

これまでに説明したように EXTRA for Windows Version 5.1 には様々な属性や段落スタアルの機能

があります。どの属性が、文書の全レアヤに設定可能なのか、段落の全レアヤに設定可能なのか、段

落の個別のレアヤに設定可能なのかについては、EXTRA for Windows Version 5.1 を使いこなすた

めのポアントです。次の表に、それぞれの属性が何を対象に設定できるかをまとめましたので、参考

にしてください。  

属性の種類 文書全体 段落 段落 

レイヤ 全レイヤ 全レイヤ 個別レイヤ 

変換元 × × ○ 

点訳仮名訳規則 ○ ○ × 

インデント × ○ × 

タブ送り ○ ○ × 

新頁 × ○ × 

段落スタイル × ○ × 
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2.4.22 ヘッダ 

EXTRA for Windows Version 5.1では編集中の文書にヘッダやフッタを設定できます。ヘッダやフッ

タの内容は全頁、偶数頁、頁固有の 3段階で内容を設定できます。全頁は文書の始めから終わりま

で通して適用されます。偶数頁は偶数の頁のみに適用されます。頁固有は特定の頁あるいは特定の

頁範囲に対して適用されます。頁固有の設定内容は全頁や偶数頁の設定内容に優先され、偶数頁

の設定内容は全頁の設定内容に優先されます。 

ヘッダは頁の一番上の行に配置され、フッタは頁の一番下の行に配置されます。点字の文書では

フッタはあまり用いず、専らヘッダを使用します。以下の説明では特別の断りがない限りフッタに関し

ては言及しませんが、基本的にヘッダと同じ機能がフッタに関しても提供されると考えてください。  

ヘッダの記載内容は編集画面のヘッダ行もしくはフッタ行にォーソルを移動して編集できます。編集

操作は本文とほとんど変わりませんが、4つの制限事項があります。1つめの制約はォーソルがグ

レーの領域に置かれている状態では入力や削除が行えない点です。ヘッダ・フッタの内容が空の場

合には行全体がグレーになっています。文字の入力はォーソルを行頭に移動した後に行ってくださ

い。2つめの制約は、ヘッダ行、フッタ行に入力された内容が行幅を超えた場合には、はみ出した部

分は頁のどこにも表示されなくなる点です。3つめの制約は、ヘッダ行、フッタ行は検索・置換操作の

対象外である点です。4つめの制約はヘッダ行、フッタ行にはアンデントや段落スタアルなどの段落

属性を設定できない点です。以上の制限を除いてヘッダ・フッタの内容は通常の本文と同様に編集

できます。  

2.4.22.1 全頁ヘッダ 

全頁ヘッダの内容は、[ヘッダ]-[全頁ヘッダ]メニューを選択して表示される[全頁ヘッダ設定]ダア゠

ログで設定します。  
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各レアヤの[表示する]のチゥックボックスがエンに設定されていると、頁にそれぞれのヘッダが表示さ

れます。規定値では各レアヤのヘッダーは全て表示するようになっています。[表示する]のチゥックを

外すとチゥックを外したレアヤのヘッダは表示されなくなります。  

頁番号表示を、[無し]以外に指定するとヘッダに頁番号が表示されます。頁番号表示は次の中から

選択します。  

  無し  

  右端  

  左端  

  右端下がり数字  

  左端下がり数字  

  右端「モク」を前置  

  左端「モク」を前置  

点字の文書では通常ヘッダの右端に頁番号を振ります。また、目次の頁ではヘッダの右端に下がり

数字で頁番号を振ったり、「モク」の 2文字を前置して頁番号を付けます。 

各レアヤのヘッダ内容には、ヘッダに表示する文字列を指定します。全頁のヘッダ部分にここで指定

した文字列が表示されます。ここで指定した内容の文字列は各レアヤの編集画面でヘッダにォーソ

ルを移動して編集できます。 

ヘッダで使われる頁番号は[設定]-[文書開始頁]のメニューを選択すると表示される、[文書開始頁設

定]ダア゠ログで設定します。開始頁番号として 0以下の番号を指定すると、0頁以下の頁のヘッダに

は頁番号を表示しません。表紙や目次等に頁番号を振りたくない場合に便利です。  

点訳仮名訳規則はヘッダに対する点訳仮名訳規則を指定します。各レアヤの変換元のチゥックボッ

クスはそのレアヤに入力した内容を元に別レアヤに点訳もしくは仮名訳を行う場合にエンに指定しま

す。  

なお、仮名レアヤのヘッダ、フッタは、本文のように漢字の入力を制限することはできません。しかし仮

名レアヤに漢字を入力しても点字への変換はできないので、仮名レアヤのヘッダ、フッタには漢字を

入力しないでください。  
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2.4.22.2 偶数頁ヘッダ 

偶数頁ヘッダは、偶数頁に対して設定されるヘッダです。偶数頁ヘッダを設けると通し頁番号におけ

る偶数頁については全頁ヘッダで指定した内容ではなく[偶数頁ヘッダ設定]で指定した内容が表示

されます。偶数頁ヘッダを作成するには、[ヘッダ]-[偶数頁ヘッダ]のメニューを選択し[偶数頁ヘッダ

設定]ダア゠ログを表示します。  

 

[偶数頁ヘッダ設定]ダア゠ログで設定できる項目は[全頁ヘッダ設定]ダア゠ログと同じものですが、設

定した内容が偶数頁に適用される点が異なります。各項目に値を入力した後、[設定]ボタンを押すと

偶数頁ヘッダが作成されます。一度作成した偶数頁ヘッダを削除したい場合には、[偶数頁ヘッダ設

定]ダア゠ログを再度表示し[削除]ボタンを押してください。  

両面印刷のできる点字プリンタに出力する場合などで、表面だけヘッダを付け裏面にはヘッダを付け

ない点字文書を作成することがあります。EXTRA for Windows Version 5.1では偶数頁ヘッダの機能

を使ってこのような点字文書を作成できます。表面だけヘッダを付け裏面にはヘッダを付けない点字

文書にするには、[ヘッダ]-[偶数頁ヘッダ]のメニューを選択し[偶数頁ヘッダ設定]ダア゠ログを表示

し、点字レアヤの[表示する]のチゥックボックスをエフにした後に[設定]ボタンを押して、偶数頁ヘッダ

を作成します。すると、点字レアヤの裏面に相当する偶数頁のヘッダは表示されなくなり、表面に相

当する奇数頁に関しては全頁ヘッダの内容が表示されるようになります。  
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2.4.22.3 頁固有ヘッダ 

特定の頁だけ、あるいは特定の頁範囲のみ、全頁ヘッダとは別のヘッダ内容を設けたいことがありま

す。目次だけヘッダの内容を変えたい場合、章ごとに個別のヘッダ内容にしたい場合などが該当し

ます。このような場合には頁固有ヘッダを作成します。頁固有ヘッダを作成するには、頁固有ヘッダ

を設定する頁にォーソルを移動したうえで、[ヘッダ]-[頁固有ヘッダ]メニューを選択し、[頁固有ヘッ

ダ新規作成]ダア゠ログを表示します。  

 

[頁固有ヘッダ新規作成]ダア゠ログで設定できる項目は[全頁ヘッダ設定]ダア゠ログの項目に加えて、

各レアヤに[開始通し頁]、[繰り返し頁数]、[表示頁番号指定]の 3つの項目があります。項目に値を

設定した後、[新規]ボタンを押すと頁固有ヘッダが作成されます。  

頁固有ヘッダを修正するには、頁固有ヘッダを設定した頁にォーソルを移動したうえで、[ヘッダ]-

[頁固有ヘッダ]メニューを選択し、[頁固有ヘッダ変更]ダア゠ログを表示します。必要な変更を行い

[変更]ボタンを押してください。  

頁固有ヘッダを削除するには、頁固有ヘッダを設定した頁にォーソルを移動したうえで[頁固有ヘッ

ダ変更]ダア゠ログを表示し、[削除]ボタンを押してください。  

[開始通し頁]は、頁固有ヘッダを始める通し頁番号です。[繰り返し頁数]には同じ頁固有ヘッダを何

頁分連続して設けるかを指定します。通し頁番号は、文書開始頁の設定([設定]-[文書開始頁]メ

ニューで設定)によらない、文書の頭の頁から順番に 1, 2, 3 と数えた頁番号です。  
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表示頁番号指定 

[表示頁番号指定]は途中から文書の表示頁番号を変更したい場合に、新たに指定しなおす頁番号

を設定する項目です。[表示頁番号指定]のチゥックボックスをエンにすると、次の画面のように、[表示

頁番号指定]の右側にそれまで隠れていた頁番号の設定ファールドが表示されるようになります。  

 

表示頁番号を指定すると、この頁以降の頁番号は指定した表示頁番号を開始頁番号とする番号に

なります。  
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2.4.23 栞 

栞(しおり)は段落の先頭に対して設定する目印です。栞を登録しておくと、目的の場所にすばやく移

動できます。栞の情報は、exf2 もしくは exf の文書フゟアル形式には保存されるのでフゟアルを開き

なおしても栞情報は失われません。長い文書の場合には、各章の頭等に栞を登録しておくと便利で

す。  

栞を登録するには、登録したい段落にォーソルを置き、[移動]-[栞登録]メニューを選択し、[栞登録]

ダア゠ログを表示します。  

 

栞名称に登録したい名前を入力し、[OK]ボタンを押すと、栞の登録が完了します。名前を付けずに

栞を作成することもできますし、すでに存在する栞と同名の名前を付けることもできます。すでに栞が

付いている段落に対して再度別の名前の栞を設定すると、同じ段落に二つ以上の栞を設定すること

はできないため以前に同じ段落についていた栞は削除されます。  

栞が登録されると、[移動]-[栞]のサブメニューに登録されている栞名称が 10個まで表示されます。

栞名称のメニュー項目を選択すると、栞が登録されている段落にォーソルが移動します。  

栞が 10個以上登録されている場合には、[移動]-[栞一覧]のメニューを選択して、[栞一覧]ダア゠ロ

グを表示します。一覧から、移動先を選択し、[栞位置に移動]ボタンを押すと、栞が登録されている

段落にォーソルが移動します。このダア゠ログで、栞名称を選択し、[栞削除]ボタンを押すと、選択し

た栞が文書から削除されます。  
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栞を設定すると、編集イァンドイの栞が設定された段落の行オアドの一番左側には、栞の絵が表示さ

れるようになります。 
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2.5 ファイルの保存と読み込み 

EXTRA for Windows Version 5.1 では様々なフゟアル形式を取り扱うことができます。ここでは、フゟア

ルの保存と読み込みについて説明します。 

2.5.1 exf2 ファイル形式 

exf2の拡張子のフゟアルは EXTRA for Windows Version 5.1の独自フゟアル型式です。exf2フゟアル

は EXTRA for Windows Version 5.1で表現できる全ての情報を保存できます。exf2 フゟアルには、編

集イァンドイに表示される 3つのレアヤ全ての文書情報や属性情報を保存できます。exf2は XMLの

構文に従ったテカストフゟアルなので、他の゠プリケーションで exf2 フゟアルを開いて利用する応用も

可能です。  

EXTRA for Windows Version 3 と Version 4ではフゟアル保存形式として exfの拡張子のフゟアル形

式を使用していました。exf2は exfを元に拡張したフゟアル形式です。EXTRA for Windows Version 

5.1では点字文書を exfのフゟアル型式で保存することもできますが、段落スタアルや頁固有ヘッダな

ど新たに Version 5で追加された機能については情報を保存できません。また、その他の点字フゟア

ル型式は EXTRA for Windows Version 5.1の文書情報の一部しか保存できません。EXTRA for 

Windows Version 5.1で作成した全ての文書情報を正確に保存するには exf2フゟアル形式を使用し

てください。  
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2.5.2 ファイルを開く 

EXTRA for Windows Version 5.1では次のフゟアル型式の読み込みがサポートされています。 

ファイル形式 拡張子 

EXTRA for Windows Version 5.1 exf2 

EXTRA for Windows Version 3/4 exf 

テキストファイル txt 

HTML ファイル html, htm 

XML ファイル xml 

構造化点訳入力ファイル sbtif 

Microsoft Word doc, rtf 

Microsoft Word 2003 xml 

Microsoft Word 2007 docx, docm 

Microsoft Excel xls 

Microsoft Excel 2003 xml 

Microsoft Excel 2007 xlsx, xlsm 

Microsoft PowerPoint ppt 

Microsoft PowerPoint 2007 pptx, pptm 

PDF pdf 

一太郎 jsd 

一太郎 7 jfw 

Myword 3 mwc 

Myword 5 mwe 

EXTRA 2001 mse 

標準点字 brl 

BASE bse 

コータクン nab 

BE bet 

BES bes 

ブレイルスター2 ble 

ブレイルスター3 bs 

新たなフゟアルを開くには、[フゟアル]-[フゟアルを開く]メニューを選択するか、Ctrl+Oのカーを入力

します。[フゟアルを開く]ダア゠ログが表示されます。 
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開きたいフゟアルの種類を選択した後、開きたいフゟアルを選び[開く]ボタンを押します。exf2, exf, 

mse形式の点字フゟアルを選択した場合には、[開く]ボタンを押した直後にフゟアルが開きます。  

2.5.2.1 テキストファイル 

テカストフゟアル(txt)を選択した場合には、フゟアルを読み込んだ直後に点訳を行うためにどのような

点訳規則を用いるかと、頁レア゠イト、テカストフゟアルの文字コード、以上 3つの内容を指定するた

めにイァザード形式のダア゠ログが表示されます。ひな型を指定する方法と、個別に点訳仮名訳規則

と頁レア゠イトを指定する 2通りの方法が用意されています。画面の指示に従って、値を入力してフゟ

アルを開いてください。  

HTML 

HTMLフゟアルを開く場合もテカストフゟアルに準じた動作になります。HTMLフゟアルを開く際には見

出しなどの構造情報が EXTRA for Windows Version 5.1の段落スタアルとして読み込まれます。  

構造化点訳入力ファイル(sbtif) 

拡張子 sbtifの構造化点訳入力フゟアルは、通常のテカストに見出しなどの文書の構造情報、ルビ情

報、メタ情報などを加えた EXTRA for Windows独自の点訳の入力用の XMLフゟアル型式です。

sbtif形式のフゟアルを読み込むと、テカスト情報に加えて sbtifで表現された構造情報なども EXTRA 

for Windowsに読み込め、自動点訳の際に利用できます。  
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2.5.2.2 テキストと点字を行同期する 

イァザードの途中で表示される[フゟアルを開く：テカスト読み込み形式指定]ダア゠ログには[テカストと

点字を行同期する]というエプションが用意されています。このエプションをチゥックしてテカストデータ

を読み込むと、点字レアヤとテカストレアヤのデータが行単位で同期するような位置に改行が補われ

て読み込みが行われます。 

Extra for Windows Version 5で点字と墨字を両方同時に印刷できるプリンタに印刷すると、テカストま

たは仮名と点字が並記印刷されます。印刷された点字と墨字の行は段落単位で同期しながら並記印

刷されます。つまり段落の始めの行は点字と墨字の内容が一致しますが、段落が 1行を超える場合

には、2行目以降の点字と墨字の内容が一致しなくなる問題が生じます。  

テカストと点字を行同期して読み込むと、点字の各行に対して段落が生成され、生成されたテカスト

レアヤと仮名レアヤの段落内容は点字の行の内容と完全に一致するようになります。テカストをこの方

法で読み込むと、本来の 1 つの段落が複数の段落に分割されて読み込まれるデメリットはありますが、

点字と墨字を両方同時に印刷できるプリンタに印刷した時に、各行の点字と墨字の内容が完全に一

致(同期)するようになります。  

なお、テカストと点字を行同期した結果は、その後に編集を行うと点字と墨字の行同期が崩れる可能

性があります。編集後も、点字と墨字の行同期を保証する機能ではない点にご注意ください。  

2.5.2.3 テキスト情報の抽出 

Microsoft Wordのようなテカスト情報を抽出する対象フゟアルを指定した場合が該当します。具体的

には xml, doc, rtf, docx, docm, xls, xlsx, xlsm, ppt, pptx, pptm, pdf, jsd, jfw, mwc, mwe の拡張子の

フゟアルが該当します。 

フゟアルを読み込んだ直後に点訳を行うためにどのような点訳規則を用いるか、頁レア゠イト、以上 2

つの内容を指定するためにイァザード形式のダア゠ログが表示されます。ひな型を指定する方法と、

個別に点訳仮名訳規則と頁レア゠イトを指定する 2通りの方法が用意されています。画面の指示に

従って、値を入力してフゟアルを開いてください。 

OpenXMLConverter 

OpenXMLConverterのモジュールがアンストールされていると、Microsoft Office Word 2007の標準

保存型式である OpenXML(拡張子 .docx もしくは .docm)のフゟアルを開く際に、見出しなどの文書の

構造情報、ルビ情報、メタデータ(注)などを EXTRA for Windowsに読み込めます。読み込まれた追

加情報は自動点訳の際に、見出しレベルに応じたマス開けや、ルビを用いた読み情報の処理などに

利用できます。  

※注： メタデータとは文書の著者、作成日付、カーワード、著作権情報などの文書の付加的な情報

です。 

 



112  EXTRA for Windows Version 5.1 

2.5.2.4 その他の点字ファイル 

brl, bse, nab, bet, bes, ble, bsの拡張子の点字フゟアルには点字情報のみが保管されており、テカス

トレアヤと仮名レアヤに該当する情報がありません。このため点字フゟアルの読み込みと同時に、自動

変換(仮名訳)が行われ、欠けているテカストレアヤと仮名レアヤの情報が補われます。  

これらの点字フゟアルを選択した場合には、フゟアルを読み込んだ直後の仮名訳に、どのような仮名

訳規則を用いるかを指定するのにイァザード形式のダア゠ログが表示されます。ひな型を指定する方

法と、個別に指定する方法の 2通りが用意されています。画面の指示に従って、値を入力してフゟア

ルを開いてください。なお、brlの標準点字フゟアルには頁レア゠イト指定の情報が無いので、この型

式のフゟアルを開く場合には頁レア゠イトについてもイァザードの中で指定します。  

2.5.3 エクスプローラから開く 

EXTRA for Windows Version 5.1はウクスプローラから 2通りの方法でフゟアルを開けます。  

2.5.3.1 ドラッグアンドドロップ 

EXTRA for Windows Version 5.1は、ドラッグ゠ンドドロップの機能をサポートしています。ウクスプ

ローラから開きたいフゟアルの゠アコンをドラッグし EXTRA for Windows Version 5.1 の文書イァンドイ

の中にドロップすると、ドラッグ゠ンドドロップしたフゟアルが開きます。サポートしている全ての点字

フゟアル形式、テカストフゟアル、テカスト情報の抽出可能な全てのフゟアル形式のフゟアルをこの操作

で開けます。  

2.5.3.2 エクスプローラのポップアップメニューから開く 

EXTRA for Windows Version 5.1 は、ウクスプローラの拡張メニューをサポートしています。ウクスプ

ローラからフゟアルを選択し、マイスの右ボタンをクリックする表示されるポップ゠ップメニューに次の

項目があります。  

  EXTRA for Windowsで開く  

  EXTRA for Windowsで印刷  

  EXTRA for Windowsで点訳  

[EXTRA for Windowsで開く]のメニュー項目を選択すると EXTRA for Windows Version 5.1でフゟア

ルを開きます。  

[EXTRA for Windowsで点訳]の項目はテカストフゟアルと、テカスト情報が抽出可能なフゟアルが選

択されている時に表示されます。このメニュー項目を選択すると、フゟアルを開いて点訳した後 exf2

フゟアルの形式でフゟアルを保存します。  

[EXTRA for Windowsで印刷]のメニュー項目を選択すると、即座に GUI を経由せずにフゟアルの内

容が点字プリンタに印刷されます。  
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2.5.4 ファイルの保存 

EXTRA for Windows Version 5.1では次のフゟアル型式による保存がサポートされています。 

ファイル形式 拡張子 

EXTRA for Windows Version 5.1 exf2 

EXTRA for Windows Version 3/4 exf 

EXTRA 2001 mse 

テキストファイル txt 

標準点字 brl 

BASE bse 

コータクン nab 

BE bet 

BES bes 

ブレイルスター2 ble 

ブレイルスター3 bs 

テキスト形式 txt 

編集中の文書を保存するには、[フゟアル]-[上書き保存]あるいは、[フゟアル]-[名前を付けて保存]の

メニューを選択します。フゟアル名が未設定で[フゟアル]-[上書き保存]メニューを選択した場合や、

[フゟアル]-[名前を付けて保存]メニューを選択すると、[名前を付けて保存]ダア゠ログが表示されます。  

 

[名前を付けて保存]ダア゠ログの[フゟアル名]には、元のフゟアル名＋拡張子が自動的に入りますが、

元のフゟアル形式と異なる形式で保存する場合はフゟアル名の拡張子を削除してください。拡張子を

削除せずに[保存]を実行すると、元のフゟアル形式のままで保存されます。  
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2.5.4.1 テキスト形式の保存 

テカスト形式でフゟアルを保存する場合には、次の[名前を付けて保存]ダア゠ログが表示されます。  

 

文字コード、改行コード、出力対象レアヤを指定して[保存]ボタンを押すとテカストフゟアル形式で文

書の内容が保存されます。点字レアヤを出力レアヤとして指定すると NABCC コードで点字情報が出

力されます。NABCC コードについての詳細については゠ペンデァクスを参照してください。  
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2.5.5 文書ひな型 

EXTRA for Windows Version 5.1 では、新規イァザードの実行時や、exf2, exf, mse 以外の点字フゟア

ルやテカスト情報の読み込み時に、ひな型と呼ぶフゟアルを参照しその内容を新規文書や読み込み、

文書の初期設定として利用できます。システムにはあらかじめ良く利用される 40種類の組み合わせ

のフゟアルが登録されています。  

利用者が独自に作成した文書をひな型として登録することもできます。文書をひな型に登録するには

[設定]-[ひな型登録]メニューを選択します。フゟアル名が未設定の場合には、[ひな型保存]のダア゠

ログが開きます。ここで通常の exf2 フゟアルの保存と同じ手順で exf2 フゟアルを保存します。フゟア

ルの保存後、[ひな型として保存しました。]というメッセージが表示されれば、独自文書のひな型登録

は完了です。既に編集中の文書のフゟアル名が設定されている場合には、[ひな型として保存しまし

た。]のメッセージがすぐに表示されます。  

登録したひな型を新規イァザードの実行時に指定すれば、新規に文書を作成する際に参照される文

書内容や全ての属性設定等を、ユーザによって作られた文書フゟアルの内容に適用できます。  
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2.6 印刷 

EXTRA for Windows Version 5.1 は点字プリンタへの印刷と、一般の墨字プリンタへの印刷の両方の

機能を備えています。どちらの種類のプリンタに印刷するかによって、印刷手順が異なります。  

2.6.1 点字印刷 

点字印刷を行うには、あらかじめ 1章の「点字プリンタドラアバのアンストール」の手順に従ってプリン

タドラアバがアンストールされていなければなりません。プリンタドラアバのアンストール方法について

は 1章を参照してください。  
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2.6.1.1 点字プリンタの設定 

点字印刷の前に、点字プリンタの設定を行っておく必要があります。[フゟアル]-[点字印刷設定]メ

ニューを選択し、[点字印刷設定]ダア゠ログを表示します。はじめに、[プリンタ機種]に使用する点字

プリンタの種類を指定してください。点字プリンタの種類によって、[用紙長]と[方法]の選択内容が変

化します。[用紙長]と[方法]を指定した後、プリンタ名をプルダインリストから選択します。1章でアンス

トールした点字プリンタドラアバを選択してください。[OK]ボタンを押せば点字プリンタに関する設定

は終了です。  

 

用紙長は、次の一覧より選択します。プリンタによっては扱える用紙が異なるため、指定したプリンタ

の種類によって用紙長として選択できる候補は変化します。数字の意味はアンチ単位の長さです。

通常、点字プリンタでは 8×10 アンチのようにアンチ単位の用紙を使用します。 

  プリンタ既定値  

  １０  

  １１  

  １２  

  １３  

  １４  

  １５  

方法は、次の一覧より選択します。用紙長と同様に、プリンタによっては扱える方法が異なるため、指

定したプリンタの種類によって、方法として選択できる候補が変化します。  

  片面  

  手動両面  

  両面  

片面は用紙の片側にのみ印字する方法です。手動両面は、一度印刷した後に、用紙を裏にして再

度印刷する方法です。両面は、用紙の表と裏の両方に印字する方法です。 
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2.6.1.2 点字印刷 

点字印刷を行うには、[フゟアル]-[点字印刷]のメニューを選択し、[点字印刷]ダア゠ログを表示します。  

 

[印刷部数]、[印刷開始頁]、[印刷終了頁]を指定し、[OK] ボタンを押すと、点字印刷が始まります。  

2.6.1.3 テスト印刷 

 
 

[点字印刷設定]ダア゠ログで、[テスト印刷]ボタンを押すと、[点字テスト印刷]ダア゠ログが表示されま

す。テスト印刷機能を使用すると、点字プリンタが正しく接続されているかが確認できます。 
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2.6.1.4 詳細設定 

プリンタ機種に、DOG-Multi墨字付き、DOG-Multi仮名付き、Emprint、Emprint墨字付き、Emprint

仮名付き、Tiger Max/Cub/Cub Jr.のいずれかを選んだ場合には、[詳細設定]ボタンを押して、点字

プリンタ機種に応じた詳細な設定が行えます。  
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2.6.2 墨字印刷 

2.6.2.1 用紙設定 

墨字印刷の前に、墨字印刷用に用紙の設定を行います。[フゟアル]-[墨字用紙設定]メニューを選択

すると、[墨字用紙設定]ダア゠ログが表示されます。ここで、墨字印刷する用紙のサアズや、給紙方

法、用紙の向き余白等を設定します。  
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2.6.2.2 印刷 

墨字印刷を行うには、印刷対象のレアヤに合わせて、[フゟアル]-[墨字印刷]-[テカストレアヤを印刷]、

[フゟアル]-[墨字印刷]-[仮名レアヤを印刷]、[フゟアル]-[墨字印刷]-[点字レアヤを印刷]のいずれか

のメニューを選択します。  

 

墨字印刷するプリンタを、プリンタ名から選択した後、[OK]ボタンを押すと、墨字印刷が始まります。  
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2.6.2.3 プレビュー 

実際に墨字印刷を行う前に、印刷結果を確認するには、印刷対象のレアヤに合わせて、[フゟアル]-

[墨字印刷プレビュー]-[テカストレアヤをプレビュー]、[フゟアル]-[墨字印刷プレビュー]-[仮名レアヤ

をプレビュー]、[フゟアル]-[墨字印刷プレビュー]-[点字レアヤをプレビュー]のいずれかのメニューを

選択します。  

 

[墨字印刷プレビュー]ダア゠ログが開き、印刷アメージを画面で確認できます。[縮小]、[拡大]のボタ

ンを押して、プレビューアメージを縮小・拡大表示したり、[前頁]、[次頁]ボタンを押して他の頁の内容

を確認できます。[墨字印刷プレビュー]ダア゠ログを閉じるには、[閉じる]ボタンを押します。  
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2.7 高度な編集機能 

2.7.1 情報処理言語属性の自動付与 

コンピュータプログラムの一覧を含む文書を作成する場合には、文書の本文の段落では「日本語-英

語２級」の点訳仮名訳規則使用し、プログラムを記載する段落には「情報処理-日本語」を使用する

使い方が一般的です。このような文書を作成するには、段落ごとに細かく「情報処理-日本語」の点訳

仮名訳規則を指定していかなければならないため、編集に手間がかかります。  

[設定]-[環境設定]メニューを選択して表示する[環境設定]ダア゠ログの[詳細]タブの[情報処理言語

属性の自動付与]のチゥックボックスをエンにすると、ユーザが情報処理でしか使われないような、特

殊な記号 {}[]@~*_|&-+=#<>;: を入力すると、自動的にその段落に「情報処理-日本語」の点訳仮名訳

規則が設定されます。この処理は、テカストフゟアルを開く場合にも適用されます。この機能を使用す

ると、情報処理関連の文書作成の手間が軽減できます。  
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2.7.2 文書情報 

EXTRA for Windows Version 5.1では、さまざまな文書に関する情報を文書属性として保存できます。

文書の情報としては、表紙のための情報、奥付のための情報、それ以外のカーワード、URI、ISBN

コード、言語などの情報があります。文書情報にはダブリンコ゠(注)で規定されたものと、点字文書固

有のものがあります。設定した文書情報は表紙と奥付の作成時の情報として利用されます。文書情

報は必ず設定しなければならない情報ではありませんが、情報を入力しておくと文書管理に役立て

られます。  

※注： ダブリンコ゠とは Dublin Core Metadata Initiativeで提唱している、メタデータ記述に使う語彙

の通称です。その語彙が共通の認識となるように、慎重な設計がされた基本語彙セットおよび

それらをサポートするメタデータ語彙が公開されています。 

 

 

文書情報を設定するには、[フゟアル]-[文書情報]メニューを選択して表示される[文書情報設定]ダア

゠ログを開きます。設定できる文書情報ごとに、[表紙用]、[奥付用]、[その他 1]、[その他 2]の 4つの

タブが用意されています。  
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[表紙用]タブには次の項目を入力します。  

  タイトル  

  サブタイトル  

  版・バージョン  

  巻数表題  

  全巻数表題  

  日付  

  著者  

  監修者  

  組織名/出版社  

  点訳団体  

  点訳者  

[奥付用]タブには次の項目を入力します。  

  タイトル  

  版刷出版年月日  

  著者  

  組織名/出版社  

  出版社住所  

  点訳年月日  

  点訳団体  

  点訳団体住所  

  点訳者  

  点訳校正者  

このうち、タアトル、著者、組織名/出版社、点訳団体、点訳者については[表紙用]タブで入力された

値が表示されます。奥付の作成機能で使われる要素であるために表紙用と重複していますが[奥付

用]タブに表示だけ行っています。これらの項目については[表紙用]タブで入力してください。  

[その他 1]タブには次の項目を入力します。  

  キーワード  

  要約  

  分野コード  

  元文書 MIME形式  

  URI/ISBN  

  元リソース  

  言語  

  関連情報  

言語については、[未設定], [日本語(ja)], [英語(en)]のいずれかの選択肢から選択してください。  
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[その他 2]タブには次の項目を入力します。  

  範囲  

  権利情報  

  作成日  

  正式発行日  

  更新日  

  状態  

  ユーザ定義 1  

  ユーザ定義 2  

  ユーザ定義 3  

ユーザ定義 1～3は利用者が自由に記述する内容を決めて使用するための項目です。  
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2.7.3 表紙 

EXTRA for Windows Version 5.1は前述の文書情報で設定された値を元に、表紙を作成する機能が

あります。表紙を作成するには、あらかじめ[文書情報設定]ダア゠ログの[表紙用]タブの項目に値を

設定しておきます。次に、[編集]-[表紙]メニューを選択します。  

 

[表紙作成]ダア゠ログが表示されます。ここには一般的な点字文書の表紙で使われる項目が並んで

います。各項目の右側には[文書情報設定]ダア゠ログで設定した値が表示されています。文書情報

の設定内容を修正したのならば、[文書情報設定]ダア゠ログにて設定し直してください。  

[表紙作成]ダア゠ログでは、これから作成する表紙に必要な項目にチゥックマークをつけます。表紙

に不要な項目についてはチゥックマークを外してくだささい。[作成]ボタンを押すと、文書の先頭に表

紙が作成されます。作成された表紙の内容は通常の本文と同じなので、自由に編集できます。  
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2.7.4 目次 

EXTRA for Windows Version 5.1には目次を自動的に作成する機能が提供されています。目次機能

を使用するには、目次の見出しにしたい箇所に、あらかじめ段落スタアルの見出し 1～4を設定しま

す。  

次に、目次を挿入したい箇所(本文)にォーソルを移動します。次に、[編集]-[目次]メニューを選択し

て[目次作成]ダア゠ログを表示します。  

 

目次の対象には、どの範囲の段落スタアルを目次とするかを指定します。点字接続線種は、目次の

項目と頁番号との間に引く線として[2の点]、[3の点]のどちらを使うかを指定します。アンデントは目

次の範囲にどのようなアンデントを適用するかを指定します。[作成]ボタンを押すと、目次が生成され

ます。  

作成された目次項目の頁番号は参照先の点字レアヤにおける頁番号です。作成した目次の内容は

編集できますが、目次項目の右側の線と頁番号は編集できません。  
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2.7.5 奥付 

EXTRA for Windows Version 5.1では文書情報として入力した情報を元に奥付を作成する機能があ

ります。奥付を作成するにはあらかじめ、[文書情報設定]ダア゠ログの[奥付用]タブの各項目に値を

設定しておきます。次に、[編集]-[奥付]メニューを選択します。  

 

[奥付作成]ダア゠ログが表示されます。ここに一般的な点字文書の奥付で使われる項目が並んでい

ます。右側の表示ウリ゠には、文書情報設定ダア゠ログで設定された内容が表示されています。文書

情報の設定内容を修正したいのならば、[文書情報設定]ダア゠ログにて設定し直してください。  

[奥付作成]ダア゠ログでは、これから作成する奥付に必要な項目にチゥックマークを付けます。奥付

に不要な項目についてはチゥックマークを外してください。作成ボタンを押すと、文書の最後に奥付

が作成されます。作成された奥付の内容は通常の本文と同じなので自由に編集できます。  
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2.7.6 空白改行削除 

テカストフゟアルを読み込み、特定のルールで空白や改行を削除したいことがあります。文書の頭か

ら最後まで全て手作業で行うととても大変ですが、空白改行削除機能を使うと簡単に編集できます。  

空白改行削除を行うには、[編集]-[空白改行削除]メニューを選択して、[空白改行削除：操作対象]

のダア゠ログを表示します。  

 

空白改行削除機能はイァザード形式で操作方法を指定します。始めに操作対象が[文書全体]なの

か、[選択中の段落のみ]かを選択し、[次へ]ボタンを押します。次に、[空白改行削除：操作指定]ダア

゠ログが表示されます。ここで[空白文字、タブの削除]、[改行の削除]の操作を行うかどうかをチゥック

ボックスで指定します。一度に両方の操作を指定できます。  

[空白文字、タブの削除]をチゥックして[次へボタンを押すと]、[空白改行削除：空白文字、タブ削除

エプション]ダア゠ログが表示されます。半角空白文字、全角空白文字、タブを削除対象とするかどう

か、英文字の前後の半角スペースを維持するかどうかなどを指定し[次へ]ボタンを押します。[改行の

削除]をチゥックしなかった場合にはここで[開始]ボタンを押します。  

[空白改行削除：捜査対象]のダア゠ログで[改行の削除]をチゥックしていた場合には、[空白改行削

除：改行削除エプション]ダア゠ログが表示されます。[全ての改行を削除]、[空行のみ削除]、[2行以

上連続する空行を削除]のいずれかを選択し、[開始]ボタンを押すと、削除が行われます。 
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2.7.7 折り線 

点字の印刷物で紙の折り位置を明示するために、折り線を点字印刷することがあります。折り線は点

字レアヤの特定の行を折り線行として指定する方法で行います。折り線行を指定するには、[設定]-

[折り線]メニューを選択します。  

 

[折り線設定]ダア゠ログが表示されます。折り線数に、折り数を指定します。2つ折りの場合には折り

線は 1箇所、3つ折りの場合には折り線は 2箇所、4つ折りの場合には折り線は 3箇所になります。  

折り線行 1～3には、折り線の行番号を指定します。折り線行 1～3は 2行目から頁の最後の行の 1

つ前の行の間で指定します。折り線数のラジエボタンで折り線数を指定すると、頁レア゠イトを元に計

算されます。折り位置の行は点字プリンタの印字結果によって位置が異なるため、使用する点字プリ

ンタに応じて行番号を調整してください。  

折り線頁は、折り線を全頁に入れるのか、奇数頁に限定で入れるのか、偶数頁に限定で入れるのか

を指定します。なお、奇数頁、偶数頁は文書開始頁の設定に依らない通し頁番号を元にした奇数・

偶数です。  

指定が終わったら[OK]ボタンを押すと、点字レアヤに折り線行が表示されます。折り線行にはォーソ

ルを移動できますが、文字の入力や削除は行えません。  
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2.8 その他の機能 

ここでは、その他の機能について解説します。 

2.8.1 スクリーンリーダによる利用 

スクリーンリーダを使って、EXTRA for Windows Version 5.1を使うには、スクリーンリーダ用に環境設

定をする必要があります。たとえば、EXTRA for Windows Version 5.1は編集中の文書情報をスクリー

ンリーダに伝えるために MSAAの機能が用意されています。MSAA機能はアンストールした直後は

無効に設定されているので、有効に設定しないとスクリーンリーダから編集中の文書内容を参照でき

ません。  

[設定]-[環境設定]メニューで表示される[環境設定]ダア゠ログで、個別の項目について 1つずつス

クリーンリーダ用に設定を行うこともできますが、もっと簡単にスクリーンリーダ用に設定する方法を用

意しています。それには[設定]-[スクリーンリーダ]メニューを選択して、[スクリーンリーダ設定]ダア゠

ログを表示します。 

 

[スクリーンリーダ設定]ダア゠ログで、スクリーンリーダの種別を、[使用しない]、[JAWS]、[その他]の

内から選択します。[OK]ボタンを押すと環境設定がスクリーンリーダ用に変更されます。スクリーン

リーダを使用しない状態から、利用する状態に変更した時には EXTRA for Windows Version 5.1の

再起動が必要です。 
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2.8.2 ユーザ点訳辞書 

EXTRA for Windows Version 5.1の点訳辞書にはあらかじめ多くの用語が登録されています。しかし

特殊な用語や人名などについては登録されていない言葉があります。登録されていない語を点訳し

た場合には間違いが発生することがあります。間違いの発生した語をユーザ点訳辞書に登録すると、

正しい点訳が行えるようになります。ユーザ点訳辞書に用語の追加をするには、[点訳]-[ユーザ点訳

辞書管理]メニューを選択します。  

 

[ユーザ点訳辞書管理]ダア゠ログでは、自動点訳に使用する単語の追加、変更、検索、削除、更新

が行えます。新たな単語を登録する場合には、単語名、読み、品詞を入力します。 

2.8.2.1 ユーザ点訳辞書の取り出し 

ユーザ点訳辞書を取り出すには、[点訳]-[ユーザ点訳辞書の取り出し]メニューを選択します。[ユー

ザ点訳辞書の取り出し]ダア゠ログが表示されるので、フゟアル(user.org)の保存先を選択して[保存]ボ

タンを押します。保存先にユーザ点訳辞書のフゟアルがコピーされます。  

2.8.2.2 ユーザ点訳辞書の取り込み 

ユーザ点訳辞書を取り込むには、[点訳]-[ユーザ点訳辞書の取り込み]メニューを選択します。[ユー

ザ点訳辞書の取り込み]ダア゠ログが表示されるので、取り込み元のフゟアル(user.org)を選択して[開

く]ボタンを押します。指定されたユーザ点訳辞書が読み込まれ、ユーザ点訳辞書の従来の登録内

容は破棄されます。  

なお、ユーザ点訳辞書形式は EXTRA for Windows Version 3.0/4.0/4.1のフゟアル形式と互換性が

あります。EXTRA for Windows Version 3.0/4.0/4.1のユーザ点訳辞書を取り込む場合には、この方

法でフゟアルを読み込んでください。  
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2.8.3 ヘルプの表示 

ヘルプを表示するには、[ヘルプ]-[ヘルプ]メニューを選択します。システムの既定値として設定され

ているイゥブ ブライザが起動し、ヘルプ内容が表示されます。  

2.8.4 アップデートの確認 

EXTRA for Windows Version 5.1にはアンターネット経由でソフトイゥ゠を最新版に更新する機能があ

ります。出荷後に見つかった不具合の修正、機能改善、点訳ウンジンや辞書の更新などの理由で

゠ップデート版が提供されることがあります。  

゠ップデート版が提供されているかどうかを確認するには、[ヘルプ]-[゠ップデートの確認]メニューを

選択します。  

 

[゠ップデートの確認]ダア゠ログが表示されますので、[゠ップデートの確認]ボタンを押します。[最新

のバージョンです]というメッセージが表示されたなら、現在使用中のソフトイゥ゠は最新版です。現在

使用中のソフトイゥ゠よりも新しい最新版゠ップデータが存在する場合には、゠ップデータのフゟアル

がアンターネットからダインロードされ、EXTRA for Windows Version 5.1 を更新するためのアンストー

ルが開始されますので、画面に表示される指示にしたがって゠ップデートを行ってください。  
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第 3章 機能リファレンス 

3.1 [ファイル]メニュー 

3.1.1 [ファイル]-[新規編集] 

新規文書の編集を開始するには、[フゟアル]-[新規編集]メニューを選択するか、Ctrl+Nのカーを入

力します。また、ツールバーの[新規編集]゠アコン  をクリックして実行することもできます。  

現在表示されているイァンドイとは別に、新たに文書イァンドイが表示されます。新規文書の文書点訳

仮名訳規則は常に主：日本語、副：英語 2級、頁レア゠イトはテカストレアヤと仮名レアヤが 60行 74

ォラム、点字レアヤが 18行 32ォラムです。 

3.1.2 [ファイル]-[新規ウィザード] 

[フゟアル]-[新規イァザード]メニューを選択すると[新規イァザード：点訳と頁レア゠イトの指定]ダア゠ロ

グが表示されます。 

 

[新規イァザード]で新たな文書を作成するのに 2通りの方法が用意されています。1つはひな型の文

書を選択する方法、もう一つは点訳仮名訳規則と、頁レア゠イトをそれぞれ指定する方法です。どち

らの方法で新規文書を作成するかを指定します。 
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3.1.2.1 既存のひな型から選択 

[既存のひな型から選択]を選んで[次へ]ボタンを押すと、[新規イァザード：ひな型を指定]ダア゠ログ

が表示されます。 

 

一覧の中から新規文書で使用したいひな型を選択します。一覧にはユーザ登録したひな型フゟアル

も表示されます。[作成]ボタンを押すと、ひな型を元にして新規文書が作られます。 
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3.1.2.2 新規に点訳仮名訳規則と頁レイアウトを指定 

[新規に点訳仮名訳規則と頁レア゠イトを指定]を選択して[次へ]ボタンを押すと、[新規イァザード：点

訳仮名訳規則を指定]のダア゠ログが表示されます。 

 

このダア゠ログで、新規文書で使用したい点訳仮名訳規則を選択し[次へ]ボタンを押します。[新規

イァザード：頁レア゠イトを指定]ダア゠ログが表示されます。 

 

ここで新規文書で使用したい頁レア゠イトを指定します。[作成]ボタンを押すと、指定した点訳仮名訳

規則と頁レア゠イトで新規文書が作られます。 
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3.1.3 [ファイル]-[ファイルを開く] 

新たなフゟアルを開くには[フゟアル]-[フゟアルを開く]メニューを選択するか、Ctrl+Oのカーを入力し

ます。また、ツールバーの[フゟアルを開く]゠アコン  をクリックして実行することもできます。[フゟ

アルを開く]ダア゠ログが表示されるので、ダア゠ログから開きたいフゟアルを選択します。 
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フゟアルの種類は[フゟアルの種類]リストボックスより選択できます。サポートされているフゟアル形式は

次の通りです。 

 

ファイル形式 拡張子 

EXTRA for Windows Version 5/5.1 exf2 

EXTRA for Windows Version 3/4 exf 

テキストファイル txt 

HTML ファイル html, htm 

XML ファイル xml 

構造化点訳入力ファイル sbtif 

Microsoft Word doc, rtf 

Microsoft Word 2003 xml 

Microsoft Word 2007 docx, docm 

Microsoft Excel xls 

Microsoft Excel 2003 xml 

Microsoft Excel 2007 xlsx, xlsm 

Microsoft PowerPoint ppt 

Microsoft PowerPoint 2007 pptx, pptm 

PDF pdf 

一太郎 jsd 

一太郎 7 jfw 

Myword 3 mwc 

Myword 5 mwe 

EXTRA 2001 mse 

標準点字 brl 

BASE bse 

コータクン nab 

BE bet 

BES bes 

ブレイルスター2 ble 

ブレイルスター3 bs 

拡張子 jtdについては、一太郎 8/Lite/9/10/11/12/13/2004の各バージョンをサポートします。拡

張子 xmlについては、Microsoft Word 2003用、Microsoft Excel 2003用の選択項目があります。

Microsoft Word 2003、Microsoft Excel 2003で作られた XMLフゟアルを読み込む場合にはこちらの

選択項目を使用します。 

EXTRA for Windows Version 5/5.1のフゟアル型式(exf2)と、EXTRA for Windows Version 3/4のフゟ

アル型式(exf)、EXTRA 2001のフゟアル型式(mse)のフゟアルを選択して、[開く]ボタンを押すと、即座

にフゟアルが開かれます。これ以外のフゟアル型式を選択した場合には、後述する追加の指定が必

要です。 
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3.1.3.1 テキストイメージを読み込む場合 

テカストアメージを読み込む場合とは、拡張子 txtのテカストフゟアルを開く他に、HTMLフゟアル、

XML フゟアル、Microsoft Word/Excel/PowerPoint、PDFフゟアル、一太郎フゟアル、Myword を開く場

合が相当します。 

EXTRA for Windows Version 5.1では、XMLフゟアル、Microsoft Word、リッチテカストフェーマット、

PDF、Microsoft Excel、Microsoft PowerPoint、一太郎、Myword等のフゟアルから読み込むことがで

きるのは、テカスト情報に限られます。HTMLフゟアルの読み込みに際しては、EXTRA for Windows 

Version 5.1で表現できる見出しなどの構造情報を段落スタアルとして読み込めます。  

これらのフゟアルを選択して[開く]ボタンを押すと、[フゟアルを開く：点訳と頁レア゠イトの指定]ダア゠ロ

グが表示されます。 

 

テカスト情報を読み込むには 2通りの方法が用意されています。1つはひな型の文書を選択する方

法、もう一つは点訳仮名訳規則と、頁レア゠イトをそれぞれ指定する方法です。どちらの方法でフゟア

ルを開くかを指定し[次へ]ボタンを押します。 
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ひな型を指定 

[既存のひな型から選択]を選択して、[次へ]ボタンを押した場合には、[フゟアルを開く：ひな型を指

定]ダア゠ログが開きます。 

 

一覧の中からこれから開くフゟアルで使用したいひな型を選択します。一覧にはユーザ登録したひな

型フゟアルも表示されます。ひな型を選択した後、[次へ]ボタンを押します。テカストフゟアル以外の形

式を通じてテカスト情報を読み込む場合はこれで、フゟアルが開かれます。 
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テカストフゟアルを開く場合には、[フゟアルを開く：テカスト読み込み形式指定]ダア゠ログが表示され

ます。ここで、テカストフゟアルがどのような文字コードであるかを指定します。サポートされている文字

コードは次の通りです。 

  自動判定  

  Shift-JIS  

  EUC-JP  

  ISO-2022-JP  

  UTF-8 Unicode  

  UTF-7 Unicode  

  UCS2-BE Unicode  

  UCS2-LE Unicode  

  UCS4-BE Unicode  

  UCS4-LE Unicode  

文字コードが判らない場合には[自動判定]を選択してください。多くの場合は[自動判定]でうまく判

別できますが、完全ではありません。開いたフゟアルが文字化けしていた時には、別の文字コードを

指定してください。なお、テカストフゟアルの改行コードについては自動判定されます。テカストフゟア

ルの NP(0x0c)のコードは改頁として読み込まれます。 

[テカストと点字を行同期する]にチゥックしてフゟアルを読み込むと、点字の行分割を元に点字とテカ

ストの内容が行同期するような位置にテカスト内に改行が補われます。読み込んだ直後はテカストレ

アヤの行と点字レアヤの行が行単位で内容同期しています。この状態で墨字と点字を併記できる点

字プリンタに印字すると、点字と墨字の内容が行同期した形で印字できます。なお、読み込んだ後の

編集によって行同期の状態は崩れる可能性があります。行同期の状態を維持するには手動で行同

期を維持するように編集を加えてください。 

[開く]ボタンを押すと、テカストフゟアルが読み込まれます。 
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点訳仮名訳規則と頁レイアウトを指定 

[フゟアルを開く：点訳と頁レア゠イトの指定]ダア゠ログで、[新規に点訳仮名訳規則と頁レア゠イトを指

定]を選択して[次へ]ボタンを押します。 

テカストフゟアルを開く場合には、次に前述の[フゟアルを開く：テカスト読み込み形式指定]ダア゠ログ

が表示されます。ここで、文字コードと、テカストと点字を同期するかどうかを指定した後、[次へ]ボタ

ンを押します。 

 

[フゟアルを開く：テカスト→点字変換の点訳規則指定]ダア゠ログが表示されます。ここで、点訳規則

を指定し、[次へ]ボタンを押します。 
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最後に[フゟアルを開く：頁レア゠イトを指定]ダア゠ログが表示されます。ここでテカストレアヤ、仮名レ

アヤ、点字レアヤの頁レア゠イトを指定した後、[開く]ボタンを押してください。これまでに指定した値

でフゟアルが読み込まれます。 

なお、[フゟアルを開く：テカスト読み込み形式指定]ダア゠ログにて[テカストと点字を行同期する]を

チゥックしていた場合には、このダア゠ログのテカストレアヤと仮名レアヤの値は直接指定できません。

テカストレアヤと仮名レアヤの値はそれぞれ、行数は点字レアヤの指定値、ォラム数は点字レアヤの

指定値の倍が自動的にセットされます。 
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3.1.3.2 標準点字(BRL)形式の点字ファイルを選択した場合 

 

標準点字(BRL)形式の点字フゟアルを選択した場合には、[フゟアルを開く：点訳と頁レア゠イトの指

定]ダア゠ログが開きます。テカストフゟアルを開く時と同様にフゟアルの読み込みには 2通りの方法が

用意されています。1つはひな型の文書を選択する方法、もう一つは点訳仮名訳規則と、頁レア゠イ

トをそれぞれ指定する方法です。どちらの方法でフゟアルを開くかを指定し[次へ]ボタンを押します。 

[既存のひな型から選択]を指定した場合には、続いて[フゟアルを開く：ひな型を指定]ダア゠ログが表

示されるので、ここでひな型を選択してから、[開く]ボタンを押すと、フゟアルが開きます。 

[新規に点訳仮名訳規則と頁レア゠イトを指定した場合には、続いて[フゟアルを開く：点字→テカスト

変換の点訳規則指定]ダア゠ログが表示されます。ここで、点訳規則を指定し、[次へ]ボタンを押すと

[フゟアルを開く：頁レア゠イトを指定]ダア゠ログが表示されます。ここでテカストレアヤ、仮名レアヤ、点

字レアヤの頁レア゠イトを指定した後、[開く]ボタンを押すとフゟアルが開きます。 
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3.1.3.3 他ソフトウェアの点字ファイルを選択した場合 

ここでは標準点字(BRL)形式以外の他ソフトイゥ゠の点字フゟアルを選択した場合について解説しま

す。標準点字(BRL)形式については前節の説明をご覧ください。  

 

他ソフトイゥ゠の点字フゟアルを選択した場合には、[フゟアルを開く：点字→テカスト変換の点訳規則

指定]ダア゠ログが開きます。他ソフトイゥ゠の点字フゟアルには点訳規則の情報が無いため、ここで

指定する必要があります。点訳規則を指定し、[開く]ボタンを押すとフゟアルが開きます。  

なお、標準点字(BRL)形式以外の他ソフトイゥ゠の点字フゟアル形式は頁レア゠イト情報を持っている

ため、頁レア゠イト情報の指定は不要です。  
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3.1.3.4 編集用・印刷用の指定 

EXTRA for Windowsの点字フゟアル型式(exf2, exf, mse)以外の点字フゟアルを開く場合には、イァ

ザードの最後に[フゟアルを開く：編集用・印刷用の指定]というダア゠ログが表示されます。 

 

ここで、ラジエボタンで[編集用]、[印刷用]のどちらかを選択します。 

[編集用]を選択すると、元の点字フゟアルの情報をできるだけ EXTRA for Windowsに取り込む形で

フゟアルの内容を読み込みます。ただし、ヘッダ行の表現手段が EXTRA for Windows と異なるなど

の理由で、一部のヘッダ行の内容は変換されて取り込まれます。通常は、[編集用]を使って、フゟア

ルを読み込んでください。 

[印刷用]を選択すると、元の点字フゟアルのヘッダ行(ページ行)の内容を、各ページの本文の 1行目

として読み込みます。この場合には、元の点字フゟアルのヘッダ行の内容は完全に維持された形で

EXTRA for Windowsに読み込まれますが、読み込んだ内容が編集できないという制限があります。

他の点字文書作成ソフトで作成したフゟアルを読み込んで、EXTRA for Windowsで印刷作業を行う

場合には、[印刷用]を指定して読み込んでください。 
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3.1.4 [ファイル]-[上書き保存] 

文書をフゟアルとして保存するには、[フゟアル]-[上書き保存]メニューを選択するか、Ctrl+Sのカーを

入力します。また、ツールバーの[上書き保存]゠アコン  をクリックして実行することもできます。  

フゟアル名が未設定の場合には、後述の[名前を付けて保存]ダア゠ログが表示されるので、ここで保

存先のフェルダとフゟアル名を指定します。 

点字フゟアルを開いたばかりの時や、フゟアルの保存後に内容に変更が加わるような編集を行ってい

ない状況では、フゟアルを保存する必要が無いので、[フゟアル]-[上書き保存]のメニューはグレー表

示され選択できません。 

フゟアルを上書き保存する際に、同名フゟアルが存在する時には、旧フゟアルは拡張子 bakのフゟア

ルに変更された後、フゟアルが保存されます。前回保存した内容を元に戻したい場合には、この拡張

子 bakのフゟアルを元の拡張子のフゟアルにウクスプローラなどで変更してからフゟアルを読み込ん

でください。 
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3.1.5 [ファイル]-[名前を付けて保存] 

フゟアルに別名を付けて保存するには、[フゟアル]-[名前を付けて保存]メニューを選択します。ツー

ルバーの[名前を付けて保存]゠アコン  をクリックして実行することもできます。すると、次の[名前

を付けて保存]ダア゠ログが表示されます。  

 

保存するフゟアル型式としては各種の点字フゟアル形式、もしくはテカストフゟアル型式が指定できま

す。 

※注： 従来の文書保存のフゟアル型式と異なるフゟアル形式を指定する場合には、フゟアル名に拡張

子を含めて指定してください。 

保存形式としてテカスト型式を選ぶと、テカスト形式の保存方法を指定するダア゠ログが表示されます。 
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ここでテカストフゟアルの文字コードを指定します。指定できる文字コードは次の通りです。  

  Shift-JIS  

  EUC-JP  

  ISO-2022-JP  

  UTF-8 Unicode  

  UTF-7 Unicode  

  UCS2-BE Unicode  

  UCS2-LE Unicode  

  UCS4-BE Unicode  

  UCS4-LE Unicode  

改行コードは、Windows/DOS(CR+LF), UNIX(LF), Mac(CR)の 3種類から選択します。  

また、出力レアヤは、テカスト、仮名、点字から選択します。  

テカスト出力の内容は、どのレアヤの場合にも本文の内容のみで、ヘッダ・フッタの内容は出力されま

せん。点字レアヤを出力した場合には、点字情報は NABCC コード(技術情報を参照)で保存されま

す。  
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3.1.6 [ファイル]-[閉じる] 

現在編集している文書を閉じます。編集による変更が未保存だと、[フゟアルがセーブされていませ

ん]というダア゠ログが表示されます。保存する場合には[はい]、保存しない場合には[いいえ]のボタ

ンを選択してください。 

 

フゟアル名が未設定の状況で[はい]を選択すると、前述の[名前を付けて保存]ダア゠ログが表示され

ます。フゟアル名が設定されている状況では[はい]を選択するとフゟアルの保存が行われます。[はい]

を選択した場合に、フゟアルを閉じるには、再度[フゟアル]-[閉じる]メニューを選択してください。  
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3.1.7 [ファイル]-[テキスト挿入] 

テカストレアヤの現在のォーソル位置に、指定したフゟアルのテカスト内容を挿入します。[フゟアル]-

[テカスト挿入]のメニューを選択すると、[テカスト挿入]ダア゠ログが開きます。 

 

このダア゠ログで、挿入したいテカスト内容を持つフゟアルを選択し[開く]ボタンを押します。次の種類

のフゟアル挿入がサポートされています。  

ファイル形式 拡張子 

Shift_JIS テキスト txt 

自動漢字コード判定テキスト txt 

EUC-JP テキスト txt 

ISO-2022-JP テキスト txt 

UTF-8 Unicode テキスト txt 

UCS2-BE Unicode テキスト txt 

UCS2-LE Unicode テキスト txt 

UCS4-BE Unicode テキスト txt 

UCS4-LE Unicode テキスト txt 

UTF-7 Unicode テキスト txt 

HTML ファイル html, htm 

XML ファイル xml 

構造化点訳入力ファイル sbtif 

Microsoft Word doc 

Microsoft Word rtf 

Microsoft Word 2003 xml 

Microsoft Word 2007 docx, docm 

Microsoft Excel xls 

Microsoft Excel 2003 xml 

Microsoft Excel 2007 xlsx, xlsm 

Microsoft PowerPoint ppt 
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Microsoft PowerPoint 2007 pptx, pptm 

PDF pdf 

一太郎 jtd 

一太郎 7 jfw 

Myword 3 mwc 

Myword 5 mwe 

テカストフゟアルを開く場合には、フゟアルの種類で直接文字コードを指定してください。改行コードに

ついては自動判別します。 

[開く]ボタンを押すと、ォーソル位置にフゟアルの内容が挿入されます。HTMLフゟアルを挿入する場

合には、EXTRA for Windows Version 5.1で表現できる見出しなどの構造情報を段落スタアルとして

読み込みます。 
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3.1.8 [ファイル]-[文書情報] 

EXTRA for Windows Version 5.1では、文書に関する情報を設定できます。文書情報の設定は必須

事項ではありませんが、設定をしておくと文書管理に役立てたり、設定した情報を表紙や奥付の自動

生成機能に利用できます。  

文書情報を設定するには、[フゟアル]-[文書情報]メニューを選択し、[文書情報設定]ダア゠ログを表

示します。[文書情報設定]ダア゠ログは 4つのタブ[表紙用]、[奥付用]、[その他 1]、[その他 2]で構

成されています。各項目に値を設定した後、[OK]ボタンを押すと、文書情報が設定されます。  

3.1.8.1 [表紙用]タブ 

 

[表紙用]タブでは、表紙の作成機能で参照される項目を指定します。  
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3.1.8.2 [奥付用]タブ 

 

[奥付用]タブでは、奥付の作成機能で参照される項目を指定します。タアトル、著者、組織名/出版

社、点訳団体、点訳者の項目はグレーになっていますが、これは[表紙用]タブと重複している内容で

す。これらの項目の値を変更するには[表紙用]タブを表示して行ってください。  



156  EXTRA for Windows Version 5.1 

3.1.8.3 [その他 1]タブ 

 

[その他 1]タブは表紙、奥付以外の文書情報です。ダブリンコ゠で既定されている内容等について記

述できます。言語の項目については、[未設定]、[日本語(ja)]、[英語(en)]から選択してください。  
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3.1.8.4 [その他 2]タブ 

 

[その他 2]タブは表紙、奥付以外の残りの文書情報です。  
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3.1.9 [ファイル]-[点字印刷設定] 

点字印刷をするには、あらかじめ[フゟアル]-[点字印刷設定]のメニューで、[点字印刷設定]ダア゠ロ

グを表示し、点字プリンタに関する設定を行っておきます。 

 

設定項目には、プリンタ機種、用紙長、方法、プリンタ名があります。 

プリンタ機種は次の中から指定します。 

  NABCC(generic)  

  ET・ジュリエット インターポイント  

  ET・ジュリエット インターライン  

  エベレスト・ベーシック-D インターポイント  

  エベレスト・ベーシック-D インターライン  

  バーサポイント U  

  バーサポイント J  

  ESA721  

  BT5000  

  BT3000  

  TP32  

  ブレイロコメット  

  ティールベータ X3  

  BT2000  

  BT2000仮名付き  

  BMP320  

  BMP320墨字付き  

  BMP320仮名付き  

  DOG-Multi  

  DOG-Multi墨字付き  

  DOG-Multi仮名付き  

  BT-201  

  BT-201墨字付き  
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  BT-201仮名付き  

  ESA919  

  Tiger(レガシー)  

  Emprint  

  Emprint墨字付き  

  Emprint仮名付き  

  Tiger Max/Cub/Cub Jr.  

用紙長は、次の一覧より選択します。プリンタによっては扱える用紙が異なるため、指定したプリンタ

の種類によって用紙長として選択できる候補は変化します。 

  プリンタ既定値  

  １０  

  １１  

  １２  

  １３  

  １４  

  １５  

方法は、次の一覧より選択します。用紙長と同様に、プリンタによっては扱える方法が異なるため、指

定したプリンタの種類によって、方法として選択できる候補が変化するので、注意してください。 

  片面  

  手動両面  

  両面  

プリンタ名に、1章のプリンタドラアバのアンストールで、アンストールしたプリンタ名を指定します。 

[OK]ボタンを押すと点字印刷設定が完了します。  
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3.1.9.1 [テスト印刷] 

[点字印刷設定]ダア゠ログの[テスト印刷]ボタンを押すと、[点字テスト印刷]ダア゠ログが表示され、

[点字印刷設定]ダア゠ログで指定した内容でテスト印刷が行えます。点字プリンタとのケーブルの結

線や、通信パラメータが正確に設定されているかを、テスト印刷を行うことで簡単に確認できます。  

 

印刷パターンを 1～3の中から選びます。印刷パターンはテスト用文書に外枠線が描かれたものにな

ります。[OK]ボタンを押すと、テスト印刷が始まります。  

3.1.9.2 [詳細設定] 

点字プリンタのプリンタ機種に次の機種を選んだ場合には[詳細設定]のボタンを押せるようになりま

す。  

  DOG-Multi墨字付き  

  DOG-Multi仮名付き  

  Emprint  

  Emprint墨字付き  

  Emprint仮名付き  

  Tiger Max/Cub/Cub Jr.  

[詳細設定]ボタンを押して、[詳細設定]ダア゠ログを表示し、プリンタ固有の特性に応じた設定内容を

指定できす。  



EXTRA for Windows Version 5.1  161 

DOG-Multi墨字付き・DOG-Multi仮名付き 

プリンタ機種に「DOG-Multi墨字付き」もしくは「DOG-Multi仮名付き」を選択して、[詳細設定]ボタン

を押すと、次のような[詳細設定]ダア゠ログが表示されます。  

 

[詳細設定]ダア゠ログには 3つのチゥックボックスがあります。いずれも墨字をどのように印刷するか

についての指定です。  

[点字の上]を選択すると、点字に対応する墨字内容が、点字の上の行に印刷されます。  

[縦倍角]を選択すると、墨字が縦に倍の長さの文字で印刷されます。なお、縦倍角を指定した場合

には、点字と墨字の内容が一部被さって印刷されます。  

[横倍角]を選択すると、墨字が横に倍の長さの文字で印刷されます。[横倍角]を選択すると、同じ内

容を印刷するのに横方向に通常より倍の空間が必要になるため、墨字の内容が 1行に印刷しきれな

くなる可能性があります。1行に収まりきらない墨字の内容は、行頭から再度重ね印刷されます。墨

字の重ね印刷を防止するために、テカストレアヤ、仮名レアヤのレア゠イトのォラム数を半分に設定し

直すなどの対処をお勧めします。  

Emprint・Tiger Max/Cub/Cub Jr. 

プリンタ機種に「Emprint」もしくは「Tiger Max/Cub/Cub Jr.」を選択して、[詳細設定]ボタンを押すと、

次のような[詳細設定]ダア゠ログが表示されます。  
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点字印刷を行って、印刷内容が用紙の適切な位置に印刷されない場合には、[詳細設定]ダア゠ログ

の上余白、左余白の項目内容を mm単位で指定し直してください。  

点字印刷に使用する用紙サアズは、[点字印刷設定]ダア゠ログの[用紙長]の項目ではなく、このダア

゠ログの中の[プリンタ設定]ボタンを押すと表示される、プリンタドラアバのプロパテァ設定ダア゠ログ

で指定してください。 

Emprint墨字付き・Emprint仮名付き 

プリンタ機種に「Emprint墨字付き」もしくは「Emprint仮名付き」を選択して、[詳細設定]ボタンを押す

と、次のような[詳細設定]ダア゠ログが表示されます。  
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この[詳細設定]ダア゠ログでは、前述の Emprint・Tiger Max/Cub/Cub Jr.用の[詳細設定]の指定内

容に加えて、墨字の印刷位置、墨字フェントの指定が行えます。 

墨字の印刷位置は[点字の下]、[点字の上]のどちらかを指定します。[点字の上]を指定すると、墨字

が対応する点字の上の行に印字されます。 

墨字フェントは、本文、ヘッダ、フッタ、各段落スタアルなどに応じて、文字のサアズと文字の色を指定

できます。文字のサアズはポアント単位で指定します。文字色については、黒、青、緑、赤、黄、水色、

紫、白の中から選択します。文字色に白を指定すると、墨字印刷が行われません。 
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3.1.10 [ファイル]-[点字印刷] 

編集した点字文書を印刷するには、[フゟアル]-[点字印刷]メニューを選択します。次の[点字印刷]ダ

ア゠ログが表示されます。 

 

このダア゠ログで、印刷部数、印刷開始頁、印刷終了頁を指定します。プリンタ機種、用紙長、プリン

タ名、方法の項目については、[点字印刷設定]ダア゠ログで設定した値が使われます。印刷開始頁、

印刷終了頁は表示頁番号ではなく、通し頁で指定します。 

値の設定後、[OK]ボタンを押すと点字プリンタへの印刷が始まります。 
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3.1.11 [ファイル]-[墨字用紙設定] 

墨字印刷を行うには、あらかじめ墨字用紙設定を行う必要があります。[フゟアル]-[墨字用紙設定]メ

ニューを選択すると[墨字用紙設定]ダア゠ログが表示されます。 

 

墨字印刷時の用紙サアズ、給紙方法、印刷の向き、余白が設定できます。また、[プリンタの設定]ボ

タンを押すと、印刷に使用するプリンタを指定したり、個々のプリンタの設定が行えます。用紙サアズ

の選択肢は、使用するプリンタによって変化します。 

※注： Windows 7および Windows Vistaでは[プリンタの設定]ボタンは表示されませんが、Alt+Pの

カーを押すと[プリンタの設定]機能をこのダア゠ログ内から呼び出せます。 
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3.1.12 [ファイル]-[墨字印刷]-[○○レイヤ印刷] 

指定したレアヤの内容を墨字プリンタに印刷するには、印刷したいレアヤに応じた[フゟアル]-[墨字印

刷]-[○○レアヤ印刷]のメニューを選択します。[印刷]ダア゠ログが表示されます。  

 

印刷に使用するプリンタ、印刷部数、印刷範囲を指定した後、[OK]ボタンを押すと、墨字印刷が始ま

ります。 

なお、墨字印刷では画面描画用に指定されたフェントと同一の種類のフェントが使われますが、フェ

ントサアズは用紙と行とォラムのレア゠イト設定により適切なサアズが使用されます。 
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3.1.13 [ファイル]-[墨字印刷プレビュー]-[○○レイヤをプレビュー] 

指定したレアヤの墨字印刷内容をプレビューするには、プレビューしたいレアヤに応じた[フゟアル]-

[墨字印刷プレビュー]-[○○レアヤをプレビュー]を選択します。該当レアヤの墨字印刷プレビュー内

容が表示された[墨字印刷プレビュー]ダア゠ログが表示されます。  

 

[墨字印刷プレビュー]ダア゠ログで、墨字印刷内容が画面で確認できます。プレビュー表示は[縮小]、

[拡大]のボタンを押すと、表示倍率が変化します。[前ページ]、[次ページ]のボタンで、プレビュー表

示するページを変更できます。[墨字印刷プレビュー]ダア゠ログを閉じるには、[閉じる]ボタンを押し

ます。 
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3.1.14 [ファイル]-[終了] 

EXTRA for Windows Version 5.1 を終了するには、[フゟアル]-[終了]メニューを選択します。未保存

の文書があると、[フゟアルがセーブされていません]というタアトルのダア゠ログが表示され、文書を保

存するかどうかが訊かれます。 

 

保存する場合には[はい]、保存しない場合には[いいえ]のボタンを押します。 
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3.2 [編集]メニュー 

3.2.1 [編集]-[元に戻す] 

EXTRA for Windows Version 5.1では文書の編集内容を 1 ステップずつ記憶して、常に元の編集状

態に戻ることができます。全ての編集内容を記憶するように設定すると、文書の編集を始めた最初の

状態にまで遡れます。編集前の状態に戻るには[編集]-[元に戻す]メニューを選択するか、Ctrl+Zの

カーをカーボード入力します。また、元に戻す操作をツールバーの[元に戻す]゠アコン  をクリッ

クして実行することもできます。 

元に戻るための指定は、[設定]-[環境設定]メニューより表示される[環境設定]ダア゠ログの[元に戻

す]タブで設定します。元に戻す機能を有効にするには、[環境設定]ダア゠ログの[元に戻す]タブの

[元に戻す機能の使用]のチゥックボックスを有効にしておく必要があります。 

新規編集をしたばかりの状態や、フゟアルを開いたばかりで直前の編集操作が無い場合には、[編

集]-[元に戻す]メニューはグレー表示となり、選択できません。また、[環境設定]ダア゠ログで、元に

戻すを無効に設定している場合や、元に戻す操作を記録した上限まで行った場合にも、[編集]-[元

に戻す]メニューはグレー表示となります。 

3.2.2 [編集]-[やり直し] 

[編集]-[やり直し]メニューを選択すか、Ctrl+Yのカーをカーボード入力すると、[元に戻す]で復帰し

た編集内容を、元に戻す前の状態に復帰できます。  

やり直し操作は、[元に戻す]の操作をした直後のみ可能です。[編集]-[やり直し]メニューは、[元に戻

す]を一度も行っていない状態ではグレー表示になっており、選択できません。[元に戻す]の操作を

行うと、[編集]-[やり直し]メニューを選択できるようになります。元に戻すを行い、やり直し可能な状態

になった後に、文字の入力等の編集操作を行うと、再びやり直しが行えない状態に戻ります。 

3.2.3 [編集]-[切り取り] 

選択範囲を切り取り、クリップボードに貼り付けるには、あらかじめ範囲選択を行った上で、[編集]-

[切り取り]メニューを選択するか、Ctrl+Xのカーを入力します。ツールバーの[切り取り]゠アコン  

をクリックして実行することもできます。  

点字レアヤの内容を切り取った場合には、選択範囲の点字情報が NABCC コードでクリップボードに

貼り付けられます。  
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3.2.4 [編集]-[コピー] 

選択範囲をクリップボードにコピーするには、あらかじめ範囲選択を行った上で、[編集]-[コピー]メ

ニューを選択するか、Ctrl+Cのカーを入力します。ツールバーの[コピー]゠アコン  をクリックして

実行することもできます。  

点字レアヤの内容をコピーした場合には、選択範囲の点字情報が NABCC コードでクリップボードに

貼り付けられます。  

3.2.5 [編集]-[貼り付け] 

クリップボードの内容をォーソル位置に貼り付けるには、[編集]-[貼り付け]メニューを選択するか、

Ctrl+Vのカーを入力します。ツールバーの[貼り付け]゠アコン  をクリックして実行することもでき

ます。クリップボードより文字情報が読み込まれ、ォーソル位置あるいは選択個所に貼り付けられます。 

3.2.6 [編集]-[削除] 

選択範囲を削除するには、あらかじめ範囲選択を行った上で[編集]-[削除]メニューを選択するか、

Deleteカーを入力します。ツールバーの[削除]゠アコン  をクリックして実行することもできます。  

3.2.7 [編集]-[検索] 

指定した文字列を文書中から検索するには[編集]-[検索]メニューを選択するか、Ctrl+Fのカーを入

力します。次の[検索]ダア゠ログが表示されます。 

 

検索文字列を指定し、[次候補]ボタンを押すと、文書の中から検索文字列を検索します。検索された

結果は、選択された状態で示されます。検索する向きは[上へ]、[下へ]のラジエボタンで指定します。 

テカストの検索の場合には、[大文字と小文字を区別する]のチゥックボックスで、検索時の゠ルフゟ

ベットの大文字、小文字の区別に関する扱いを指定できます。 
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点字レアヤを検索する場合には、点字レアヤにォーソルを置き、検索文字列に点字を入力することに

よって、点字文字列を検索できます。 

なお、ヘッダ、フッタ、段落スタアルによって生成された文字列は検索の対象外です。  

3.2.8 [編集]-[置換] 

文書中の指定した文字列を別の文字列に置き換えるには[編集]-[置換]メニューを選択するか、

Ctrl+Hのカーを入力します。次の[置換]ダア゠ログが表示されます。 

 

検索文字列と置換文字列を指定し、[次候補]ボタンを押すと置換文字列が検索されます。検索され

た結果は、選択された状態で示されます。この状態で[置換]ボタンを押すと、検索文字列が置換文

字列に置き換わります。また、[一括置換]ボタンを押すと、全文書中の検索文字列を置換文字列に

一度に置換できます。検索する向きは[上へ]、[下へ]のラジエボタンで指定できます。 

テカストの検索の場合には、[大文字と小文字を区別する]のチゥックボックスで、検索時の゠ルフゟ

ベットの大文字、小文字の区別に関する扱いを指定できます。 

点字レアヤを置換する場合には、点字レアヤにォーソルを置き、検索文字列と置換文字列に点字を

入力することによって、点字文字列の置換ができます。 

なお、ヘッダ、フッタ、段落スタアルによって生成された文字列は置換の対象外です。  

3.2.9 [編集]-[全文選択] 

ォーソルが置かれたレアヤの全文を選択するには、[編集]-[全文選択]メニューを選択するか、Ctrl+A

のカーを入力します。  

3.2.10 [編集]-[段落全選択] 

ォーソルが置かれた段落の全体を選択するには、[編集]-[段落全選択]メニューを選択するか、

Ctrl+Dのカーを入力します。  
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3.2.11 [編集]-[選択解除] 

選択範囲を解除するには、[編集]-[選択解除]メニューを選択するか、Ctrl+Bのカーを入力します。  

3.2.12 [編集]-[表紙] 

[文書情報]ダア゠ログの[表紙用]タブで設定された内容を元に表紙を作成するには、[編集]-[表紙]

メニューを選択します。[表紙作成]ダア゠ログが表示されます。  

 

[表紙作成]ダア゠ログには、[文書情報]ダア゠ログの[表紙用]タブの入力欄と同じ項目のチゥックボッ

クスが並んでおり、各チゥックボックスの右側に[文書情報]ダア゠ログでの入力値が表示されています。

これから作成する表紙に使用したい項目にチゥックマークを付け、[作成]ボタンを押すと文書の先頭

に表紙が作成されます。作成された表紙の内容は通常の本文と同じなので自由に編集できます。  

3.2.12.1 表紙の削除 

一度作成した表紙を消すには、[編集]-[表紙]メニューを選択して[表紙作成]ダア゠ログを表示します。

[削除]ボタンを押すと、作成済みの表紙が削除されます。  
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3.2.12.2 表紙の更新 

文書情報を変更したために表紙を作り直したい、表紙部分に表示する項目を変更したい場合には表

紙の更新を行います。表紙の更新を行うには、[編集]-[表紙]メニューを選択して[表紙作成]ダア゠ロ

グを表示します。表紙に表示する項目のチゥックマークを変更した後、[更新]ボタンを押すと、作成済

みの表紙が削除されて、代わりに新しい表紙が作成されます。従来の表紙に対して変更した編集内

容は失われますので注意してください。  
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3.2.13 [編集]-[目次] 

見出し属性(1～4)を付けた段落について目次を作成することができます。目次を挿入したい箇所に

ォーソルを移動し、[編集]-[目次]メニューを選択すると[目次作成]ダア゠ログが表示されます。  

 

目次の対象とする段落スタアルを次の中から選びます。  

  見出し 1  

  見出し 1～2  

  見出し 1～3  

  見出し 1～4  

点字接続線種には、見出し文字列と参照先の頁番号との間に入る点線のパターンとして[2の点]もし

くは[3の点]のどちらかを指定します。  

アンデントには目次に対して適用するアンデントの値を設定します。  

[作成]ボタンを押すと、ォーソル位置に目次の内容が作成されます。目次の内容は、参照先の段落

の内容と点線、参照先の段落の点字レアヤでの頁番号から構成されます。点線の前後には 1マス分

の空白が入ります。生成された目次は通常の本文と同様に編集できますが、目次内容の右側の点線

と頁番号部分については変更できません。  

生成された目次の段落は、目次という特殊なスタアルが設定されます。目次スタアルはこの方法以外

では設定できません。  
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3.2.13.1 目次の削除 

1度作成した目次を削除するには、[編集]-[目次]メニューを選択して[目次作成]ダア゠ログを表示し

ます。ダア゠ログの[削除]ボタンを押すと、目次が削除されます。  

3.2.13.2 目次の更新 

文書を編集し続けると、目次の参照先になっている段落の位置が変化し、段落の頁番号位置が変化

します。また、新たに見出し 1～4の段落スタアルの段落を追加・削除すると目次の項目が増減するこ

とになります。EXTRA for Windows Version 5.1は、目次の参照先が更新された際に、目次内容の自

動更新は行ないません。代わりに利用者が手動で目次を更新する必要があります。  

目次を更新するには、[編集]-[目次]メニューを選択して、[更新]ボタンを押します。作成されていた

目次が消え、新たに目次が生成されます。目次に対して直接変更を加えた内容は失われますので

注意してください。  

3.2.13.3 目次の位置変更 

目次の更新は、既に目次の作成されていた箇所に新しい目次を作り直します。目次の位置を変更す

るには、一度目次を削除した後に、新たに目次を作成したい箇所にォーソルを移動した後、再度、目

次を作成します。  
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3.2.14 [編集]-[奥付] 

[文書情報]ダア゠ログの[奥付用]タブで設定された内容を元に奥付を作成するには、[編集]-[奥付]

メニューを選択します。[奥付作成]ダア゠ログが表示されます。  

 

[奥付作成]ダア゠ログには、[文書情報]ダア゠ログの[奥付用]タブの入力欄と同じ項目のチゥックボッ

クスが並んでおり、各チゥックボックスの右側に[文書情報]ダア゠ログでの入力値が表示されています。

これから作成する奥付に使用したい項目にチゥックマークを付け、[作成]ボタンを押すと文書の最後

に奥付が作成されます。作成された奥付の内容は通常の本文と同じなので自由に編集できます。  

3.2.14.1 奥付の削除 

一度作成した奥付を消すには[編集]-[奥付]メニューを選択して[奥付作成]ダア゠ログを表示します。

[削除]ボタンを押すと、作成済みの奥付が削除されます。  

3.2.14.2 奥付の更新 

文書情報変更したために奥付を作り直したい、あるいは奥付部分に表示する項目を変更したい場合

には、奥付の更新を行います。奥付の更新を行なうには、[編集]-[奥付]メニューを選択して、[奥付

作成]ダア゠ログを表示します。奥付に表示する項目のチゥックマーク変更した後、[更新]ボタンを押

すと作成済みの奥付が削除されて、代わりに新しい奥付が作成されます。従来の奥付に対して変更

した内容は失われますので注意してください。  
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3.2.15 [編集]-[空白改行削除] 

テカストレアヤの空白文字や改行を一定の規則に基づいて一度に削除する機能が空白改行削除の

機能です。空白改行削除の機能はイァザード形式のダア゠ログによって実現されています。空白改

行削除を行うには、[編集]-[空白改行削除]メニューを選択します。  

 

始めに、[空白改行削除：操作対象]ダア゠ログが表示されます。対象が文書全体なのか、選択中の

段落のみかを選択し、[次へ]ボタンを押します。  
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次に[空白改行削除：操作指定]ダア゠ログが表示されます。ここで、[空白文字、タブの削除]、[改行

の削除]を行うかどうかについてチゥックし、[次へ]ボタンを押します。  

 

[空白文字、タブの削除]をチゥックした場合には、[空白改行削除：空白文字、タブ削除エプション]ダ

ア゠ログが表示されます。[半角空白文字の削除]、[全角空白文字の削除]、[タブの削除]、[英数字の

前後の半角スペースは維持]などの指定項目をチゥックし、[次へ]ボタンを押します。[改行の削除]を

指定しなかった場合には、[次へ]ボタンの代わりに[開始]ボタンが表示されています。[開始]ボタンを

押すと削除が始まります。  
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[改行の削除]をチゥックした場合には、[空白改行削除：改行削除エプション]ダア゠ログが表示されま

す。[全ての改行を削除]、[空行のみ削除]、[2行以上連続する空行を削除]のいずれかを選択し、

[開始]ボタンを押すと削除が始まります。  

3.2.16 [編集]-[強制改行挿入] 

EXTRA for Windows Version 5.1ではマス開けされた点字の語がまるまる行内に収まらない場合には、

その語を次の行に送るという規則で行換えを行います。通常はこのルールで問題はありませんが、希

に語が行のマス数を超え改行位置を明示したい場合や、語の途中に括弧などが入りその括弧の位

置で行換えを行いたいことがあります。このような場合には、強制改行文字を挿入することで改行位

置を指定できます。強制改行文字の挿入は、[編集]-[強制改行挿入]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Enterカーを入力します。  

強制改行挿入によって手動で設定された点字行の折り返し位置には、左向き三角印の強制改行

マーク  が表示されます。 

強制改行文字は、次の行の行頭で Back Spaceカーを入力することで削除できます。  

3.2.17 [編集]-[前の行に戻す] 

点字の長い語が次の行に送られた場合に、長い語の一部を前の行に戻したいことがあります。このよ

うな時には、戻したい箇所にォーソルを移動し、[編集]-[前の行に戻す]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Uのカーを入力します。前の行に行頭からォーソル位置までの点字を戻すだけのスペー

スがある場合には、強制改行文字が挿入され、スペースが無い場合にはウラーのビープ音がします。

挿入された強制改行文字は[編集]-[強制改行挿入]で行う強制改行文字と同じものです。  
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3.3 [設定]メニュー 

3.3.1 [設定]-[頁レイアウト] 

テカストレアヤ、仮名レアヤ、点字レアヤ、それぞれのレアヤの 1ページの行数とォラム数を設定する

には、[設定]-[頁レア゠イト]メニューを選択します。  

 

メニューを選択すると、[ページレア゠イト設定]ダア゠ログが表示されます。各、レアヤの行数、ォラム

数を指定し、[OK]ボタンを押すと頁レア゠イトが更新されます。 

3.3.2 [設定]-[文書タブ送り] 

文書全体に対してのタブ送りを指定するには、[設定]-[文書タブ送り]メニューを選択します。  

 

[文書タブ送り設定]ダア゠ログが表示されます。タブ送りォラム数を指定し、[設定]ボタンを押すと設

定値が更新されます。  
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3.3.3 [設定]-[文書開始頁] 

新規作成したばかりの文書の開始頁は 1頁からです。なんらかの理由で、文書の開始頁を指定した

頁から始めるようにしたい場合には、文書開始頁を設定します。文書開始頁の設定には、[設定]-[文

書開始頁]メニューを選択します。  

 

開始頁番号を入力して、[設定]ボタンを押すと、開始頁番号が指定した頁番号に変更されます。  

EXTRA for Windows Version 5.1には、通し頁番号と表示頁番号の 2つの頁番号があります。通し頁

番号は文書の頭から 1, 2, 3 と順に振られた頁番号で、開始頁番号を変更しても影響は受けません。

一方、表示頁番号の方は、文書開始頁の設定により値が変化します。ヘッダの頁番号部分に使われ

る頁番号は表示頁番号です。  

なお、文書の途中から、頁番号を変更するには、頁固有ヘッダの機能を利用してください。  
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3.3.4 [設定]-[段落インデント] 

メニューを選択すると、[アンデント設定]ダア゠ログが表示されます。 

 

ォーソルが置かれている段落、あるいは選択された段落に対して適用されるアンデントを設定します。 

段落の最初の行の左には、[段落頭アンデント]指定したォラム分のスペースが設けられます。段落の

2行目以降の行の左には[行頭アンデント]で指定したォラム分のスペースを設けられます。段落の各

行の右側には、[行末アンデント]で指定したォラム分のスペースを設けられます。 

[設定解除]ボタンを押すと、段落に対して個別に設定されたアンデント設定が解除されます。  

3.3.5 [設定]-[段落タブ送り] 

メニューを選択すると、[タブ送り設定]ダア゠ログが表示されます。 

 

ォーソルが置かれている段落、あるいは選択された段落に対して適用されるタブの値を設定します。 

[設定解除]ボタンを押すと、段落に対して個別に設定されたタブ送りが解除されます。  
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3.3.6 [設定]-[段落新頁属性] 

段落に対して新頁属性を設定すると、その段落が常に頁の先頭に来るようにレア゠イトされます(ただ

し、既に頁の先頭にある場合には、その限りではありません)。新頁属性を設定するには、まず設定し

たい段落にォーソルを移動します。次に[設定]-[段落新頁属性]のメニューを選択するか Ctrl+Enter

のカーを押します。  

新頁属性が設定されると、段落が既に頁の先頭にある場合を除き、段落が次頁の先頭に移動します。

新頁属性を付けた 1段落前の段落末が゠ルフゟベットの Pを模した のマークになります。新頁

属性の効果は 3つのレアヤに同時に適用されます。 

3.3.6.1 段落新頁属性の解除 

段落新頁属性のついた行にォーソルを置き、[設定]-[段落新頁属性]メニューを表示すると、メニュー

にチゥックマークが付きます。この状態で、[設定]-[段落新頁属性]メニューを選択すると、段落新頁

属性が解除されます。 

3.3.7 [設定]-[段落スタイル] 

EXTRA for Windows Version 5.1は段落にスタアルを付与して、右寄せ、中央揃え、見出し、リスト、

水平線、目次などを表現する構造になっています。目次以外のスタアルは、[設定]-[段落スタアル]の

サブメニューを使って利用者が自由に設定できます。  

段落スタアルによっては、見出しの前置文字列や水平線など自動的に生成される文字列を持つもの

があります。これらの自動生成された文字列にォーソルを移動することはできますが、文字の挿入・削

除や選択はできません。また、自動生成された文字列は検索・置換の対象外です。既定の色指定で

は背景が薄いグレーになっており、このグレーは編集できない領域であることを示しています。  

3.3.8 [設定]-[段落スタイル]-[右寄せ] 

右寄せの段落スタアルを設定するには、[設定]-[段落スタアル]-[右寄せ]メニューを選択するか、

Ctrl+Rのカーを入力します。ォーソル位置もしくは、選択された段落の段落スタアルに右寄せスタア

ルが付与され、段落の内容が右寄せでレア゠イトされるようになります。  

3.3.9 [設定]-[段落スタイル]-[中央揃え] 

中央揃えの段落スタアルを設定するには、[設定]-[段落スタアル]-[中央揃え]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Cのカーを入力します。ォーソル位置もしくは、選択された段落の段落スタアルに中央揃

えスタアルが付与され、段落の内容が中央にレア゠イトされるようになります。  
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3.3.10 [設定]-[段落スタイル]-[タイトル] 

タアトルの段落スタアルを設定するには、[設定]-[段落スタアル]-[タアトル]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Eのカーを入力します。  

 

[タアトル段落スタアル設定]ダア゠ログが表示されます。アンデントを設定し、[現段落に適用]ボタンを

押します。ォーソル位置もしくは、選択された段落の段落スタアルにタアトルのスタアルが付与され、

段落の内容が指定マス分アンデントされた形式でレア゠イトされるようになります。  

3.3.10.1 [既定値として設定] 

スタアルには既定値という概念があります。既定値は文書ごとに設定されます。既定値を変更する場

合には、指定した数値を変更した後[既定値として設定]ボタンを押します。既定値を適用していた段

落は変更後の値に更新されます。 

3.3.10.2 [既定値に戻す] 

ダア゠ログ内の設定値を既定値に戻すには、[既定値に戻す]ボタンを押します。このボタンの効果は、

ダア゠ログ内の値が既定値に書き換わるだけで、[現段落に適用]のボタンを押さない限り、段落に対

する設定は適用されません。 

[既定値として設定]、[既定値に戻す]の 2つのボタンは、[見出し 1～4]、[リスト 1～3]、[水平線]の各

段落スタアル設定ダア゠ログにも備わっています。いずれの動作も、[タアトル段落スタアル設定]ダア

゠ログでの動作と同様です。  
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3.3.11 [設定]-[段落スタイル]-[見出し 1～4] 

点字では見出しは行頭に見出しレベルに応じたマスを開けることで表現します。常に、同じ見出しレ

ベルに対して、同じ数のマス開けを行うのに段落に見出しスタアルを設定すると便利です。また、見

出しの段落スタアルを付けた箇所は、目次の参照先として利用できます。  

段落に見出しスタアルを設定するには、あらかじめスタアルを設定したい段落にォーソルを移動して

おき、見出しレベルに応じて[設定]-[段落スタアル]-[見出し 1]～[見出し 4]のメニューを選択し、設

定ダア゠ログを表示します。カーボードからはそれぞれ Chrl+Shift+1, Chrl+Shift+2, Chrl+Shift+3, 

Chrl+Shift+4を入力することで段落に見出しスタアルを設定できます。  

 

適用したいアンデントと前置文字列を指定し、[現段落に適用]ボタンを押すと、段落に見出しのスタア

ルが適用されます。  

前置文字列は段落の頭に自動的に付加される文字列です。プルダインリストから適切な値を選択し

て使用することもできますし、ユーザが文字列を直接入力することもできます。プルダインリストには使

用頻度の多い、見出しの前置文字列があらかじめ用意されています。  

前置文字列中に見出しレベルの半角数字(見出し 1なら 1, 見出し 2なら 2, 見出し 3なら 3, 見出し

4なら 4)を記述すると、その部分が見出しの通し番号(連番)として適用されます。  

通し番号は同じ見出しスタアルが使われる度に数字が 1つづつ増えていきます。例えば「第 1章」と

いう前置文字列で[見出し 1]の段落スタアルを複数の段落に設定したとします。最初の見出し 1の段

落本文は「第 1章」で始まります。次の見出し 1の段落本文は「第 2章」で始まり、次の見出し 1の段

落本文は「第 3章」という具合です。通し番号は、章、節などの番号の自動加算に使用します。  

[見出し 2]の通し番号は[見出し 1]のスタアルの段落が現れると 1に戻ります。同様に、[見出し 3]の

通し番号は[見出し 1]もしくは[見出し 2]のスタアルの段落が現れると 1に戻ります。[見出し 4]の通し

番号は[見出し 1]、[見出し 2]、[見出し 3]のスタアルの段落が現れると 1に戻ります。 
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3.3.11.1 通し番号開始 

 

見出しの通し番号は 1から開始します。1以外の数字から開始したい場合や、途中から別の番号に

変更したいときには、[通し番号開始]のチゥックボックスにチゥックを入れます。それまで隠れていた

通し番号の入力ファールドが表示されるので、ここに通し番号の開始番号を設定します。 
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3.3.12 [設定]-[段落スタイル]-[リスト 1～3] 

番号付きのリスト、あるいは番号無しリストの機能を実現するために、EXTRA for Windows Version 5.1

にはリストの段落スタアルが用意されています。リストの段落スタアルはリスト 1～リスト 3の 3種類が用

意されています。リスト 1は通常のリスト(箇条書き)として使用するための段落スタアルです。リスト 2は

リスト 1の項目の下にリストを設けるための段落スタアルです。また、リスト 3はリスト 2の項目の下にさ

らにリストを設けるための段落スタアルです。  

リストの段落スタアルを設定するには、あらかじめスタアルを設定したい段落にォーソルを移動してお

き、設定したいリストのレベルに応じて、[設定]-[段落スタアル]-[リスト 1]、[設定]-[段落スタアル]-[リ

スト 2]、[設定]-[段落スタアル]-[リスト 3]のいずれかのメニューを選択し、スタアル設定のダア゠ログを

表示します。リスト 1の段落スタアルは Ctrl+Shift+Lのカーを入力することでも設定できます。  

 

この図はリスト 1の段落スタアルを指定した場合に表示される[リスト 1段落スタアル設定]ダア゠ログで

す。アンデント、前置文字列を設定し、[現段落に適用]ボタンを押すと、ォーソルのある段落に対して

リスト 1の段落スタアルが適用されます。前置文字列中の数字は、見出しと同様にリストの通し番号の

表現に用います。半角数字の 1, 2, 3がそれぞれ、リストのレベル 1, 2, 3の通し番号に展開されます。

通し番号の開始番号は 1から始まりますが、これを変更するには[通し番号開始]のチゥックボックスを

エンにし、通し番号を指定します。  
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3.3.13 [設定]-[段落スタイル]-[水平線] 

EXTRA for Windowsでは、段落に対して水平線段落スタアルを付けることで水平線を引けます。水

平線の開始位置は段落スタアル中のアンデントで指定します。水平線を引くには、あらかじめ水平線

を引きたい段落にォーソルを移動します。次に、[設定]-[段落スタアル]-[水平線]メニューを選択する

か、カーボードで Ctrl+Shift+Hのカーを入力します。すると[水平線段落スタアル設定]ダア゠ログが

表示されます。  

 

[水平線段落スタアル設定]ダア゠ログでは、水平線の始点と終点を段落頭アンデントと行末アンデント

を使って指定します。  

水平線はテカストレアヤと仮名レアヤでは連続した─記号で表現され、点字レアヤでは指定した水平

線パターンが使われます。サポートされている水平線パターンは次の通りです。数字はそれぞれ点

字の点を意味します(25ならば 25の点という意味)。:は 1字の区切り、...は直前の点字が連続するこ

とを意味します。  

  25:25:...:25:25  

  1234:14:...:14:1456  

  1236:36:...:36:3456  

  234:14:...:14:156  

  126:36:...:36:345  

  123456:...:123456  

  14:14:...:14:14  

  36:36:...:36:36  

[現段落に適用]ボタンを押すと、ォーソルのある段落に[水平線]段落スタアルが適用されます。なお、

[水平線]段落スタアルが適用された段落内の文字列は全て削除されます。  

3.3.14 [設定]-[段落書式の解除] 

個別の段落に対して指定された段落アンデント、段落タブ送り、段落新頁属性、段落スタアルなどを

解除するには、[設定]-[段落書式の解除]メニューを選択するか、Ctrl+Spaceカーを入力します。[段

落書式の解除]のメニューにチゥックマークが付いている場合は、ォーソルのある段落になんらかの書

式が設定されていることを示します。  
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3.3.15 [設定]-[折り線] 

点字の印刷物に紙を折るための目印として折り線を入れることがあります。折り線機能を使うと、折り

線を簡単に設定できます。折り線を設定すると、点字の特定の行が文書用には使われずに、折り線

専用の行になります。  

折り線を設定するには、[設定]-[折り線]メニューを選択して、[折り線設定]ダア゠ログを表示します。  

 

折り線数に折り数を[無し]、[2つ折り]、[3つ折り]、[4つ折り]の中から選択します。折り線数を選択す

ると、選択した折り線の数に応じて、[折り線行 1]、[折り線行 2]、[折り線行 3]の行番号ファールドが入

力できるようになります。行番号ファールドの初期値は、点字レアヤの頁行数と折り数から求められた

値です。点字プリンタは機種によって、点字の印刷位置が異なるので、お使いのプリンタに合わせて

最適な折り線行位置の数値を指定してください。  

折り線が印刷される頁は、[全頁]、[奇数頁]、[偶数頁]の中から選択します。奇数・偶数の区別に使

用する頁番号は文書の先頭を 1 とする通し頁番号であり、文書開始頁番号の設定には影響されま

せん。  
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3.3.16 [設定]-[文書ひな型登録] 

EXTRA for Windows Version 5.1では、新規文書作成時やレア゠イト情報や点訳仮名訳規則を持た

ないフゟアルを開く際に、文書ひな型を用いて設定値を指定できます。文書ひな型はシステムであら

かじめ用意されているものがありますが、ユーザが自分で作成したフゟアルを登録しておき、文書ひ

な型として用いることができます。  

編集中の文書を文書ひな型として登録するには、[設定]-[文書ひな型登録]メニューを選択します。

メニューを選択すると、現在編集中の文書がひな型として登録されます。  

フゟアル名が未設定の場合には、[文書ひな型登録]のダア゠ログが開くので、保存先のフェルダと

フゟアル名を設定し、[保存]ボタンを押します。フゟアルの保存形式は exf2形式のみです。 

 

ひな型として登録されると、[文書ひな型として登録しました。]というメッセージが表示されます。  

現在編集中の文書が、既に文書ひな型として登録されている場合には、[設定]-[文書ひな型登録]メ

ニューはグレー表示され選択できません。 
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3.3.17 [設定]-[文書ひな型登録解除] 

文書ひな型の登録を解除するには、[設定]-[文書ひな型登録解除]メニューを選択します。[文書ひ

な型登録解除]ダア゠ログが表示されます。 

 

プルダインリストから登録解除したいひな型文書を選択した後、[解除]ボタンを押すと、選択した文書

が文書ひな型から登録解除されます。 
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3.3.18 [設定]-[短文] 

短文によく使う文を登録しておくと、短文一覧ダア゠ログで文を選択して[短文入力]ボタンを押すだけ

で、文を入力できます。短文を使うには、[設定]-[短文]メニューを選択するか、Ctrl+Kカーを入力し

ます。メニューを選択すると、[短文一覧]ダア゠ログが開きます。  

 

このダア゠ログで短文の入力、追加、編集、削除が行えます。ォーソルの箇所に短文を入力するには、

短文の一覧から登録済みの短文を選択して、[短文入力]ボタンを押します。  
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3.3.19 [設定]-[環境設定] 

[設定]-[環境設定]メニューを選択すると、[環境設定]ダア゠ログが表示されます。[環境設定]ダア゠ロ

グには、[フゟアル]、[詳細]、[表示]、[フェント]、[元に戻す]、[MSAA]の 6つのタブがあります。それぞ

れのタブ内の設定項目は次の通りです。 

3.3.19.1 [環境設定]ダイアログ [ファイル]タブ 

[環境設定]ダア゠ログの[フゟアル]タブでは、フゟアルの読み込み、書き込みに関する設定を行います。 

 

一定時間ごとに拡張子 .$$$の文書ファイルで保存 

チゥックボックスをエンに指定すると、一定時間おきに編集中の文書を .$$$の拡張子で保存します。

この機能を自動保存と呼んでいます。保存は、編集内容の変更があったときのみ行われます。 
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自動保存間隔 

自動保存の間隔を分単位で指定します。 

bakの拡張子で旧ファイルを残す 

チゥックボックスをエンに指定すると、文書を保存するときに、保存時に同名のフゟアルが既に存在す

る場合には、拡張子.bakのフゟアルにフゟアル名を変更した上で、新たなフゟアルを保存します。拡張

子.bakのフゟアルには前回保存した内容が保存されています。このフゟアルを読み込む場合には、ウ

クスプローラ等でフゟアルの拡張子を元の拡張子に戻し、EXTRA for Windows Version 5.1でフゟアル

を開いてください。 

元に戻すための情報を exf2 ファイルに保存する 

チゥックボックスをエンに設定すると、文書情報と一緒に元に戻すための情報を exf2フゟアルに保存

します。元に戻すための情報は非常に大きいので、フゟアルサアズを小さく抑えたい場合には指定し

ないようにします。 

なお、このチゥックボックスをエフに設定すると、exf2フゟアルへの保存と同時に現在の元に戻すため

の情報がクリ゠されます。自動保存に対しても同様に、保存と同時に現在の元に戻すための情報が

クリ゠されるので注意してください。 

元に戻すための情報を exf2 ファイルから読み込む 

チゥックボックスをエンに設定すると exf2 フゟアルに保存された元に戻すための情報を、フゟアルを読

み込む際に文書情報と一緒に読み込めます。 

行同期オプション選択時に注意を表示する 

[フゟアルを開く：テカスト読み込み形式指定]ダア゠ログの[テカストと点字を行同期する]のエプション

をチゥックしてテカストフゟアルやテカストアメージを開いた場合、次の[注意]ダア゠ログを表示するか

どうかを設定します。 
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3.3.19.2 [環境設定]ダイアログ [詳細]タブ 

[環境設定]ダア゠ログの[詳細]タブでは、編集操作に関する設定が行えます。 
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点字入力方式 

点字の入力方式を設定します。 

6点で始まる名前の入力方式は、カーボードの 6個のカーと点字の 6点をそれぞれ対応させて点字

入力を行うものです。[仮名入力]は、仮名入力設定のカーボードや IMEを利用してテカストを入力す

る方法です。入力されたテカストは適切な点字に変換されます。6点入力は次のカーによる方法が用

意されています。 

入力方式 1の点 2の点 3の点 4の点 5の点 6の点 

6点凸(FDSJKL) F D S J K L 

6点凹(JKLFDS) J K L F D S 

6点凸(RFVOKM) R F V O K M 

6点凹(OKMRFV) O K M R F V 

6点凸(RFVPL,) R F V P L , 

6点凹(PL,RFV) P L , R F V 

6点凸(TGBPL,) T G B P L , 

6点凹(PL,TGB) P L , T G B 

6点凸(ASCLKM) A S C L K M 

6点凹(LKMASC) L K M A S C 

6点凸(EDCOKM) E D C O K M 

6点凹(OKMEDC) O K M E D C 

6点凸(UEOHTN) U E O H T N 

6点凹(HTNUEO) H T N U E O 

点字の入力方式として[仮名入力]を選択する場合には、後述の[仮名入力に IME読み情報を利用]

のチゥックボックスをエンに、[点字レアヤは IMEを OFFにする]のチゥックボックスをエフにして使用

することをお勧めします。 

6点入力中は 6個のカーの最初のカー入力から最後に離されたカーの入力までを点字 1字の入力

とみなします。入力が確定するとォーソルは次の点字マスに移ります。  

自動変換を行う 

チゥックボックスをエンに設定すると、ユーザの入力と同時に、入力した段落の文書内容が変換され、

別レアヤに点訳結果もしくは仮名訳結果が書き込まれます。変換先のレアヤに変換元属性が設定さ

れている場合、自動変換結果は上書きされません。 
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エラー時にビープ音を鳴らす 

チゥックボックスをエンに設定すると、編集操作等のウラーや警告に際してビープ音を鳴らします。 

新段落作成時に段落属性をコピーする 

Enterカーを入力すると新規の段落が作成されますが、チゥックボックスをエンにすると、新規の段落

に、Enterカーを入力した段落の段落属性がコピーされます。 

情報処理点訳仮名訳規則の自動付与 

チゥックボックスをエンに設定すると、情報処理で使われる特殊な記号 {}[]@~*_|&-+=#<>;:が入力され

たときに自動的にその段落の点訳仮名訳規則を 主：情報 副：日本語に設定します。また、テカスト

フゟアルもしくはテカストアメージを読み込んだ時にも、情報処理で使われる特殊な記号を持つ段落

の点訳仮名訳規則を主：情報 副：日本語に設定します。 

仮名入力に IME読み情報を利用 

仮名レアヤや、点字への仮名入力時には、IMEから読み情報を取得して入力情報としています。たと

え漢字に変換し確定しても、読み情報は常に仮名の情報となります。ところが、一部の IMEでは読み

情報の取得機能が完全でないために、入力した文字の読み情報が完全に取得できないものがありま

す。このような IMEを使用する場合には、このチゥックボックスをエフに設定します。チゥックボックスを

エフにした場合、IMEから仮名レアヤや点字への仮名入力の際にはテカストを漢字に変換せず、仮

名に変換した状態で確定するようにしてください。 

文書変換の完了をダイアログを表示して知らせる 

チゥックボックスをチゥックすると、全文変換の完了時にダア゠ログを表示して知らせます。 

点字レイヤは IMEを OFFにする 

チゥックボックスをエンにすると、ォーソルを点字レアヤに移動すると自動的に IMEを OFFにします。  

上矢印キーによるヘッダ・フッタ・折り線行への移動 

チゥックボックスをエンにすると、上矢印カーで本文からヘッダ・フッタ・折り線行に移動できるようにな

ります。  

下矢印キーによるヘッダ・フッタ・折り線行への移動 

チゥックボックスをエンにすると、下矢印カーで本文からヘッダ・フッタ・折り線行に移動できるようにな

ります。  
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3.3.19.3 [環境設定]ダイアログ [表示]タブ 

[環境設定]ダア゠ログの[表示]タブでは、画面表示に関する設定が行えます。 

 

ツールバー 

ツールバーのボタンサアズを、[自動]、[小]、[中]、[大]の中から選択して指定します。[自動]に設定す

ると、イァンドイのカャプションのフェントサアズの設定を元にツールバーボタンのサアズが自動的に選

択されます。ツールバーを使用しない場合には、[表示しない]を指定します。 

行ガイド表示 

各レアヤに表示される各行の左側に、その行に関する情報が表示されます。この情報を行オアドと呼

びます。行オアドに表示する内容は、[環境設定]ダア゠ログの[表示]タブで変更できます。  
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栞表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、栞(しおり)が設定されている段落の行オアドに、栞マークを表示

します。 

頁番号表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、行オアドに頁番号を表示します。 

行番号表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、行オアドに行番号を表示します。 

段落番号表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、行オアドに段落番号を表示します。 

点訳仮名訳規則表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、行オアドに各段落の点訳仮名訳規則を表示します。表示内容

の意味は次の通りです。 

表示 主言語 副言語 

J-E1 日本語 英語１級 

E1-J 英語１級 日本語 

J-E2 日本語 英語２級 

E2-J 英語２級 日本語 

J-JC 日本語 情報処理 

JC-J 情報処理 日本語 

J-NC 日本語 北米情報処理 

NC-J 北米情報処理 日本語 

変換先表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、行オアドにこの段落に文字を入力した場合に、どのレアヤに自

動変換結果が反映されるかを表示します。たとえば「→仮点」と表示される場合には、仮名レアヤと点

字レアヤに自動変換結果が出力されることを表します。「テカストレアヤ」「仮名レアヤ」「点字レアヤ」の

変換先略記として、それぞれ「テ」「仮」「点」が使われます。 

変換先略記 変換先 

テ テキストレイヤ 

仮 仮名レイヤ 

点 点字レイヤ 
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種別表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、行オアドに段落のスタアル名や、ヘッダ行・フッタ行・折り線行な

どの種別を表示します。  

ルーラ表示 

チゥックボックスをエンにすると、各レアヤにルーラを表示します。 

ステータスバー表示 

チゥックボックスをエンにすると、文書イァンドイの最下行にステータスバーを表示します。 

テキストレイヤ表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、テカストレアヤの編集イァンドイを表示します。 

仮名レイヤ表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、仮名レアヤの編集イァンドイを表示します。 

点字レイヤ表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、点字レアヤの編集イァンドイを表示します。 

上下分割 

チゥックボックスをエンに設定すると、各レアヤの編集イァンドイは、文書イァンドイ内を上下に分割し

て表示します。エフに設定すると、左右に分割して表示します。 

ちらつき防止 

チゥックボックスをエンにすると、画面表示の際のちらつきを防止します。画面の描画スピードは若干

低下します。 

ちらつき防止は比較的メモリを多く消費する機能であるため、メモリの少ない PCでは実行スピードが

低下したり、編集できる文書のサアズが小さくなる可能性があります。その場合には、この指定を外す

ことをお勧めします。 

タブの表示 

チゥックボックスをエンに設定すると、タブ記号を右矢印の線で表示します。 
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ブロックカーソル 

チゥックボックスをエンに設定すると、Iビーム形式のォーソルではなく、ブロック形式のォーソルにな

ります。 

点字凹面編集 

チゥックボックスをエンに設定すると、点字レアヤの編集が凹面(裏面)の表示に切り替わります。点字

行の内容は、左から右ではなく、右から左に左右逆で表示します。  
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3.3.19.4 [環境設定]ダイアログ [フォント]タブ 

[環境設定]ダア゠ログの[フェント]タブでは、文字描画等に関する設定が行えます。 
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画面テキストフォント 

テカストレアヤ、仮名レアヤの編集に使用するフェントを指定します。[...]のボタンをクリックすると[フェ

ント]ダア゠ログが開きます。ここで、テカストレアヤ、仮名レアヤの文字表示に使用するフェントを指定

します。なお、[フェント]ダア゠ログのスタアルには[斜体]、[太字]、[太字 斜体]などのスタアルが選択

できるようになっていますが、選択してもフェントのスタアルは適用できません。 

 

点字サイズ 

点字の表示サアズを[小]、[大]、[テカストフェントに比例]から選択します。[テカストフェントに比例]を

選択すると、テカストフェントとして指定したフェントに合わせたサアズで点字を表示します。 

点字表示に TrueType フォントを使用する 

チゥックボックスをエンに設定すると、点字の描画に EXTRA for Windows Version 5.1 と一緒にアンス

トールされる点字 TrueType フェントを使用します。点字 TrueType フェントによる表示はあまり綺麗で

はありませんが、スクリーンリーダによっては点字 TrueTypeフェントによる描画を、画面情報の取得

に利用するものがあります。このようなスクリーンリーダを使用する場合にはこの項目をエンにする必

要があります。スクリーンリーダの設定は、[スクリーンリーダ設定]ダア゠ログで設定できます。[スクリー

ンリーダ設定]ダア゠ログで、スクリーンリーダの種別を設定すると、この[点字表示に TrueType フェン

トを使用する]は自動的に適切な値に設定されます。  
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色設定 

色弱の方が EXTRA for Windows Version 5.1 を利用できるように、編集画面の配色を変更できます。

[文字色]、[変換先文字色]、[改行マーク色]、[背景色]、[編集不可背景色]の 5つの項目が変更でき

ます。それぞれのボタンを押すと、色設定ダア゠ログが表示されるので、ここから使用したい色を選択

します。  

 

あらかじめ、5 通りの編集画面の配色が用意されています。配色を変更するには、それぞれ[設定 1]、

[設定 2]、[設定 3]、[設定 4]、[設定 5]のボタンを押します。既定の配色は[設定 1]です。  
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3.3.19.5 [環境設定]ダイアログ [元に戻す]タブ 

[環境設定]ダア゠ログの[元に戻す]タブでは、元に戻す機能に関する設定が行えます。 

 

元に戻す機能の使用 

チゥックボックスをエフに設定すると、元に戻す機能が使用できなくなります。 

元に戻す回数無制限 

チゥックボックスをエンに設定すると、元に戻せる回数が無制限になります。チゥックをはずすと、元に

戻す回数は指定した回数までとなります。元に戻す情報を保持するには多くのメモリを使用します。メ

モリの少ない PCを使用する場合には回数制限付きで使用することをお勧めします。 
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カーソル移動、選択操作を元に戻すために記録する 

チゥックボックスをエンに設定すると、ォーソルの移動や、マイスやカーボードによる範囲選択の操作

も、元に戻す情報として記録します。 

3.3.19.6 [環境設定]ダイアログ [MSAA]タブ 

[環境設定]ダア゠ログの[MSAA]タブでは、MSAAに関する設定を行います。[スクリーンリーダ設定]

ダア゠ログで使用するスクリーンリーダを選ぶと[MSAA]タブで設定できる内容については自動的に適

切な値がセットされます。 

 

MSAAを使う 

EXTRA for Windows Version 5.1は MSAA機能をサポートしています。MSAA機能は比較的負荷の

高い機能であるため、スクリーンリーダを使用しない時にはこのチゥックボックスをエフにします。この

設定項目の変更は、EXTRA for Windows Version 5.1の再起動後に有効になります。 
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区切り文字 

MSAAの機能を通じて、スクリーンリーダなどの MSAA クラア゠ントに対して行オアドの内容をどのよう

な区切り文字で伝えるかを設定します。 

変換元提示文字列 

MSAAの機能を通じて、スクリーンリーダなどの MSAA クラア゠ントに対して行オアド内の変換元属性

をどのような文字列で伝えるかを設定します。 

NABCC情報提示 

MSAA によるスクリーンリーダへの点字情報提示に際して、大文字体系の NABCC コードを用いるか、

小文字体系の NABCC コードを用いるかを指定します。初期設定は大文字体系の NABCC コードで

す。 

行ガイド情報を情報提示する 

チゥックボックスをエフにすると、行オアド情報を情報提示しません。ォーソルを上下移動する度に行

オアド情報がスクリーンリーダによって読み上げられるのが煩雑な場合には、この項目をエフに設定

することで回避できる可能性があります。  

3.3.20 [設定]-[スクリーンリーダ] 

EXTRA for Windows Version 5.1 をスクリーンリーダと併用する場合には、[設定]-[スクリーンリーダ]メ

ニューを選択し、[スクリーンリーダ設定]ダア゠ログを表示します。  

 

使用するスクリーンリーダの種別を、[使用しない]、[JAWS]、[その他]の中から選択し、[OK]ボタンを

押します。スクリーンリーダを使用しない状態から、使用する状態に変更した場合には、EXTRA for 

Windows Version 5.1を再起動する必要があります。  
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3.3.21 [設定]-[エクスプローラからの操作] 

EXTRA for Windows Version 5.1は、ウクスプローラの右クリックメニューをサポートしています。ウクス

プローラからの操作に関する事項を設定するには、[設定]-[ウクスプローラからの操作]メニューを選

択して[ウクスプローラからの操作設定]ダア゠ログを表示します。  

 

文書ひな型には、ウクスプローラの右クリックメニューからテカストアメージや、exf2, exf, mse以外の

点字フゟアルを開く際に使用するひな型を指定します。  

[テカストフゟアルを開く際に行同期を行う]のチゥックボックスをエンにすると、ウクスプローラの右クリッ

クメニューからテカストアメージを開く際に、行同期を行います。点墨両用印刷のできる点字プリンタを

使う場合に便利です。  

[点訳結果出力形式]は、ウクスプローラの右クリックメニューから点訳を行う場合に、点訳結果をどの

ようなフゟアル型式で出力するかを指定します。 
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3.4 [点訳]メニュー 

3.4.1 [点訳]-[文書点訳仮名訳規則] 

文書の点訳仮名訳規則を設定するには、[点訳]-[文書点訳仮名訳規則]メニューを選択します。  

 

[文書点訳仮名訳規則設定]ダア゠ログが表示されます。このダア゠ログで文書全体に対して適用す

る点訳仮名訳規則を指定します。指定できる規則は次のとおりです。 

  主:日本語-副:英語１級  

  主:英語１級-副:日本語  

  主:日本語-副:英語２級  

  主:英語２級-副:日本語  

  主:日本語-副:情報処理  

  主:情報処理-副:日本語  

  主:日本語-副:北米情報処理  

  主:北米情報処理-副:日本語  

各段落に対して個別に設定できる段落点訳仮名訳規則([点字]-[段落点訳仮名訳規則]メニュー)の

方が、文書全体に対して設定した点訳仮名訳規則よりも優先されます。 
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3.4.2 [点訳]-[文書点訳] 

文書全体をテカストから点字に点訳するには、[点訳]-[文書点訳]メニューを選択し、[文書点訳]ダア

゠ログを表示します。  

 

[変換方法]では、[点字レアヤの変換元属性の段落を除外して点訳]、[点字レアヤの変換元属性を解

除して全点訳]のどちらかを選びます。[点字レアヤの変換元属性の段落を除外して点訳]を選ぶと、

点字レアヤの点字内容を直接入力あるいは修正している場合、テカストから点字への変換によって、

この点字の直接変更箇所が維持(上書きしない)されます。仮名レアヤの直接変更箇所についても同

様に維持(上書きしない)されます。  

[点字レアヤの変換元属性を解除して全点訳]を選ぶと、点字レアヤの点字内容を直接入力あるいは

修正していても、全てテカストからの点訳結果で上書きします。仮名レアヤについても点字レアヤと同

様に変換元属性が全て解除されテカストからの変換結果で上書きされます。  

点訳規則には、文書点訳仮名訳規則で設定された値が選択されています。点訳規則を変更したい

場合には、変更したい値を指定します。[点訳]ボタンを押すと、テカストレアヤの内容を元に点訳が行

われます。  
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3.4.3 [点訳]-[文書仮名訳] 

文書全体を点字からテカストに仮名訳するには、[点訳]-[文書仮名訳]メニューを選択し、[文書仮名

訳]ダア゠ログを表示します。  

 

[変換方法]では、[テカストレアヤの変換元属性の段落を除外して仮名訳]、[テカストレアヤの変換元

属性を解除して全仮名訳]のどちらかを選びます。[テカストレアヤの変換元属性の段落を除外して仮

名訳]を選ぶと、テカストレアヤの内容を直接入力あるいは修正している場合、点字からテカストへの

変換によって、このテカストの直接変更箇所が維持(上書きしない)されます。仮名レアヤの直接変更

箇所についても同様に維持(上書きしない)されます。  

[テカストレアヤの変換元属性を解除して全仮名訳]を選ぶと、テカストレアヤの内容を直接入力あるい

は修正していても、全て点字からテカストの仮名訳結果で上書きします。仮名レアヤについてもテカ

ストレアヤと同様に変換元属性が全て解除され点字からの仮名訳結果で上書きされます。  

仮名訳規則には、文書点訳仮名訳規則で設定された値が選択されています。仮名訳規則を変更し

たい場合には、変更したい値を指定します。[仮名訳]ボタンを押すと、点字レアヤの内容を元に仮名

訳が行われます。  
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3.4.4 [点訳]-[段落点訳仮名訳規則] 

[点訳]-[段落点訳仮名訳規則]メニューを選択するか、Ctrl+Lのカーを入力すると、[段落点訳仮名

訳規則設定]ダア゠ログが表示されます。 

 

ォーソルの置かれた段落、あるいは選択された段落に対して適用する点訳仮名訳規則を指定します。

指定できる規則は次のとおりです。 

  文書点訳仮名訳規則を使用  

  主:日本語-副:英語１級  

  主:英語１級-副:日本語  

  主:日本語-副:英語２級  

  主:英語２級-副:日本語  

  主:日本語-副:情報処理  

  主:情報処理-副:日本語  

  主:日本語-副:北米情報処理  

  主:北米情報処理-副:日本語  

[文書点訳仮名訳規則を使用]は、この段落に対して設定された段落点訳仮名訳規則を解除する際

に使用します。  

段落に対して指定した点訳仮名訳規則は、文書全体に対して設定された点訳仮名訳規則に優先さ

れます。個別の段落に対して、文書全体に対して設定した点訳仮名訳規則とは別の点訳仮名訳規

則を指定したい時に使用します。 
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3.4.5 [点訳]-[段落変換元属性] 

[点訳]-[段落変換元属性]メニューにチゥックマークが付いていると、現在ォーソルが置かれているレ

アヤの段落、あるいはレアヤの選択された段落全体に変換元属性が設定されていることを示します。 

変換元属性とは、ユーザが編集を行った段落のレアヤであることを示すマークです。自動変換がエン

になっていると、変換元属性が付いたレアヤの段落内容が変換元となり、変換元属性の付いていな

い段落のレアヤに変換結果が書き込まれます。変換元属性が付いているレアヤの段落は黒い色で文

字が表示され、変換元属性が付いていないレアヤの段落は青い色で文字が表示されます。 

[点訳]-[段落変換元属性]メニューにチゥックマークが付いている状態で、このメニューを選択すると、

現在ォーソルが置かれているレアヤの段落、あるいはレアヤの選択された段落全体の変換元属性を

解除します。[点訳]-[段落変換元属性]メニューにチゥックマークが付いていない状態で、このメ

ニューを選択すると、逆に変換元属性が設定されます。  

3.4.6 [点訳]-[段落点訳仮名訳] 

段落の内容を点訳あるいは仮名訳するには、変換元段落にォーソルを移動し、複数段落を変換する

場合はそれらの段落全体を選択し、[点訳]-[段落点訳仮名訳]メニューを選択します。ォーソルのあ

るレアヤのォーソルの置かれている段落あるいは、選択されている段落を変換元として別レアヤの対

応する段落に変換結果を書き込みます。なお、書き込み先のレアヤの段落に変換元属性が付いてい

る場合には、変換結果は上書きされません。 

3.4.7 [点訳]-[自動変換 ON/OFF] 

自動変換がエンに設定されていると、[点訳]-[自動変換]メニューにチゥックマークが付きます。[点

訳]-[自動変換]メニューを選択すると、自動変換機能のエン、エフが切り替わります。この設定は、

[設定]-[環境設定]メニューによって表示される、[環境設定]ダア゠ログ内でも設定可能です。 

自動変換をエンにすると、ユーザの入力と同時に、入力した段落の文書内容を変換元とし、別レアヤ

に変換結果が書き込まれます。なお、変換先のレアヤに変換元属性が設定されている場合には自動

変換結果は上書きしません。 
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3.4.8 [点訳]-[ユーザ点訳辞書管理] 

ユーザ点訳辞書に単語を登録したり、登録された単語の削除、変更などをを行うには、[点訳]-[ユー

ザ点訳辞書管理]メニューを選択し、[ユーザ点訳辞書管理]ダア゠ログを表示します。  

 

[ユーザ点訳辞書管理]ダア゠ログでは自動点訳に使用する単語の追加、変更、検索、削除、更新が

行えます。 

単語を追加するには[追加]ボタンを押します。次の[ユーザ辞書登録追加]ダア゠ログが表示されます。  

 

登録したい単語と、平仮名の読みを入力し、品詞を選択し、[追加]ボタンを押します。[ユーザ点訳辞

書管理]ダア゠ログに戻るので、[閉じる]ボタンを押すと、[変更がありますが、辞書の変更をしますか]

というメッセージが表示されます。ここで[はい]を選択するとユーザ点訳辞書が更新されます。  

※注： 活用語を登録する際の注意 
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活用語を登録する場合は「単語」と「読み」には「語幹」のみを登録してください。 

例 

解す：解 ほぐ 

抱く：抱 いだ 

3.4.9 [点訳]-[ユーザ点訳辞書の取り出し] 

ユーザ点訳辞書を取り出すには、[点訳]-[ユーザ点訳辞書の取り出し]メニューを選択します。  

 

[ユーザ点訳辞書の取り出し]ダア゠ログが表示されます。ユーザ点訳辞書(user.org)の保存先を指定

し、[保存]ボタンを押すと、指定したフェルダにユーザ点訳辞書が保存されます。 
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3.4.10 [点訳]-[ユーザ点訳辞書の取り込み] 

ユーザ点訳辞書を外部に保存されているユーザ点訳辞書フゟアルから取り込むには、[点訳]-[ユー

ザ点訳辞書の取り込み]メニューを選択します。  

 

[ユーザ点訳辞書の取り込み]ダア゠ログが表示されます。ユーザ点訳辞書の取り込み先を指定し、

[開く]ボタンを押すと、指定したユーザ点訳辞書が取りこまれます。(以前のユーザ点訳辞書は

user.$$$の名前にリネームされます。) 
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3.5 [ヘッダ]メニュー 

3.5.1 [ヘッダ]-[全頁ヘッダ] 

全頁を通して共通した内容のヘッダを設定するには、[ヘッダ]-[全頁ヘッダ]メニューを選択します。  

 

[全頁ヘッダ設定]ダア゠ログが表示されます。点訳仮名訳規則、頁番号表示、各レアヤの内容を入

力して、[設定]ボタンを押すと、全頁ヘッダの設定内容が更新されます。  

全頁ヘッダが編集画面で表示されている状態で、ヘッダ部分にォーソルを移動して内容を編集でき

ますが、全頁ヘッダを表示するかどうか、頁番号の位置などは、[全頁ヘッダ設定]ダア゠ログでなけれ

ば変更できません。  
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3.5.2 [ヘッダ]-[偶数頁ヘッダ] 

偶数頁のみに適用されるヘッダを作成するには、[ヘッダ]-[偶数頁ヘッダ]メニューを選択します。  

 

[偶数頁ヘッダ設定]ダア゠ログが表示されます。設定項目は、[全頁ヘッダ設定]ダア゠ログと同様で

す。[設定]ボタンを押すと、指定した内容が偶数頁のみに適用されるヘッダが生成されます。  

作成した、偶数頁ヘッダを削除するには、再度[偶数頁ヘッダ設定]ダア゠ログを表示し、[削除]ボタン

を押します。  

両面印字の点字プリンタを使用する場合に、裏面にはヘッダを振らない使い方をすることがあります。

このような点字文書を作るには、[偶数頁ヘッダ]を作成し点字レアヤの[表示する]のチゥックボックス

をエフに指定します。  



EXTRA for Windows Version 5.1  219 

3.5.3 [ヘッダ]-[頁固有ヘッダ] 

特定の頁あるいは特定の頁範囲だけに設定するヘッダを頁固有ヘッダと呼びます。頁固有ヘッダを

作成するには、頁固有ヘッダを設定する頁にォーソルを移動したうえで、[ヘッダ]-[頁固有ヘッダ]メ

ニューを選択するか、Ctrl+8のカーを入力します。  

 

[頁固有ヘッダ新規作成]ダア゠ログが表示されます。[全頁ヘッダ設定]ダア゠ログと同様の設定項目

に加えて、各レアヤの[開始通し頁]、[繰り返し頁数]を指定します。[開始通し頁]はこの頁固有ヘッダ

を表示する頁番号を通し頁番号(文書の開始頁指定によらない頁番号)で指定します。また、[繰り返

し頁数]は同じヘッダの内容を何頁分繰り返すかを指定します。[新規]ボタンを押すと、頁固有のヘッ

ダが生成されます。  

頁固有ヘッダを修正するには、頁固有ヘッダを設定した頁にォーソルを移動したうえで、[ヘッダ]-

[頁固有ヘッダ]メニューを選択し、[頁固有ヘッダ変更]ダア゠ログを表示します。必要な変更を行い

[変更]ボタンを押してください。  

頁固有ヘッダを削除するには、頁固有ヘッダを設定した頁にォーソルを移動したうえで[頁固有ヘッ

ダ変更]ダア゠ログを表示し、[削除]ボタンを押してください。  
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3.5.3.1 表示頁番号指定 

[表示頁番号指定]のチゥックボックスをエンにすると、それまで隠れていた表示頁番号指定のファー

ルドが表示されます。  

 

表示頁番号指定のファールドに数字を入力すると、この頁以降の表示頁番号が、ここで指定した頁を

開始値とするようになります。文書の途中から頁番号を変更するような用途に利用します。  
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3.5.4 [ヘッダ]-[全頁フッタ] 

全頁を通して共通した内容のフッタを設定するには、[ヘッダ]-[全頁フッタ]メニューを選択します。  

 

[全頁フッタ設定]ダア゠ログが表示されます。点訳仮名訳規則、頁番号表示、各レアヤの内容を入力

して、[設定]ボタンを押すと、全頁フッタの設定内容が更新されます。  

全頁フッタが編集画面で表示されている状態で、フッタ部分にォーソルを移動して内容を編集できま

すが、全頁フッタを表示するかどうか、頁番号の位置などは、[全頁フッタ設定]ダア゠ログでなければ

変更できません。  
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3.5.5 [ヘッダ]-[偶数頁フッタ] 

偶数頁のみに適用されるフッタを作成するには、[ヘッダ]-[偶数頁フッタ]メニューを選択します。  

 

[偶数頁フッタ設定]ダア゠ログが表示されます。設定項目は、[全頁フッタ設定]ダア゠ログと同様です。

[設定]ボタンを押すと、指定した内容が偶数頁のみに適用されるフッタが生成されます。  

作成した、偶数頁フッタを削除するには、再度[偶数頁フッタ設定]ダア゠ログを表示し、[削除]ボタン

を押します。  



EXTRA for Windows Version 5.1  223 

3.5.6 [ヘッダ]-[頁固有フッタ] 

特定の頁あるいは特定の頁範囲だけに設定するフッタを頁固有フッタと呼びます。頁固有フッタを作

成するには、頁固有フッタを設定する頁にォーソルを移動したうえで[ヘッダ]-[頁固有フッタ]メニュー

を選択します。  

 

[頁固有フッタ新規作成]ダア゠ログが表示されます。[全頁フッタ設定]ダア゠ログと同様の設定項目に

加えて、各レアヤの[開始通し頁]、[繰り返し頁数]を指定します。[開始通し頁]はこの頁固有フッタを

表示する頁番号を通し頁番号(文書の開始頁指定によらない頁番号)で指定します。また、[繰り返し

頁数]は同じフッタの内容を何頁分繰り返すかを指定します。  

[新規]ボタンを押すと、頁固有のフッタが生成されます。  

作成した、頁固有フッタを削除するには、頁固有フッタを設定した頁にォーソルを移動したうえで[頁

固有フッタ変更]ダア゠ログを表示し、[削除]ボタンを押します。  
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3.6 [移動]メニュー 

3.6.1 [移動]-[文頭に移動] 

ォーソルの位置を文頭に移動するには、[移動]-[文頭に移動]メニューを選択するか、Ctrl+Home

カーを入力します。 

3.6.2 [移動]-[文末に移動] 

ォーソルの位置を文末に移動するには、[移動]-[文末に移動]メニューを選択するか、Ctrl+Endカー

を入力します。 

3.6.3 [移動]-[指定段落に移動] 

指定した段落に移動するには、[移動]-[指定段落に移動]メニューを選択するか、Ctrl+Jカーを入力

します。  

 

[指定段落に移動]ダア゠ログが表示されます。移動先の段落番号を入力し、[移動]ボタンを押すと、

指定した段落にォーソルが移動します。 
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3.6.4 [移動]-[指定頁に移動] 

指定した頁に移動するには、[移動]-[指定頁に移動]メニューを選択するか、Ctrl+Shift+Jカーを入

力します。  

 

[指定頁に移動]ダア゠ログが表示されます。移動先の頁番号を入力し、[移動]ボタンを押すと、指定

した頁の先頭にォーソルが移動します。  

頁番号は、表示頁番号の数値を指定します。文書開始頁として 10頁が指定されていたとすると、移

動先の頁番号として 10頁を指定すると、最初の頁に移動することになります。頁固有ヘッダの開始

頁番号の機能を利用すると、文書の途中で頁番号を変更できるので、同じ頁番号が 1つの文書に

複数存在する状況が生まれます。このような時に、[指定頁に移動]で複数の頁が存在する頁番号を

指定すると、文書の頭から調べて最初に見つかった指定頁番号の頁に移動します。 

3.6.5 [移動]-[栞] 

[移動]-[栞]のサブメニューには登録されている栞(しおり)がメニュー項目として 10個まで表示されま

す。栞のメニュー項目を選択すると、栞として設定された段落の先頭にォーソルが移動します。 

栞がまったく登録されていない状態では、サブメニューには[未登録]というグレーのメニュー項目が表

示されます。 
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3.6.6 [移動]-[栞一覧] 

栞の一覧を表示するには、[移動]-[栞一覧]メニューを選択するか、Ctrl+Shift+Mのカーを入力しま

す。 

 

[栞一覧]のダア゠ログが表示されます。ダア゠ログには栞の一覧が表示されます。栞を選択し、[栞位

置に移動]ボタンを押すと、栞が設定されている段落にォーソルが移動します。 

栞を選択した上で、[栞削除]ボタンを押すと、選択した栞が削除されます。 
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3.6.7 [移動]-[栞登録] 

栞を登録するには、[移動]-[栞登録]メニューを選択するか、Ctrl+Shift+Nのカーを入力します。 

 

[栞登録]ダア゠ログが表示されます。栞の名称を入力し、[OK]ボタンを押すと、現在の段落に入力し

た名前の栞が登録されます。栞の情報は、exf2 フゟアルに保存されます。 

3.6.8 [移動]-[行頭に移動] 

行の先頭にォーソルを移動するには、[移動]-[行頭に移動]メニューを選択するか、Homeのカーを

入力します。  

3.6.9 [移動]-[行末に移動] 

行の行末にォーソルを移動するには、[移動]-[行末に移動]メニューを選択するか、Endのカーを入

力します。EXTRA for Windows Version 5.1では、長い段落が複数の行に折り返している状況では、

行末位置にォーソルを移動すると折り返された次の行の行頭にォーソルが表示されます。  

3.6.10 [移動]-[段落頭に移動] 

段落の頭にォーソルを移動するには、[移動]-[段落頭に移動]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Leftのカーを入力します。 

3.6.11 [移動]-[段落末に移動] 

段落の末にォーソルを移動するには、[移動]-[段落末に移動]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Rightのカーを入力します。 

3.6.12 [移動]-[前頁に移動] 

前の頁にォーソルを移動するには、[移動]-[前頁に移動]メニューを選択するか、PageUpカーを入力

します。  
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3.6.13 [移動]-[次頁に移動] 

次の頁にォーソルを移動するには、[移動]-[次頁に移動]メニューを選択するか、PageDownカーを

入力します。  

3.6.14 [移動]-[ヘッダに移動] 

ォーソルをヘッダに移動するには、[移動]-[ヘッダに移動]メニューを選択するか、Ctrl+0カーを入力

します。  

3.6.15 [移動]-[フッタに移動] 

ォーソルをフッタに移動するには、[移動]-[フッタに移動]メニューを選択するか、Ctrl+9カーを入力し

ます。  

3.6.16 [移動]-[次単語の頭に移動] 

ォーソルを次単語の頭に移動するには、[移動]-[次単語の頭に移動]メニューを選択するか、

Ctrl+Rightのカーを入力します。単語の移動区切りは点字レアヤではマス開けされたスペースを元に

します。テカストレアヤ、仮名レアヤでは、空白文字と、句読点が単語の移動区切りとなります。  

3.6.17 [移動]-[前単語の頭に移動] 

ォーソルを前の単語の頭に移動するには、[移動]-[前単語の頭に移動]メニューを選択するか、

Ctrl+Leftのカーを入力します。単語の移動区切りは点字レアヤではマス開けされたスペースを元に

します。テカストレアヤ、仮名レアヤでは、空白文字と、句読点が単語の移動区切りとなります。  
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3.7 [ウィンドウ]メニュー 

3.7.1 [ウィンドウ]-[分割方向変更] 

編集レアヤイァンドイの分割方向を、上下分割、左右分割に切り替えるには、[イァンドイ]-[分割方向

変更]メニューを選択します。[環境設定]ダア゠ログの[表示]タブの[上下分割]のチゥックボックスでも

同様の設定が行えます。 

3.7.2 [ウィンドウ]-[別文書に移動] 

ォーソルを別の文書イァンドイに移動するには、[イァンドイ]-[別文書に移動]メニューを選択するか、

Ctrl+Eのカーを入力します。文書を複数開いている場合にのみ有効な機能です。 

3.7.3 [ウィンドウ]-[テキストレイヤに移動] 

ォーソルをテカストレアヤに移動するには、[イァンドイ]-[テカストレアヤに移動]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Xのカーを入力します。 

3.7.4 [ウィンドウ]-[仮名レイヤに移動] 

ォーソルを仮名レアヤに移動するには、[イァンドイ]-[仮名レアヤに移動]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Yのカーを入力します。 

3.7.5 [ウィンドウ]-[点字レイヤに移動] 

ォーソルを点字レアヤに移動するには、[イァンドイ]-[点字レアヤに移動]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Zのカーを入力します。 

3.7.6 [ウィンドウ]-[文書幅に合わせる] 

イァンドイの横幅を、編集中の文書の頁がすべて表示される大きさにするには、[イァンドイ]-[文書幅

に合わせる]メニューを選択します。 
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3.7.7 [ウィンドウ]-[文書一覧] 

編集中の文書フゟアル名の一覧を表示するには、[イァンドイ]-[文書一覧]メニューを選択するか、

Ctrl+Shift+Wのカーを入力します。  

 

[文書一覧]ダア゠ログが表示されます。ダア゠ログには現在開いている文書フゟアル名の一覧が表示

されます。文書名を選択して[表示]ボタンを押すと、選択した文書にォーソルが移動します。 
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3.8 [ヘルプ]メニュー 

3.8.1 [ヘルプ]-[ヘルプ] 

メニューを選択すると、イゥブブライザが開き、ヘルプフゟアルが表示されます。 
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3.8.2 [ヘルプ]-[アップデートの確認] 

EXTRA for Windows Version 5.1にはアンターネット経由で有限会社ウクストラより最新゠ップデート

モジュールをダインロードしてソフトイゥ゠を最新版に更新する機能があります。通常のアンターネット

環境で゠ップデートを行うには、[ヘルプ]-[゠ップデートの確認]メニューを選択します。  

 

ご利用のアンターネット接続環境がプロカシ経由の場合は、[接続設定]ボタンを押してください。  

 

接続設定ダア゠ログには、[直接接続]、[IEのプロカシ設定を使用]、[手動プロカシ設定]のラジエボタ

ンがあります。このうち[直接接続]はプロカシを使わずに直接アンターネットに接続する方法です。ご

利用のアンターネット接続環境がプロカシ経由の場合は、[IEのプロカシ設定を使用]と[手動プロカシ

設定]のいずれかを選ぶ必要があります。[IEのプロカシ設定を使用]は Internet Explorerのアンター

ネットエプションであらかじめ設定されたプロカシを用いてアンターネットに゠クセスします。[手動プロ

カシ設定]は、接続設定ダア゠ログのプロカシ゠ドレス、ポート番号のファールドに値を入力して設定し

たプロカシを経由してアンターネットに接続します。  

[゠ップデートの確認]ダア゠ログで、[゠ップデートの確認]ボタンを押すと、現在使用している EXTRA 

for Windows Version 5.1 より新しい最新版があるかどうかをチゥックします。  

既に最新版を使用している場合には「最新のバージョンです」というメッセージが表示されます。新し

いバージョンが存在しており、まだ゠ップデートを行っていない場合には、「最新のバージョン 5.x.x が

あります。更新を行いますか？」というメッセージが表示されます。[はい]のボタンを押すと、゠ップ

データ(゠ップデート用のデータ)のダインロードが始まり、゠ップデートが開始します。  
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Windows 7 および Windows Vistaを使用している場合には、゠ップデート中に次のメッセージが表示

されます。[許可]を選択して、゠ップデートの処理を継続してください。  

 

Windows Vistaあるいは Windows 7の OSをお使いの場合には、[アンストールを続行するには、次の

゠プリケーションを終了する必要があります。]という内容のダア゠ログが表示される場合があります。 
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このダア゠ログが表示された場合には[セット゠ップの完了後、゠プリケーションを自動的に終了して、

再起動する]を選択して、[OK]ボタンを押し、゠ップデート操作を続行してください。 

゠ップデートが正常に終了すると、「EXTRA for Windows Version 5.1は正しく最新版に更新されまし

た。EXTRAを起動してください。」というメッセージが表示されます。  

3.8.3 [ヘルプ]-[設定初期化] 

各種の EXTRA for Windows Version 5.1のユーザ設定情報を初期状態に戻すには、[ヘルプ]-[設

定初期化]メニューを選択します。  

 

[設定情報の初期化]ダア゠ログで[はい]ボタンを押すと、設定が初期状態に戻ります。完全に

EXTRA for Windows Version 5.1 を初期状態に戻すには、EXTRA for Windows Version 5.1 を起動し

直してください。  

なお、ユーザ点訳辞書については[設定初期化]を行っても登録内容は変化しません。  
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3.8.4 [ヘルプ]-[バージョン情報] 

EXTRA for Windows Version 5.1のバージョンを確認するには、[ヘルプ]-[バージョン情報]メニュー

を選択します。  

 

[バージョン情報]ダア゠ログが表示され、中に詳細なバージョン情報が表示されます。有限会社ウク

ストラのサポートにお問い合わせの際には、このダア゠ログに表示されるバージョン番号とビルド番号

をお知らせください。 
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3.9 ショートカットキー一覧 

EXTRA for Windows Version 5.1では、特殊なカー入力に対して様々な機能が割り当てられていま

す。このようなカー入力をショートォットカーと呼びます。用意されているショートォットカーと対応する

機能は次の通りです。 

ショートカットキー 機能 

→ 1字後に移動 

← 1字前に移動 

↑ 前行に移動 

↓ 次行に移動 

End 行末に移動 

Home 行頭に移動 

PageDown 次ページに移動 

PageUp 前ページに移動 

Ctrl+1 テキストレイヤに移動 

Ctrl+2 仮名レイヤに移動 

Ctrl+3 点字レイヤに移動 

Ctrl+4 次レイヤに移動 

Ctrl+5 前レイヤに移動 

Ctrl+8 [頁固有ヘッダ設定]ダイアログを表示 

Ctrl+9 フッタに移動 

Ctrl+0 ヘッダに移動 

Ctrl+A 全文を選択 

Ctrl+B 選択を解除する 

Ctrl+C コピー 

Ctrl+D 段落全体を選択 

Ctrl+E 別の編集文書に移動 

Ctrl+F [検索]ダイアログを表示 

Ctrl+G [指定頁に移動]ダイアログを表示 

Ctrl+H [置換]ダイアログを表示 

Ctrl+I [段落インデント設定]ダイアログを表示 

Ctrl+J [指定段落に移動]ダイアログを表示 

Ctrl+K [短文一覧]ダイアログを表示 

Ctrl+L [段落点訳仮名訳規則]ダイアログを表示 

Ctrl+M 変換元属性変更 

Ctrl+N 新規作成 

Ctrl+O ファイルを開く 

Ctrl+P 点字印刷 

Ctrl+Q 段落書式を解除 

Ctrl+R 右寄せスタイル 

Ctrl+S 上書き保存 

Ctrl+T 選択段落変換 

Ctrl+U 変換元属性の解除 

Ctrl+V 貼り付け 

Ctrl+W 文書を閉じる 

Ctrl+X 切り取り 
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Ctrl+Y やり直し 

Ctrl+Z 元に戻す 

Ctrl+→ 次単語の頭に移動 

Ctrl+← 前単語の頭に移動 

Ctrl+↑ 前段落に移動 

Ctrl+↓ 次段落に移動 

Ctrl+End 文書末に移動 

Ctrl+Home 文書頭に移動 

Ctrl+PageDown 次頁の先頭に移動 

Ctrl+PageUp 前頁の先頭に移動 

Ctrl+Space 段落書式を解除 

Ctrl+Tab 別の編集文書に移動 

Ctrl+Enter 新頁属性 

Ctrl+Shift+1 見出し 1 

Ctrl+Shift+2 見出し 2 

Ctrl+Shift+3 見出し 3 

Ctrl+Shift+4 見出し 4 

Ctrl+Shift+A [段落タブ送り設定]ダイアログを表示 

Ctrl+Shift+B 文書末に移動 

Ctrl+Shift+C 中央揃え 

Ctrl+Shift+E タイトル 

Ctrl+Shift+F 1字後ろに移動 

Ctrl+Shift+G MSAA経由の行ガイド情報提示切り替え 

Ctrl+Shift+H 水平線段落スタイル 

Ctrl+Shift+I [テキスト挿入]ダイアログを表示 

Ctrl+Shift+J [指定頁に移動]ダイアログを表示 

Ctrl+Shift+K 自動変換のオン/オフを変更 

Ctrl+Shift+L リスト 1 

Ctrl+Shift+M [栞一覧]ダイアログを表示 

Ctrl+Shift+N [栞登録]ダイアログを表示 

Ctrl+Shift+O 新規編集 

Ctrl+Shift+P テキストレイヤ墨字印刷 

Ctrl+Shift+Q 仮名レイヤ墨字印刷 

Ctrl+Shift+R やり直し 

Ctrl+Shift+S 点字レイヤ墨字印刷 

Ctrl+Shift+T 文書点訳 

Ctrl+Shift+U 上へ送る 

Ctrl+Shift+W [文書一覧]ダイアログを表示 

Ctrl+Shift+X テキストレイヤに移動 

Ctrl+Shift+Y 仮名レイヤに移動 

Ctrl+Shift+Z 点字レイヤに移動 

Ctrl+Shift+→ 段落末に移動 

Ctrl+Shift+← 段落先頭に移動 

Ctrl+Shift+PageDown 次レイヤに移動 

Ctrl+Shift+PageUp 前レイヤに移動 

Ctrl+Shift+Enter 強制改行 
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第 4章 技術情報 

本章では、EXTRA for Windows Version 5.1の技術的なトピックについて解説します。 

4.1 コマンドライン版オプション 

EXTRA for Windows Version 5.1の GUI版実行フゟアル名は exw32.exe と exw32msaa.exeです。

exw32.exeは MSAA機能をサポートしない実行フゟアルで、exw32msaa.exeは MSAA機能をサポー

トしている実行フゟアルです。EXTRA for Windows Version 5.1には GUI版以外にコマンドラアン版の

exw32cmd.exe というプログラムが同梱されています。ここでは、コマンドラアン版の使い方と、起動エ

プションについて説明します。  

※注： Windows 7/Vista では C:\Program Files以下のフェルダに対しては仮想化というしくみが適

用され、ユーザが C:\Program Files以下のフェルダに作成したフゟアルは、実際にはユーザ

のホームの下の隠されたフェルダに生成されます。本節で説明するコマンドラアン版のエプ

ションとして C:\Program Files以下のフゟアルを指定した場合には、仮想化の影響により正しく

動作しない場合がありますので、注意してください。 

4.1.1 ひな型の指定 

フゟアルを開く、印刷、点訳の際にひな型を指定するには/t もしくは/templateエプションを指定しま

す。システムのひな型を指定するには、/s もしくは/systemtemplateエプションを指定します。なお、

ひな型のエプションは複数同時に指定できません。 

オプション: 

/t= ひな型ファイル指定 

/template= ひな型ファイル指定 

/s= システムひな型を番号で指定 

/systemtemplate= システムひな型を番号で指定 
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システムひな型番号は次の通りです。 

番号 点字レイヤレイアウトと点訳仮名訳規則 

0 18行 28マス 主:日本語-副:英語 1級 

1 18行 28マス 主:日本語-副:英語 2級 

2 18行 28マス 主:日本語-副:情報処理 

3 18行 28マス 主:日本語-副:北米情報処理 

4 18行 28マス 主:英語 1級-副:日本語 

5 18行 28マス 主:英語 2級-副:日本語 

6 18行 28マス 主:情報処理-副:日本語 

7 18行 28マス 主:北米情報処理-副:日本語 

8 18行 32マス 主:日本語-副:英語 1級 

9 18行 32マス 主:日本語-副:英語 2級 

10 18行 32マス 主:日本語-副:情報処理 

11 18行 32マス 主:日本語-副:北米情報処理 

12 18行 32マス 主:英語 1級-副:日本語 

13 18行 32マス 主:英語 2級-副:日本語 

14 18行 32マス 主:情報処理-副:日本語 

15 18行 32マス 主:北米情報処理-副:日本語 

16 22行 28マス 主:日本語-副:英語 1級 

17 22行 28マス 主:日本語-副:英語 2級 

18 22行 28マス 主:日本語-副:情報処理 

19 22行 28マス 主:日本語-副:北米情報処理 

20 22行 28マス 主:英語 1級-副:日本語 

21 22行 28マス 主:英語 2級-副:日本語 

22 22行 28マス 主:情報処理-副:日本語 

23 22行 28マス 主:北米情報処理-副:日本語 

24 22行 32マス 主:日本語-副:英語 1級 

25 22行 32マス 主:日本語-副:英語 2級 

26 22行 32マス 主:日本語-副:情報処理 

27 22行 32マス 主:日本語-副:北米情報処理 

28 22行 32マス 主:英語 1級-副:日本語 

29 22行 32マス 主:英語 2級-副:日本語 

30 22行 32マス 主:情報処理-副:日本語 

31 22行 32マス 主:北米情報処理-副:日本語 

32 18行 30マス 主:日本語-副:英語 1級 

33 18行 30マス 主:日本語-副:英語 2級 

34 18行 30マス 主:日本語-副:情報処理 

35 18行 30マス 主:日本語-副:北米情報処理 

36 18行 30マス 主:英語 1級-副:日本語 

37 18行 30マス 主:英語 2級-副:日本語 

38 18行 30マス 主:情報処理-副:日本語 

39 18行 30マス 主:北米情報処理-副:日本語 
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4.1.2 ファイルを開く 

exw32cmd.exeを使って特定のフゟアルを開いて GUI版を起動できます。 

オプション: 

 

/open ファイル名指定 

/t= ひな型ファイル指定 

/template= ひな型ファイル指定 

/s= システムひな型を番号で指定 

/systemtemplate= システムひな型を番号で指定 

 

実行例: 

 

exw32cmd.exe /open filename [...] 

 

フゟアル名に空白文字が含まれている場合には"で囲んで指定します。以下のコマンドのフゟアル名

の指定についても同様です。 

4.1.3 閉じる 

exw32cmd.exeから編集中のフゟアルを閉じます。 

オプション: 

 

/close ファイル名指定 

/saveclose ファイル名指定 

閉じる方法には、/close と/savacloseの 2種類のエプションがあります。/closeは編集中の内容を

破棄して編集イァンドイを閉じます。/saveclose は編集中の内容を保存して編集イァンドイを閉じます。

この時、元のフゟアルが点字フゟアルではない場合には、拡張子を exf2に変更したフゟアルとして保

存されます。 
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4.1.4 点字印刷 

exw32cmd.exeを使って点字印刷を行うには、/p もしくは/printのエプションを使用します。使用され

る点字プリンタは、前回 GUIで指定した点字プリンタです。 

一方、GUI版 Extra for Windows より点字印刷を行うには、/xprintのエプションを使用します。 

/print と/xprintはいずれも点字印刷を行うエプションですが、/printはフゟアルの内容をそのまま印

刷するのに対して、/xprintは、指定したフゟアルが GUIの編集画面で編集中だった場合には、その

編集中の内容を印刷する点が異なります。なお、/print と/xprintのエプションは同時に指定できませ

ん。 

オプション: 

 

/p 点字印刷 

/print 点字印刷 

/xprint GUI版を使用して点字印刷 

/t= ひな型ファイル指定 

/template= ひな型ファイル指定 

/s= システムひな型を番号で指定 

/systemtemplate= システムひな型を番号で指定 

 

実行例: 

 

exw32cmd.exe /print filename [...] 

exw32cmd.exe /xprint filename [...] 
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4.1.5 墨字印刷 

exw32cmd.exeを使って墨字印刷を行うには、/st, /sk, /sbのエプションを使用します。それぞれ、テ

カストレアヤ、仮名レアヤ、点字レアヤの墨字印刷用のエプションです。使用される墨字プリンタは前

回 GUIで指定した墨字プリンタです。 

オプション: 

 

/st テキストレイヤ墨字印刷 

/sk 仮名レイヤ墨字印刷 

/sb 点字レイヤ墨字印刷 

 

実行例: 

 

exw32cmd.exe /st filename [...] 

exw32cmd.exe /sk filename [...] 

exw32cmd.exe /sb filename [...] 
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4.1.6 ファイル型式の変換(自動点訳) 

exw32cmd.exeを使って、フゟアル形式の変換を行うには/cエプションを使用します。テカストフゟア

ルを変換元に指定して、点字フゟアルを出力に指定すると自動点訳が行われます。テカストフゟアル

の文字コードは自動判定されます。 

オプション: 

 

/c 変換オプション 

/convert 変換オプション 

/t= ひな型ファイル指定 

/template= ひな型ファイル指定 

/s= システムひな型を番号で指定 

/systemtemplate= システムひな型を番号で指定 

 

実行例: 

 

exw32cmd.exe /c in.txt out.exf2 

exw32cmd.exe /template=c:\work\template.exf2 /c in.txt out.exf2 

exw32cmd.exe /s=0 /c in.txt out.exf2 

 

4.1.7 内容の追記 

exw32cmd.exeを使って指定したフゟアルの内容を編集中の文書に追記するには/appendエプション

を使います。追記の対象は、現在 EXTRA for Windows で編集中の文書です。追加が可能なフゟア

ルはテカスト情報を持ったフゟアルのみです。また、exf2, exf, mseを始めとする点字フゟアルの内容

も追加できません。 

オプション: 

 

/append ファイル名指定 

 

実行例: 

 

exw32cmd.exe /append filename 
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4.2 NABCC コード 

NABCC(北米点字)コードは、点字プリンタや点字デァスプレアなどで広く用いられている文字コードで

す。EXTRA for Windows Version 5.1では点字レアヤのクリップボード形式や、exf2, exf, mseの各点

字フゟアル内の点字表現、MSAA アンターフゥースを通じたスクリーンリーダへの点字情報提示に

NABCC コードを用いています。 

点 50音 NABCC(大文字) NABCC(小文字) 

- 空白   

2346の点 ほ ! ! 

5の点 濁点(前置符) " " 

3456の点 数符(前置符) # # 

1246の点 け $ $ 

146の点 く % % 

12346の点 へ & & 

3の点 わ ' ' 

12356の点 み ( ( 

23456の点 も ) ) 

16の点 か * * 

346の点 ゆ + + 

6の点 半濁点(前置符) , , 

36の点 ハイフン - - 

46の点 ぴゃ・ぴゅ・ぴょの前置符 . . 

34の点 や / / 

356の点 ん 0 0 

2の点 下がり数字 1(っ) 1 1 

23の点 下がり数字 2 2 2 

25の点 下がり数字 3(ー) 3 3 

256の点 下がり数字 4(。) 4 4 

26の点 下がり数字 5 5 5 

235の点 下がり数字 6 6 6 

2356の点 下がり数字 7 7 7 

236の点 下がり数字 8 8 8 

35の点 を 9 9 

156の点 さ : : 

56の点 英字符(前置符) ; ; 

126の点 き < < 

123456の点 め = = 

345の点 よ > > 

1456の点 す ? ? 

4の点 きゃ・きゅ・きょ等の前置符 @ ` 

1の点 あ A a 

12の点 い B b 

14の点 う C c 

145の点 る D d 

15の点 ら E e 

124の点 え F f 
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1245の点 れ G g 

125の点 り H h 

24の点 お I i 

245の点 ろ J j 

13の点 な K k 

123の点 に L l 

134の点 ぬ M m 

1345の点 つ N n 

135の点 た O o 

1234の点 ね P p 

12345の点 て Q q 

1235の点 ち R r 

234の点 の S s 

2345の点 と T t 

136の点 は U u 

1236の点 ひ V v 

2456の点 そ W w 

1346の点 ふ X x 

13456の点 む Y y 

1356の点 ま Z z 

246の点 こ [ { 

1256の点 し \ | 

12456の点 せ ] } 

45の点 ぎゃ・ぎゅ・ぎょ等の前置符 ^ ~ 

456の点 456の点 _ _ 
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4.3 MSAAサポート技術詳細 

EXTRA for Windows Version 5.1は MSAA (Microsoft Active Accessibility) 2.0に対応し、編集中の

゠プリケーションの情報を外部のスクリーンリーダ等に情報提示できます。MSAAをサポートする゠プ

リケーションは IAccesible というアンターフゥースを通じて、゠プリケーションの各エブジゥクトに関する

情報を提示します。 

EXTRA for Windowsで MSAAによる情報提示を行うには、[設定]メニューの[スクリーンリーダ設定]ダ

ア゠ログのラジエボタンで[使用しない]以外の値を選択するか、[環境設定]ダア゠ログの[MSAA]タブ

の[MSAAを使う]のチゥックボックスを ONにします。設定を変更したあと、EXTRA for Windows を起

動し直すと、MSAAが有効になります。MSAAが有効な状態では exw32msaa.exe という実行フゟアル

が動作し、MSAAが無効な状態では exw32.exe という実行フゟアルが動作します。 

EXTRA for Windowsの、文書編集イァンドイクラア゠ント領域に対応する IAccesible アンターフゥース

は、テカストレアヤルーラ、テカストレアヤ、仮名レアヤルーラ、仮名レアヤ、点字レアヤルーラ、点字レ

アヤ、ステータスバー以上 7つの子エブジゥクトを公開しています。それぞれのエブジゥクトは

IAccesible アンターフゥースを持っています。 

文書編集ウィンドウクライアント領域 

  テキストレイヤルーラ 

  テキストレイヤ 

  仮名レイヤルーラ 

  仮名レイヤ 

  点字レイヤルーラ 

  点字レイヤ 

  ステータスバー 

テカストレアヤ、仮名レアヤ、点字レアヤの下に、子エブジゥクトとして行情報の IAccesible アンター

フゥースを公開します。また、各レアヤのルーラの IAccessible アンターフゥースは画面上のォーソル

位置もしくは選択位置に関する情報を提示します。 

これ以外のメニューやダア゠ログなどについては MSAAの提供するデフェルトの IAccessible アン

ターフゥースを用いて画面上の情報を提示しています。検索ダア゠ログ、置換ダア゠ログ、ヘッダ設定

ダア゠ログ、フッタ設定ダア゠ログで用いられている「1行点字編集ボックス」はシステム標準コントロー

ルではないため、独自に IAccessible アンターフゥースを公開しています。 
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各部品の IAccessible アンターフゥースの提示内容は以下のとおりです。 

4.3.1 文書編集ウィンドウクライアント領域 

Name 未使用 

Role クライアント 

Status 選択できます。フォーカスできます。 

Value Extra編集領域 

Description 未使用 

Help 
「Extraの編集領域です。各レイヤの編集ウィンドウとステータスバーを

含みます。」の文字列 

4.3.2 ルーラ: テキストレイヤルーラ,仮名レイヤルーラ,点字レイヤルーラ 

Name 
「テキストレイヤルーラ」「仮名レイヤルーラ」「点字レイヤルーラ」のいず

れか 

Role インジケータ 

Status 標準 

Value 「C:行数:カラム数」もしくは「S:行数:カラム数:行数:カラム数」 

Description 
「X行 X カラムにカーソルがあります。」もしくは「X行 X カラム目から X

行 X カラム目までが選択されています。」 

Help 未使用 

Valueの値が C:で開始する場合は画面がォーソル状態であることを意味し、Valueの値が S:で開始

する場合に画面が選択状態であることを意味します。  

ルーラで情報提示される行番号は、文書全体を通した通し番号です。この行番号をアンデックスとし

て用いて各編集イァンドイの子エブジゥクトに゠クセスすれば、該当する行エブジゥクトを取得できま

す。  

4.3.3 レイヤ: テキストレイヤ、仮名レイヤ、点字レイヤ 

Name 「テキストレイヤ」「仮名レイヤ」「点字レイヤ」のいずれか 

Role 第 2ウィンドウ 

Status 
「選択できます。フォーカスできます。」フォーカスがある場合には「フォー

カスされています。」が付きます。 

Value 未使用 

Description 未使用 

Help 
「テキストレイヤの編集領域です。」「仮名レイヤの編集領域です。」「点

字レイヤの編集領域です。」のいずれか 
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4.3.4 ステータスバー 

Name StatusBar 

Role テキスト 

Status 標準 

Value 
ステータスバーに表示されている内容がタブ区切りで情報提示されま

す。※1 

Description 未使用 

Help 現在のカーソル位置に関する情報を示します。 

 

※1： Valueの内容は次の順番でタブ区切りで情報提示されます。 

  

項目 内容 

フォーカスのあるレイヤ テキストレイヤ/仮名レイヤ/点字レイヤ 

通しカーソル位置 通し U頁 V行 

カーソル位置 X頁 Y行 Z桁 

カーソル位置段落 N段落 

点訳仮名訳規則 主:○○○ 副:○○○ 

変換元 変換元:ON/OFF 

新頁属性 新頁:ON/OFF 

インデント 行頭:L 段落頭:M 行末:N 

段落スタイル なし/スタイル名 

文字情報 1 カーソル前の文字情報 

文字情報 2 カーソル位置の文字情報 

文字情報 3 カーソル後の文字情報 

通しの頁番号は開始頁番号や文書途中の頁番号変更に影響されない通しの絶対頁番号です。 

通しの行番号は、文書全体を通した行番号です。 

ステータスバーの１０項目目、１１項目目、１２項目目の情報は、それぞれォーソル位置の直前、ォー

ソル位置、ォーソル位置の直後の文字情報です。点字レアヤでは、NABCCでなく、読み上げのため

の情報を提供します。 
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4.3.5 行 

Name ガイド行の内容※2 

Role 「編集可能なテキスト」「テキスト」※3 

Status 
「選択できます。フォーカスできます。」フォーカスがある場合には「フォー

カスされています。」が付きます。 

Value 
全角仮名による行の内容 -- 音声合成にこの情報が使われることを想

定 

Description 
NABCCによる行の内容 -- 点字ディスプレイにこの情報が送られること

を想定※4 

Help 
点字レイヤは 1行分の文字情報をタブ区切りで提示。 テキストレイヤ、

仮名レイヤは「行の編集領域の文字列です。」 

 

※2： [環境設定]ダア゠ログの[MSAA]タブの[行オアド情報を情報提示する]のチゥックボックスが

OFFになっている場合には、未使用となります。 

※3： 折れ線行の時のみ「テカスト」になります。 

※4： [環境設定]ダア゠ログの[MSAA]タブの NABCC情報提示のラジエボタンで選択した内容に基

づいて、大文字 NABCC もしくは小文字 NABCCで情報提示されます。 

※5： Helpには、1行分の文字情報がタブ区切りで提示されます。 

 

4.3.6 1行点字編集コントロール 

1行点字編集コントロールは、「検索ダア゠ログ」「置換ダア゠ログ」「ヘッダ設定」「フッタ設定」の各ダ

ア゠ログで使用されている点字を表示するための独自のコントロールです。イァンドイのクラス名は

BRILLECTRLです。「検索ダア゠ログ」「置換ダア゠ログ」については、点字レアヤにォーソルが置かれ

た時のみ 1行点字編集コントロールが表示されます。 

Name 点字編集ボックス 

Role 編集可能なテキスト 

Status 選択できます。フォーカスできます。 

Value かな訳した結果の内容 -- 音声合成にこの情報が使われることを想定 

Description 
NABCCによる編集内容 -- 点字ディスプレイにこの情報が送られること

を想定 

Help カーソル位置の点字情報 カラム位置 

ォーソル位置は数字で表現されます。点字デァスプレアにこのォーソル位置が表示されることを想定

しています。ォーソル位置の点字情報は、「1 2の点 ォラム 5」のような形式のテカストです。ただし行

末の場合には「ウンド ォラム 6」、空白の場合には「スペース ォラム 6」のようなテカストになります。

ォーソル移動のタアミングで、この文字列が読み上げられることを想定しています。 
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4.3.7 NotifyWinEventによるイベント通知 

EXTRA for Windows Version 5.1は、NotifyWinEvent()にて MSAA クラア゠ントに対して以下のアベン

トを通知しています。なお、EVENT_OBJECT_DESTROY アベントの通知は行いません。 

・EVENT_OBJECT_SELECTION 

ォーソル位置や、選択の変更については、EVENT_OBJECT_SELECTIONのアベントを通知していま

す。 

・EVENT_OBJECT_FOCUS 

フェーォスがセットされた時に、EVENT_OBJECT_FOCUSのアベントを通知しています。 


